

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　私、白しら星ほし有あり栖すが運命の王子様と出会ったのは、中学終わりの受験日。

　吐はく息が真っ白に立ち込める２月初しよ旬じゆん。吐と息いきだけでなく、頭まで真っ白になったのを今でも鮮せん明めいに覚えています。

「あ、あれ？　高校が、……違ちがう？」

　受験会場である高校に到とう着ちやくし、校門で立ち尽つくしてしまいます。門横に飾かざられたプレートに刻まれる文字は、『兵ひよう庫ご県立　乙おと塚づか高等学校』。

　私の受けるはずの高校とは、逆さにひっくり返っても、似ても似つかない学校名。

　要するに試験会場を間違えたのです。

　ウッカリもここまで来れば笑えません。笑えない代わりに、真っ白になった脳内のキャンバスに浮うかび上がる文字は『絶望』。

　絶望の次に感じるのは、周りの人たちの視線。受験生であろう人たちが、棒立ちで啞あ然ぜん状態の私を、好こう奇きや怪け訝げんそうな視線で目視しつつ門をくぐっていきます。中には心配そうに見てくれる人もいましたが、やはり素す通どおり。

　当たり前です。今日は人生大一番のイベント、受験なのだから。

　ミスを犯おかしたのは私だし、誰だれかに咎とがめられてもいません。けれど、視線を浴びれば浴びるほど、不安や恐きよう怖ふといったマイナスな感情が体へと染しみ込んでしまいます。

　私にできることといえば、皆みなさんの通行を邪じや魔ましないことくらい。かろうじて動く足を１歩、２歩と進め、隅すみへと移動します。

　壁かべにもたれかかり身体からだを緩ゆるませてしまえば、涙るい腺せんまで緩くなってしまいます。力無い言葉も零こぼれてしまいます。

「私の人生終わりました……」




「アンタ、何やってんだ？」




「……え？」

　重く下がった顔を上げました。そこには少し気だるげな雰ふん囲い気きを纏まとった受験生らしき男性がいて、私に話しかけているではありませんか。

　誰かに話しかけられるなど予想もしていなかったので、何が起こったか理解できませんでした。今まで女子校育ちで、同年代の殿との方がたと接するのが久しかったのもありますが。

「何で受験前なのに、もう不合格突つきつけられたみたいに落ち込んでるのか聞いてんだけど」

「あ、えっと……、その、自分が受ける高校の場所を間違えてしまったみたいで……」

「は？」と男性は、正に開いた口が塞ふさがらないといった表情を浮かべます。

「前もって調べたりしなかったのか？」

「以前は車で連れて行ってもらったので……」

「事前準備が足りなかったみたいだな」

「ううっ……！」

「あー、泣くな泣くな。俺が泣かしてるみたいになるから」

「すいません……」

　この殿方、中々に辛しん辣らつな言葉を使います。

「で、どこの高校を受けるんだ？」

「……親しん奈な女子です」

　男性はポケットからスマートフォンを取り出し、こなれた手つきで操作を始めます。

　当時、スマートフォンを持っていなかった私にとって、その光景は目新しさすら感じるほどでした。カッコイイと感じたのは言うまでもありません。

「結構近いじゃねーか。今からバスで向かえば間に合うぞ」

「ほ、本当ですかっ？」

　一いち縷るの希望に顔が綻ほころんだのも束つかの間。「あ」と思わず声が漏もれてしまいました。

　どこのバス停に向かえばいいか分からなかったからです。

「ん？　どうした？」

「い、いえいえっ！　何でもないです！」

「どのバスに乗ればいいのか分かりません」などと、ここまで良くしてくれた男性に言えるわけもありません。

　私のカラ元気を見た男性は、「そうか」と呟つぶやくと、歩き始めます。

　元来た道を。

「何でもないなら早く行くぞ」

「えっ？」

「えっ、てお前……。その調子じゃ、バス停までも１人で辿たどり着けんだろ」

「連れて行ってくれるのですか……？」

「途と中ちゆうまでな。余計なお世話なら、俺もう行くけど」

「め、滅めつ相そうもないです！　よろしくお願いします！」

「なんじゃそら」と呟いた男性が再び歩き始めたので、私も急いで背中を追いかけます。

　来た道を引き返す私たちを不思議そうに受験生たちは見るのですが、前を歩く男性はお構いなし、それどころか威い風ふう堂どう々どうと歩いていました。

「あのっ」

「何？」

「何でそこまで優やさしくしてくれるのですか？」

「時間があったから」

「時間があったから、ですか？」

「おう」

　不ぶ躾しつけながら少しガッカリしてしまいました。私としては、キュン、と心をトキめかせる言葉を期待してしまったので。助けてくれた人物に余計なことを期待するなという話ですが、助けてもらったからこそ、理想の王子様像を男性に夢見てしまうものです。

　男性は私の甘い考えを見み透すかしているように答えました。

「困ってる奴やつに手を差し伸のべた結果、受験間に合いませんでしたとか笑えん。そんなもん、お人好よしじゃなくて、ただのバカだから」

　男性は続けます。

「俺は自分を犠ぎ牲せいにしてまで人助けするほどお人好しじゃない。あくまで犠牲にならない範はん囲いでお前が困っていたから手を差し伸べただけだ」

　やはり辛辣な言葉を使う方です。そして、私が理想としていた少女漫まん画がやドラマに登場する王子様とはかけ離はなれた性格の方だと思いました。

　ですが、

「ふふふっ……！」

「？　何がおかしいんだよ」

「すいません。貴方あなたは言葉が手厳しいですが、優しい方なんだなと分かってしまったので」

「はぁ？」

「だって、受験直前の人助けを容易たやすいことだと考えてるんですもん。優しい以外の言葉が見当たりません」

　自分を犠牲にしない範囲なら、多少の不利益も目を瞑つぶって手を差し伸べてくれる。現実的だったり冷たく聞こえるかもしれないけど、実際はとても心が広いし、とても温かい。

　普ふ通つうの方は不利益が生じると頭によぎった時点で、手を差し伸べようとはしません。

　ですが、この男性はさも当たり前のように助けてくれた。助けてくれただけでなく、私の質問にも正直すぎる真っ直すぐな言葉で答えてくれた。

「普通の方なら、私を助けるくらいだったら英単語の１つでも覚えようとしますよ」

「……。付け焼やき刃ばなんて直ぐ剝はがれる」

　男性は呟くと、視線を前に戻もどしてしまいます。照れているのか、呆あきれているのかは分かりません。

　今、どんな表情をしているか気になるというより、男性のお顔をしっかり見たいという衝しよう動どうに駆かられてしまいます。私は歩く速度を速め、男性の背中ではなく横へと並んで男性を見つめました。

　単純なものです。気だるげな雰囲気は大人びた余よ裕ゆうを持っているように見え、眠ねむそうな瞳ひとみは全すべてを見定めている精せい悍かんな顔立ちに見えるようになっていました。

　確信しました。「あ、私は恋こいに落ちたんだ」と。

　私の理想とする王子様とは少し違ったけど、カッコ良さでいうと理想以上でした。

「あ、あのっ！　お名前を教えていただいても！」

「やだ」

「え？」

「別に邪よこしまな感情があって助けたわけじゃないから。だから名前とか連れん絡らく先は交こう換かんしない」

「そ、そんな！　私の気が済まないんです！」

「俺の気も済まん」と一いつ蹴しゆうされ、男性は前方を指差します。

「ほら、あのバス停がそうだから。俺はここらへんで」

「それじゃ」と踵きびすを返そうとする男性を呼び止めてしまいます。

「ま、待ってくださいっ！」

「まだ何かあんのか？」

「……また、会えますよね？」

「どうだろうな。まぁ、お互たがい志望校に受かれば、登下校中に会うこともあるんじゃないか？　同じ駅みたいだし」

「！　で、ですよね！　はい♪」

　先ほどまでの絶望だらけだった感情は、もはや微み塵じんもありませんでした。この方に会うためにも何としてでも志望校に受からないと！　と思うようになっています。

　恋の力はマイナスの気持ちを簡単に吹ふき飛ばしてしまいます。

「受験頑がん張ばってください！」

「おう。お前もな」

　男性の背中が見えなくなるまで、お見送りしたいものの、バスがやって来てしまいます。

　バスに乗り込んだ頃ころには、もう男性の姿は見当たりません。

　名前は分からない。けれど、どこの学校に通おうとしているかは分かっているし、駅だって同じ。

　しっかりしている方だし、志望校にも受かるでしょう。あとは私次し第だい。

　ヤル気に満ち溢あふれた私は参考書を開きます。

　名も分からない王子様に胸をトキめかせつつ。








１章　姫ひめ宮みや春はる一いちのおひとりサマーバケーション






　おひとりサマーバケーション。

　意味：独り快適な夏休みを過ごすこと。

　広こう辞じ苑えんに載のせるにしてはあまりにチープで浅はかな言葉。しかし、我われながら甘かん美びな言葉を思い付いたものだと高評価してしまう。下半期に入ったばかりだが、間ま違ちがいなく俺的流行語大賞の有力候補だ。

　審しん査さ委員は俺しかいないのだから異論は認めない。他言する気がない時点で、異論が発生することはないのだが。

　スマホを開き、夏休み挑ちよう戦せんしたいこと、楽しみたいことリストに目を通す。





・一いつ泊ぱく二日の京都観光

・日帰りキャンプ（釣つり＆ハイキングできる場所なら尚なお可）

・美味うまいコーヒーの淹いれ方を勉強

・ソロプールデビュー

・お気に入りゲーム実じつ況きよう者のアーカイブ一気見

・気になってるシリーズ映画やドラマ一気見

・まだ読めていない積み本消化

・お笑いライブに行く

・ラジオ番組の公開収録を見学



　などなど。




　まさに無限湧わきで、夏休みが全くに足りん。

　リア充じゆうと呼ばれる人種が色々とやりたいことがあるように、ソロ充と呼ばれる人種にも色々とやりたいことがある。

　そんなこんなで、おひとりサマーバケーションは何をして過ごそうかと期待が膨ふくらむ一学期の終業式。今現在は、自分の教室で成績表が配られている最中である。

　成績発表とあって、教室内はワイノワイノと騒さわがしい。

　私の成績コンナンダーとか、俺の成績ナンマイダーとか、

「ふふふふふ！　うわっ……！　武たけ智ちの数Ｉ低すぎ……？」

「はぁぁ!?　文系科目オールレンジ死んでる飴あめ屋やに言われたくないですよ！　ヘッショすっぞ！」

「「ああん!?」」

　とかとか。

　他人の成績など心底興味がないだけに、近所迷めい惑わく甚はなはだしい。

　他人と成績を見せ合っていがみ合うのなら、９月頭まで見れないであろう自分の席からの景色や夏空を眺ながめるほうがよっぽど有意義だ。

　窓から空へと視線を上げれば、７月終わりの夏全ぜん盛せい期きとあって一段と太陽は眩まぶしく、一段と空は青い。

　夏空が冬空に比べて青を濃こく感じるのは何な故ぜだろうか。

　そんな知ち恵え袋ぶくろに尋たずねるでもグーグル先生に教えてもらうでもない、ちっぽけな疑問をぼんやり考える時間は俺にとっては有意義。『俺にとっては』がポイント。

　誰だれに何と思われようが、自分だけ満足できればそれで良いではないか。

「姫宮君。成績どうだった？」

　博愛主義者に絡からまれた、ボッチ死ぬ。

　このワード、今年の最有力候補かもしれん。

　その明るみあるハツラツとした声は、人の声イントロがあるとしたら、サービス問題といっても過言ではない。それほどにクラスや全校生徒、さらには近きん隣りん地域の人々に親しみのある声だった。

　上の空で景色を眺めている独り好きの俺であろうと、即そく答とうで誰だか分かってしまう。分かるからといって回答するかしないかは俺の自由だけど。

　よって黙もく秘ひ権けん行使。

　あー、いい天気だなぁ。

　のほほんすることしばらく。突とつ如じよ、空に陰かげりが生じる。否いな、太陽が間近に迫せまって来たという表現のほうが適切か。

「無視はどうかと思うなー」

　空を見ないで私を見ろと言わんばかり。窓まど際ぎわに回り込んだ太陽神、美み咲さき華か梨りんが視界一いつ杯ぱいに入ってくる。満面の笑みなものの、貼はり付いている感じがするのは気のせいだろうか。

　俺のせいだろうな。

「すまんな。雲一つない空を見ていたら、何もかもがどうでもよくなったんだ」

「しれっと、人をどうでもいい扱あつかいしないでほしいよ……」

　ふむ。美咲も成長したものだ。以前までのコイツなら、プンスカと見境なしにツッコんでいただろう。今では呆れるに止とどまっている。

　いつ愛あい想そを尽つかしてくれるんでしょうね。

「それはさておき」と、俺の牽けん制せい球きゆうを躱かわす美咲は、いつもの朗ほがらかな表情に戻る。

「成績どうだったの？　ざっくりでいいから教えてほしいな」

「普ふ通つう」

「ざっくりが過ぎるよ……。もうっ！　ちょっとくらい情報を分かち合って楽しもうよ！」

　前言撤てつ回かい。プンスカうるせー。

　まぁ、コイツが俺の成績を本気で知りたいわけではないのは分かっている。要はコミュニケーションツールの１つとして、成績表を使って会話したいだけだ。

　見せるが早し。「ん」と机に置きっぱなしだった成績表を指差す。

「えっ。全部見せてもらってもいいの？」

「別に減るもんじゃないし。返してくれるなら持って帰ってもいいぞ」

「姫宮君って男気があるというか、羞しゆう恥ち心しんがないというか……」

　感情がないわけじゃない。人より希き薄はくなだけです。

　美咲は感謝を述べつつ、「それじゃあ交換ね」と自分の成績表を差し出してくる。無む駄だに律りち義ぎな奴やつだな。

　ポストに入ってる土地売ばい却きやくのチラシ感覚で美咲の成績表に目を通す。

　10段階評価で10ばっかり。学年順位は一ひと桁けた。体育は苦手と以前言っていただけに10ではないものの、それでも平均よりは高い。

　総評。運営さん、チーターここにいます。

　美咲は「私、頑張ったでしょ？」とでも言いたげにニコニコと俺を見ている。自じ慢まんしたいのではなく、褒ほめて欲しいのが表情だけで伝わってくる。

　カリン様信者としては堪たまらなく愛いとしく、悶もだえ死ぬ光景に違いない。

　しかしだ。残念ながら俺は信者ではないし、死にたくはない。

　いつの間にか俺隣どなりにいる倉くら敷しき瑠る璃りも同意見なのか。

「ねぇ姫宮。華梨の成績って、下がるだけしか残されていない可哀かわい想そうな成績だよね」

「言ってやるな。本人は嬉うれしそうにしてるんだから」

「せめてヒソヒソで話してくれないかな!?」

　陰かげ口ぐち嫌きらい。

　美咲をからかうことに成功した倉敷は、「ニャハハハハ！」と屈くつ託たくなく大笑い。

　からかうのが本命だったのかオマケだったのか。さらに倉敷は、美咲の代わりに俺の成績表を開いてチェック開始。

　しばらくして大きく溜ため息いき。

「なんだよー。ワンチャン、姫宮もわたしと同類だと思ったのに、結構成績良いいのかよー」

　倉敷の成績は並かそれ以下らしい。

　同志を募つのるのは何故なのだろうか。妹のゆずも、「ゆずだけじゃないよ！　○○ちゃんも算数のテスト悪かったよ！　○○君も！」と自分だけじゃないアピールをよくする。

　結局親父おやじに「ヨソはヨソで怒おこられるし、ウチはウチで怒る。だから関係ない」と𠮟しかられるのが関の山だが。

「同類じゃなくて悪かったな」と倉敷に言えば、「何おう！」と反発してくる。

「わたしが決して低いわけじゃないから！　周りが高すぎるだけだから！」

「瑠璃、現実から目を背そむけないで……。勉強教えてあげるから、夏休みは一いつ緒しよに頑がん張ばろっか。ね？」

「余計なお世話です！」

「全然余計じゃないよっ！」

　博愛主義者の慈じ愛あいも、破は天てん荒こうな倉敷には通用せず。

「姫宮君も瑠璃に何か言ってやってよ」と、お手上げ状態の美咲は俺へと助け船を要よう請せい。

　俺に言わせてみれば、美咲が解決できなければ俺からアドバイスすることなどない。

　強しいて挙げるとすれば、

「そうだな。ネット小説では、できそこないの奴は異世界に生まれ変わると、何もしなくても超ちようハイスペックになれるみたいだぞ」

「わたしに死ねって言っとんのか、おのれは！」

「何気にディスったのも気付いてるぞ！　マイナス10ｐｔ！」と倉敷に羽は交がい締じめされ、首がぐわんぐわんシェイキング。言葉を選んだつもりだが、お気に召めさなかったようだ。

　弱キャラとか劣れつ等とう生せいとかのが良かったかもしれん。時すでに遅おそし。

　美咲に倉敷とくれば、ご一緒に彼女はいかがですか？　の如ごとし。

　俺らへと近づいてくる仲良し３人組のラスト、羽は鳥とり英え玲れ奈なが登場。

　羽鳥はクス……、と大人びた微び笑しようを浮うかべつつ俺らを見ている。人の首がグラついているのが、それほど楽しいことなのだろうか。首が千切れたら大だい爆ばく笑しようするかもしれん。

　開きっぱなしな俺の成績表を見つめる羽鳥は、何やら驚おどろくように睫まつ毛げを揺ゆらす。

「姫宮って本好きだから国語は得意科目だと思ってた。ちょっと意外」

　俺の国語は10段階で７。まぁ及きゆう第だい点ではなかろうか。

「ゲーム好きなだけでプロゲーマーになれるわけじゃないだろ？　本好きも例外じゃない」

「そっか……。言われてみればそうかも」

「だろ？　独り好きが中々１人になれないのとも同じだ」

「……姫宮、それは遠回しに私たちに言ってる？」

「おう。急がば回れだ」

「遠回しのようで突つき刺ささってるからね？」と美咲がジト目で睨にらんでくるが知ったこっちゃねー。

　俺への揺さぶり攻こう撃げきを中断した倉敷は、そのまま羽鳥の胸へと顔をうずめる。もはやめり込んでるレベルの激しい抱ほう擁ように、羽鳥は少々恥はずかしげ。

「英玲奈ー。あのデリカシーのない男子がわたしに死ねって言ってくるんだけどー」

「姫宮、そんなこと瑠璃に言ったの？」

「死ねなんて言ってないぞ。生まれ変わりを提案しただけだ」

「私には直接か間接かくらいしか違ちがいが分からないけど……」

　日本語ムズカシイネ。

　美咲は、「まーまー」と場をなだめる。

「とにかくさ。夏休みは皆みんなで一緒に勉強しようよ。せっかく秘密基地でクーラーも使えるんだしさ」

「わたしのおかげでな！」

　倉敷がガルルッ！　と少し尖とがった八や重え歯ばが見えるくらいに威い嚇かくしてくる。「無断バイトしてくれてありがとう」とは言えない。

　まぁ、倉敷の犠牲おかげとは本気で思ってるし、夏休みの間、プライベートルームで３人が勉強する権利くらいは与あたえてやろうではないか。

　俺に極力話しかけるなという条件付きで。

「あ、あのねっ！」

　どうしたことか。羽鳥が声を振ふり絞しぼるように美咲と倉敷に話しかける。

「どうしたの？」「どったの？」

「パジャマパーティーしながら、勉強会するのはどう……？」

「「パジャマパーティー？」」

「うん……。というか、してみたい、です……」

　勉強会というよりパジャマパーティーが羽鳥の主目的のようだ。まだまだ恥ずかしがり屋なものの、言いたいことを少しずつ言えるようになっているのだから大した進歩だよな。

　顔を見合わせた２人は、魅み力りよく的なワードに大はしゃぎ。反論など出るわけがない。

「パジャマパーティー楽しそうっ！　やろうやろう！　皆の家に連日泊とまって小旅行みたいにしようよ！」

「華梨、それ名案！　英玲奈っ！　提案したからには、とことん夜は恋こいバナるから覚かく悟ごしとけっ！」

「う、うん！　良かった……♪」

　羽鳥は自分の意見が通って安心したのか。はたまた、パジャマパーティーに胸弾はずませているのか。いつもの癖くせで、ぎゅぅぅぅぅぅ！　と期待に膨ふくらむ胸を両りよう腕うでで押さえ続ける。

　めでたしめでたし。

「んー？」と、倉敷がニヤニヤと俺を見てくる。

「なんだー？　姫宮もパジャマパーティー参加したい──、「いいえ全く」」

　出る杭くいは叩たたき潰つぶす。伝家の宝刀、食い気味ノーセンキュー。

　しかし、相手は倉敷。懐ふところ刀がたなで応戦してきやがる。指で頰ほおを突つついてきやがる。

「パジャマだから来ないのかー？　わたしらがベビードールとかランジェリーだったら来るのかー？」

　行ったろかい。俺が本当に行ったら後こう悔かいするのはお前らだぞ。

「どうする英玲奈。姫宮ムッツリだぞー」

「る、瑠璃。指で胸を突かないで……。ごめんね姫宮。私、そういうナイトウェアは持ってない。それに、あっても見せるのは恥ずかしい……」

「見たい前提で話進めんじゃねーぞ」

　男たるもの、見たい気持ちは否定せんが。

「さすがにお泊とまりはダメだけどさ、姫宮君も勉強しにおいでよ」

「悪いな美咲。その日は用事あるから」

「まだ日程決まってないよ!?」

　毎日がメリークリスマス的な？　毎日がめっちゃホリディ的な？

　俺の綿密に練られた、おひとりサマーバケーションは誰だれにも邪じや魔まさせん。

「ちなみに姫宮君。夏休みの予定はどんな感じなの？」

「埋うまってるといえば埋まってるし、空いてるといえば空いてる」

「そんなナゾナゾみたいに。要するにいつもどおりの姫宮君ってことだね」

「おう。ソロ活で忙いそがしい」

「ソロ活って言葉初めて聞いた……」と絶句する羽鳥に対し、倉敷がまたしても「んー？」と下から見上げてくる。余よ程ほど、クーラーの件での恨うらみは深いらしい。

「ほんとかぁ、姫宮ー？」

「どういうことだよ」

「あの可愛かわい子こちゃんと甘～い、夏休みを過ごすんじゃないのか～？」

「あの？」

　俺の返しに、「かぁ～～！　しらばくれやがって！」と倉敷ご乱心。

「課外授業終わりに話しかけてきた子に決まってんじゃん！　ラブコールしてきた子！」

　該がい当とうする人物が分かり、「……ああ」と言葉か溜息か分からないものが口から零こぼれる。

　先週の課外授業先、職業訓練施し設せつで再会した少女。すなわち、高校受験日に手助けした少女のことに違いない。

　少女の名を白しら星ほし有あり栖す。３度目の遭そう遇ぐう時に名前を知った。というか知らされた。

　先日の課外授業終わりを思い出しただけで、げんなりと肩かたが重くなる。




　職業訓練施設の大広間にて。俺は偶ぐう然ぜんにも白星と再会した。

「私のこと、……覚えてますか？」

「正直微び妙みよう」

　再会しただけで記き憶おくは曖あい昧まいだったのだが。

　そして、自分のことを思い出させようと、白星が爆ばく弾だん投下してくる。

「私！　姫宮さんに以前、告白した者なんですが覚えてませんか!?」

「「「「「えええええっ!?」」」」」と、美咲やら傍そばにいたリア充じゆうグループまでも大混乱を起こし、あまりの爆弾発言に俺も白星のことを思い出す。

「あー。受験日に学校間違えてた人か」

「そうです！　そうです！　受験日に学校間違えてた者ですっ！」

　俺が思い出したことを大喜びする白星の熱い眼まな差ざし。さらには、周囲からの力強い興味の眼差し。

　知りたいことは何となしに分かる。

　分かるからこそ、一同に会え釈しやく。

「それじゃ」

「姫宮君!?」「「「「「姫宮っ!?」」」」」「い、行かないでくださ───い！」

　面めん倒どう事は御ご免めん被こうむる。




　あー、肩が重い……。

　あの後も散々だった。帰り道も白星は散々俺の後を追いかけてきて、「一緒にお茶しませんか？」とか「ＬＩＮＥ交こう換かんしませんか？」とか「夏休み一緒にデートしませんか!?」とか。何度拒こばもうとも、不ふ屈くつの闘とう志しで食くらいついてくるわくるわ。

　前世はスッポンか益ます荒ら男おのどちらかだろう。

　倉敷は未いまだにご乱心継けい続ぞく中。

「わたしも彼氏作ってイチャコラした夏休みにしたかった！」

「付き合ってるみたいに言うなよ。他人以上、知り合い未満の関係だから」

　羽鳥は物もの憂うげな表情で見つめてくる。

「姫宮、私たちとは遊んでくれないのに……」

「勘かん違ちがいするなよ。どっちとも遊ぶ予定はない」

　美咲はニコニコとイタズラげな表情。

「そういう寂さびしいこと言うなら、毎日、姫宮君の家に遊びに行っちゃおうかなー？」

「チッ」

「な、何で私だけ舌打ちなの!?」

　お前が一番、煽あおり耐たい性せい強いから。

「理由！　理由を教えてくれるかな!?」とキャンキャンうるせー美咲をスルーしつつ、今一度ぼんやりと外の景色を眺ながめる。

　繰くり返すが、俺のおひとりサマーバケーションは誰にも邪魔をさせるわけにはいかんのだ。俺に逆らう奴やつは、博愛主義者でもシバく。

　学校という箱庭から解放される日々を１日たりとも無む駄だにはしたくない。ここ最近、ただでさえ人間関係が騒さわがしくなってきているのだから尚なお更さら。

　効率的かつ、有意義に独りを満まん喫きつするのだ。

「あの子、この前の子じゃん！　絶対そうじゃん！」

　じゃんじゃん、うるさすぎじゃん。指示代名詞多すぎじゃん。

　バカでかい声の主はリア充グループに属する騒そう音おん系男子、伊い刈かり。

「間違いないべ！」と、伊刈は窓から身を乗り出してハイテンションモードで騒ぎ続け、仲間である脱だつ力りよく系男子、夏な越ごしへと呼びかけている。

「あ。マジだ。姫宮と待ち合わせしてんじゃねーの？」

『この前の子』『姫宮と』。この２ワードだけで、どうにもアイツの顔が思い浮うかんでしまう。こういうとき、知り合いが少ないって利点だ。すぐに思い当たる人物を絞り出すことができるから。

　とか言ってる場合じゃねー。

　伊刈と夏越の視線の先、正門付近へと、俺や美咲たちも照準を合わせる。

　空ばかり見ていたせいで地面が疎おろそかだったと言わざるを得ない。

　見覚えのある人物が立っているのだから。

　覗のぞき終えた美咲が、「ねぇ姫宮君。あの子だよね？」と尋たずねてくる。

「……」

　今回は無視したわけじゃない。認めたくなかったのだ。




　　　　※　※　※




　一学期終しゆう了りようを知らせるチャイムは、もはや警けい鐘しよう、エマージェンシーコール。

　生徒の誰しもが、夏休みが始まったと高こう揚ようする中、俺の表情は優すぐれない。本来なら俺もハイテンションのはずだった。表情にはミリ単位でしか出んかもしれんが。

　他人の空似ではなかろうか。淡あわい期待を描えがきつつ、階段を下り、昇しよう降こう口、そのまま正門へと歩いていく。

　門に近づけば近づくほど、正門前の木こ陰かげに佇たたずむ少女の姿がハッキリ見えてくる。

　純白のワンピースチックな制服に身を包み、手には品の良さを漂ただよわせる日ひ傘がさとファミかばん。出た。神こう戸べあるあるファミかばん。

　ファミかばんとは、神戸の私立女子校生を中心に愛される、デフォルメされた可愛い動物や子供などのアップリケが付いた布製トートバッグの名めい称しよう。荷物が多いときはサブとして使ったり、荷物が少ないときはメインに使ったり。汎はん用よう性の高いアイテムとなっている。

　塗ぬりゲーで喩たとえるならスシコラ、バトロワで喩えるならＭ４１６、ギャル語で喩えるならあげみざわ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。そんな汎用性高しなファミかばんを提さげる少女は、どこからどう見ても白星有栖その人だった。見間違えるわけがない。こんな華はなやかな奴が街中に溢あふれているわけがないのだから。

　天然らしきシャンパンゴールドの髪かみ色は、木陰から僅わずかに漏もれる日光さえ煌きらびやかに輝かがやかせる。あどけなさが残る整った顔立ちは、フランス人形を彷ほう彿ふつさせるほど可愛らしい。

　触ふれれば壊こわれそうだし、できれば近づきたくない。切実に。

「誰だあの可愛い子!?」

「タレントとかモデルみてー！」

「彼氏待ち？　どんなイケメンだよ!?」

　一同の視線も釘くぎ付づけ。もはや近づきたくない。痛切に。

　まだ俺は諦あきらめない。いくら白星が門前に立っていようとも、俺を待っていると確定したわけではない。俺の被ひ害がい妄もう想そうが強いだけかもしれん。

　門をくぐったタイミング。白星と目が合ってしまう。

　刹せつ那な、白星はキラッキラッの笑え顔がおに。

「あっ！　姫宮さんっ！　姫宮さ～～ん♪」

　刹那、俺はシラッシラッの真顔に。

　ただでさえ注目が集まっていた美少女が、俺へと惜おしげなく手を振ふってくれば、一同の視線が俺へと一気に突つき刺ささる。さげみざわ。

「姫宮さんっ。姫宮春一さーん♪」

　俺はまだ諦めない。俺と似たような名前の奴がいるに違いない。貼はる位い置ちさんという湿しつ布ぷを貼る名人と白星は待ち合わせしているのだ。白星は腰よう痛つう持ちなのだろう。

　白星が俺の目の前に。

「こんにちは姫宮さんっ」

「あ、人違いです」

「人違いじゃないですよ!?」

　ワンチャン賭かけてみたが失敗。何事も挑ちよう戦せんは大事である。

　やはり、白星の待ち人は俺だったか……。

　にしても、

「姫宮さん♪」

「俺の名前呼びすぎだろ」

　お前はインコかよ、と言いたくなるくらい名前を連呼してきやがる。

　白星は「ごめんなさい」と手を合わせるものの、笑顔は崩くずれない。それよか、さらに頰ほおを緩ゆるませていた。
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「えへへ……♪　ずっと名前が分からなかったので。姫宮さんを名前で呼べるのが嬉うれしくてついつい呼びたくなっちゃいます。姫宮さん♪」

　はい可愛かわいいー。

　しかしだ。それ以上に周りの「氏ねピ」という物騒な視線がうざピ。

「で、どうしたんだよ。また学校間違えたのか？　お前の学校はココじゃないだろ」

「いじわる言わないでくださいよ。私、姫宮さんを待ってたんです」

「そうか。それじゃ──、「それじゃあ行きましょうか♪」」

　ハードメンタル。会釈して立ち去ろうとするが、当たり前に白星がベッタリ引っ付いてくる。マンツーマンディフェンスですか？　って聞きたくなるくらい。

「今日こそ御お礼れいさせてくださいっ」

「ありがとうって言ってみて」

「お安い御ご用ようです。ありがとうございます♪」

「言ってくれてありがとう。それじゃ──、「それじゃあカフェにでも行きましょうか」」

「……」

　白星のディフェンス堅かたし。もはや寄り添そってるレベルで俺へと高密着。ディフェンスに定評のある白星とか笑えん。

「せっかく明日あしたから夏休みですし、一いつ緒しよに遊ぶ予定を立てましょう」

「やだ」

「そうだっ！　ウチの別べつ荘そうへ遊びに来ませんか？　海も近いですし、お友達も呼んで楽しみましょうよ」

「やだ。あと友達いない」

「そうなのですか？　そ、それなら、２人きりで行ってもいいですよ……？」

「１人きりでいいなら少し考えるかな」

「私もお留守番ですか!?」

　そもそもだ。人様の別荘なんて気き兼がねなく使えんだろ。

　別荘持ちとか。金持ちすぎて引くわー。

　一いつ蹴しゆうしたつもりが、「私もお供します！　させてください！」と未だ食い下がる白星。

　どうすればコイツは、考えるのを止やめて宇宙空間を永遠に彷徨さまよってくれるのだろうか。




「独りで過ごすより、２人一緒に過ごすほうが絶対楽しいですよ！」




「あ……？」

　カチッ、と頭の中でスイッチが鳴った。

「……独りで過ごすより、絶対楽しい……？」

「はい！　独りより絶対楽しいですっ！」

　スイッチが入ってしまえば、頭のてっぺんからつま先まで電気が生ずる。瞬またたく間に身体からだに熱が生じ、内なるエネルギーが巨きよ大だい風船のようにパンパンに膨ふくらんでいく。

　ついには、脳内の司令官が攻こう撃げき開始のカウントダウンを開始してしまう。

　あー……、久々だこの感覚。頭に上っていく血が、煮にえ滾たぎっているのがよく分かる。

　世の中には触れてはいけない禁きん忌きがある。それが俺にとっては、独りが悪あしきことだと貶けなされること。独りが多数に劣おとると言われること。独りがつまらないと見下されること。

　自分の誇ほこり、アイデンティティを咎とがめられれば最後。怒いかりで第三の目が開眼してもなんらおかしくない。

　おひとり様を舐なめるなよ。

　白星を、ぼっちの私し怨えんに抱いだかれて消す３秒前。

　３、２、１、

「キレそうになってんじゃないわよ」

　憤ふん怒ぬ寸前。ぼすんっ、と何者かが俺の尻しりをカバンで小こ突づいてくる。

　振り向けば、クラスメイトのリア充じゆう、洞うろヶが瀬せ夢ゆめ乃のが立っていた。

　洞ヶ瀬の見た目は、相変わらずＴＨＥ・リア充。短めなスカートを隠かくすように腰こしに巻いた水色セーターや、手入れが行き届いた短くも艶つややかな爪つめ。勝ち気なネコ目は薄うっすらアイラインで縁ふち取どられている。

　近寄りがたい雰ふん囲い気きが依い然ぜん漂うものの、カバンにブラ下がった園児から貰もらったストラップを見てしまえば、外見と中身のギャップ萌もえは否いなめない。

　保育士を目指す、ただの良ギャルである。

　さすがは経験者、被害者といったところか。俺が白星に雷かみなりを落とそうとしているのを洞ヶ瀬は察しているらしい。

「止めときなって。大人しそうな子だし、アンタの口こう撃げきには耐たえられないでしょ。泣いちゃうかもしんないよ？」

「安心しろ。泣く子も黙だまらせる」

「何言ってんのよ」

　洞ヶ瀬は「う～ん……、仕方ないなぁ」と呟つぶやくと、ニッと白い歯を見せて自分を指差す。

「保育園のバイトまで少しだけ時間あるし、ウチがアンタの話聞いてあげるから。それならいいっしょ？」

「これ以上、俺にストレスを与あたえてどうする」

「～～～っ……！　人の厚こう意いをアンタは……！」

　握にぎりしめた拳こぶしを緩めてくれませんかね。

　ストレスは自己解決するタイプだから仕方ねーじゃねーか。

「あ、あのっ！」と白星が俺たちへと話しかけてくる。

「何だよ」「どうしたの？」

「お二人は恋こい人びと同士、ではないですよね……？」

「「は？」」

　思わぬ発言に、『怒り』から『呆あきれ』に感情が変へん換かんされてしまう。

　パチクリと瞬まばたきを数回する洞ヶ瀬は、ようやく我われに返る。そして、俺と似たような感情を抱いているようで、「ないないない」とオーバーに手を振り続ける。

「ないというか、有り得ないから」

　白星は、「ほ、本当ですか……？」と大おお真ま面じ目めに洞ヶ瀬の瞳ひとみを見み据すえる。洞ヶ瀬の内面を知らないにも拘かかわらず、このお嬢じよう様さま、中々に肝きもが据わっている。

「考えてもみなって。姫宮は人ひと嫌ぎらい激しいっしょ？　その時点で答え出てんじゃん」

「おい、洞ヶ瀬。勘かん違ちがいされるようなこと言うなよ」

「だってそうじゃん」

「俺は人が嫌いなんじゃない。人が苦手なんだ」

「ね？　分かったでしょ？　姫宮ってこういう奴やつだから。生しよう涯がい誰だれとも結けつ婚こんしないで、誰に見送られることなく生涯を終えるような奴だから」

　俺のことよく分かってんじゃねーか。さすが、実は思し慮りよ深い系女子。

　ウンウン頷うなずいていると、洞ヶ瀬が不満げに顔を近づけてくる。

「姫宮。今、ウチのこと絶対バカにしてるでしょ……？」

「バカになんかしてないぞ。何も考えてないと見せかけて、実は思慮深い奴だなと感心してるだけだぞ」

「半分バカにしてんじゃん！」

　価値観って人それぞれ。

　洞ヶ瀬に脇わき腹ばらをグリグリされている間、白星は「成なる程ほど……。安心したような、安心できないような……」と素す直なおに喜べない様子。

　いい加減、諦めてお引き取りいただきたい。第三者である洞ヶ瀬の口からも、俺が根っからの独り好きだと証明されたのだから。

　どうしたことか。白星は途と端たんにモジモジとせわしなく指を弄いじくり出す。さらには頰を紅あかく染め上げ、ジッと潤うるんだ瞳で俺を見つめながら言うのだ。

「わ、私と一緒に居続ければ、姫宮さんがお爺じいさんになってもお世話し続けますよ……？」

「……」

　まさかだ。まさか、齢よわい16にして介かい護ご宣言されるとは……。

　洞ヶ瀬ももはやお手上げといった様子。「もういっそ付き合っちゃえば？」とまで言ってくる。こんな安やっすい流れで付き合ってたまるものか。

　恋は盲もう目もく。というか、もはや失明している。

「モテモテだな姫宮」

　今日も今日とて爽さわやかなオーラを纏まとい、「よっす」と挨あい拶さつしてくるのは俺クラスのキング、波なみ川かわ俊しゆん太た郎ろう。昼から部活のようで、肩かたには大きなテニスバッグが背負われており、左右には助すけさん格かくさんばりに夏越と伊刈も。

　モテモテ？　お前が言うなよイケメン。

　波川グループと仲の良いい洞ヶ瀬が「そっちは男３人でムサ苦しー！」と、ちょっかいを出せば、「うっせ」と波川や夏越たちもケラケラと笑いを返す。２人ともタイプは違えど顔立ちも身だしなみも整っているし、余よ裕ゆうが窺うかがえる。

　伊刈といえば、波川と夏越とは対照的。挙動がいつも以上に忙せわしない。

　洞ヶ瀬の言葉を真に受けているというより、白星をチラチラと気にしたり気になっていないフリをしたり。なんて分かりやすい奴なのだろうか。

　伊刈が白星の前に立つ。

「課外授業で姫宮と話してた子だよな？　よろしくな！　俺、伊刈！」

　おっす！　オラ、悟ご空くう！　的な？

　こういうとき、パリピ──、失礼。カースト上位の奴って凄すごいと思う。気兼ねなく初対面同然の女子にも堂々と話しかけることができるから。

　伊刈の声量に若じやつ干かんの驚おどろきを見せる白星も、「こんにちは、白星有栖って言います」と軽く微笑ほほえむ。そのジャブ程度の微び笑しようでも、伊刈はＫＯ寸前で顔は真っ赤。なんて分かりやすい奴なのだろうか。

　直視できない結果、俺や洞ヶ瀬のほうを見てくる。

「い、今からマクド行くんだけどお前らも行かね!?」

　白星と食べたいなら直接そう言えばいいのに。

「ウチ、保育園でチビたちとお昼食べる約束してるからパス。てか今朝も同じこと言ったじゃん」

「俺も行かない」

「ハ、ハハハハハ！」と伊刈は引きつった笑い。

「姫宮は相変わらずノリ悪くてつまんねー奴だなー！　あ、有栖ちゃんだけでも行かね!?」

「せっかくのお誘さそいを申し訳ありませんが、姫宮さんが行かないなら私も行きません」

「で、でもさ！　これも何かの縁えんじゃね!?」

　伊刈は粘ねばるものの、「ごめんなさい」と一礼する白星。

　ん？　一礼を終え、顔を上げた白星からは微笑みが消えていた。それよかちょっと不ふ機き嫌げんにすら見えてしまう。

　眉まゆをひそめる白星は、伊刈に言うのだ。

「それに、」

「それに？」

「私の大切な人をつまらない奴呼ばわりする人とは、お話ししたくありません」

「……」

「出会ったばかりの見ず知らずの男性に、下の名前で呼ばれるのもちょっと嫌いやです」

「……おぅ」

　涙なみだ拭ふけよ伊刈。

　気き兼がねなく初対面同然の女子にも話しかけられるからといって、成功するかは別だということが証明された。伊刈によって。

　それでも、俺は伊刈の努力やチャレンジを決して無む駄だとは思わない。

　だって俺が退散する時間は優に稼かせいでくれたから。

「さぁ、姫宮さんっ。一いつ緒しよに駅へ向かい──、あれ……？」

　俺の背後では、「ひ、姫宮さんは!?」という騒さわがしい声がこだましていた。

　戦略的撤てつ退たい。実にいい言葉である。

　駅を目指しつつ思う。

　何が白星をここまで動かすのかが全く理解できないと。

　確かに俺は白星の窮きゆう地ちを救った。しかし、恋れん愛あい感情に結び付けるにしては、あまりに短たん絡らく的ではなかろうか。１００歩譲ゆずって友達からなら分かるが、初しよっ端ぱなから恋愛対象というのがブッ飛んでいる。もはや胡う散さん臭くささすら感じる。

　もっと自分を大事にしようぜ白星。

　俺ももっと自分を大事にしたいし。

　人の噂うわさも七五日。恋路くらいなら夏休みが終わるくらいには消え失うせてくれるだろう。

　さて。人生、切り替かえが大事。何を隠そう夏休みは既すでに始まっているのだから。

　イヤホンを耳へと突つっ込めば、俺の頭の中は夏休みのことでいっぱいになっていた。

　この時点では。




　　　　※　※　※




　夏休み１週間が経過。

　おひとり様の朝は早い。

　１日の始まりは妹を起こすことから。夏休み初日からの日課と化していて、もはや業務。自分の部屋でスヤスヤと寝ね息いきを立てるゆずの身体からだをユッサユッサ揺ゆらす。

「ゆず起きろ」

「んー……？」

　兄が妹を起こすというより、看守が囚しゆう人じんを起こす気分。瞼まぶたの代わりに遮しや光こうカーテンを全開にしてやれば、「やぁ……！」とゆずは最後の抵てい抗こうを見せるべく毛布の中へとモゾモゾと潜もぐり込む。美咲や洞ヶ瀬にとっては可愛かわいい光景なのだろうが、俺には日を嫌うダンゴムシにしか見えない。

「ラジオ体操遅おくれるぞ。遅れるとハンコ押してくれるオバちゃんに笑われるぞ」

「人に笑われようが自分が笑えればそれでいい、って春兄が言ってた」

「人の言葉を悪用するなよ」

　確かに言ったけども。

「春兄が一緒に付いてきてくれるなら起きる」

「それはできん」

「どーして？」

「俺は今からランニングに行くから」

「春兄はエスニックだなあ」

「ストイックな。言っとくが、俺だって走るのは好きじゃない。けど、週２の体育がなくなれば、必然的に運動する機会がなくなるからな。だから走るんだ」

　夏休みの間、週２で朝は走る。俺に課した業務の１つだ。

　好きなことばかりして休みを楽しく過ごすのも一興。しかし、多少の苦行をこなすことで、自由な時間を最大限に謳おう歌かするのも一興である。

　空腹は最大のスパイス、仕事終わりのビールが美味うまいのと原理は同じ。

　ビール飲んだことないが。

「ほら。もう俺も出るから、いい加減起きろ」

　お子様には、やはり共感できなかったようだ。ゆずは「いいじゃん～」と毛布内でグニグニと愚ぐ図ずる。

「春兄もサボろうよう。ゆずのベッド使っていいから一緒に寝んねしよーよ～」

「……」

「春兄？」

　俺の行動が意外だったのか。ゆずが布ふ団とんから顔を出す。

　それもそのはず、俺がゆずのベッドに仰あお向むけになったから。

　一緒に寝るのがそんなに嬉うれしいのか。団子状態を解除したゆずは、自分だけでなく俺ごと毛布を掛かけて、「えへっ♪　えへへっ！」と上機嫌。そのまま抱だき枕まくら代わりに俺の腕うでへと頰ほおを押し付けてくる。

「春兄の匂においだぁ～♪　おやすみなさいっ」

「ゆず」

「なーに？」

「このままサボり癖ぐせがついて、俺が運動不足になったらどうする？」

「……え？」

　ゆずから一いつ瞬しゆんで笑え顔がおが消失。

「今日がきっかけで夏休み全く運動しなくなってみろ。俺の生活リズムは間ま違ちがいなくガタガタに崩くずれるだろうな」

「ガ、ガタガタになったら、春兄はどうなっちゃうの……？」

「不健康な食事続きでブクブク太るかもしれんし、夜よ更ふかししすぎてガリガリに瘦やせるかもしれん」

　もはや寝ている場合ではないといった様子。ゆずは瞑つぶっていた目を見開き、俺の言葉に耳を傾かたむけている。子供って純じゆん粋すい。

「それだけじゃない。運動する習慣がないまま高校を卒業してみろ。大学や社会人になっても全く運動しないから、益ます々ます身体は不健康でボロボロかもな」

「ひえっ……」

「生活習慣病って知ってるか？　不健康続きが原因で突とつ然ぜん息を引き取るケースもあるらしいぞ」

「ひええっ……！」

「将来、独り暮らししてる俺が倒たおれてみろ。誰だれにも救急車を呼ばれることなくポックリも不思議なことじゃない」

「ひええ～～～っ！」

「死因は生活習慣病じゃない。高１の夏に走るのをサボったことが原因だ」

「ひゃあああああ～～～！　お、おはようございます！　ゆず起きましたっ！」

「おう。おはよう」

　ゆず起き床しよう。

　ベッドから飛び出したゆずは、「ラジオ体操行くから！　春兄も走って！　走り続けて！」と、瞬またたく間にパジャマを脱ぬいでスッポンポンに。さっきまでの寝ね惚ぼけ眼まなこは何ど処こへやら。

　こんな単たん細さい胞ぼうなところは、妹ながら可愛いと思う。
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　昼からは俺のお気に入りの喫きつ茶さ店てん、ＷＥＬＬへ。

　本日は客としてではない。店員として。

「オーダー入りました。ＢＬＴのセット、アフターでアイスアップルです」

　エプロン姿で注文を読み上げれば、カウンター内にいるこの道30年のマスターが、「了りよう解かい」とハスキーな声でニコリと応答。手て際ぎわよく調理を開始してくれる。

　マスターはカッコイイ。憧あこがれすら抱いだいている。

　ポマードでカッチリとセットされた髪かみ型がた、丁てい寧ねいに整えられた口くち髭ひげ、手入れの行き届いた革かわ靴ぐつ。見た目だけでも１つ１つに強い拘こだわりを持っているのが窺うかがえ、そんな人が淹いれてくれるコーヒーは美味いに決まっている。

　人のイメージとか背景って大事だよなぁ、と改めて実感する。清純派で売ってる女優も、タバコ吸ってるのがバレれば好感度下がるし。ラブソングを歌うアーティストだって、浮うわ気きがバレたら歌詞の信しん憑ぴよう性せい落ちるし。

　伝票整理中の先せん輩ぱい従業員に話しかけられる。

「どうかな春一君。バイトは慣れてきた？」

「そうですね。くだらないことを考えながら作業できるくらいには」

「ちゃんと働かないとダメだよー」と、ゆったり口調で可愛くも𠮟しかってくるのは、ＷＥＬＬの看板娘むすめ、恋こい野の君きみ歌かさん。今日も後ろにアップされたお団子ヘアが良く似合っていて、過度な化け粧しようをしていない清せい楚そな装よそおいは、やはり同級生に比べて大人っぽくて綺き麗れいだ。

　この恋野さんこそが、俺に夏休みの間だけバイトしないかと誘ってくれた張本人。

　夏休み前、利用客としてコーヒーを啜すすりつつバイト求人誌を眺ながめていた俺に、恋野さんが手を差し伸のべてくれた。俺にとっては願ったり叶かなったりの提案だったので、その場で二つ返事。という経けい緯いがある。

　このバイトもランニング同様、俺に課した業務の１つだ。

　夏休みに金が入り用なのは、リア充じゆうもソロ充も関係ない。ぼっちだって金が欲しけりゃ働く。パリピも以下同文。

　今日を含ふくめて３回目の出勤で、俺の主な仕事は接客業、いわばホールスタッフ。注文を聞いたり飲み物や料理を運んだり、時々皿洗いなんかしたり。とまぁ、誰しもが想像する飲食店での接客業と大きく差異はない。

　食器の水洗いと拭ふきを分担で作業していると、恋野さんが尋たずねてくる。

「春一君はバイト代を何に使うの？」

「思い切って」

「うんうん。思い切って？」

「Ａｍａｚｏｎプライムを年間契けい約やくしちゃおうと思います。月間契約よりお得なんで」

「あははっ！」と恋野さんは大笑い。

「さすが春一君って感じだね。お金の使い方が全然高校生っぽくないよー」

　好きなときにスマホやタブレットで映画やドラマを観みたり、雑誌を読めたり音楽を聴きけたり。至れり尽つくせりなサービスだけに、高校生っぽくないと言われようが断固として年間契約を結ぶ所存である。

　そんなことよりだ。年上お姉さんを笑顔にできたことが、内心では結構むずがゆかったり嬉しかったり。死んでも口に出せんが。

　こんな単純なことで喜べるんだから、俺もまだまだ高校生なんだと痛感させられる。

　安心していいのか、馬ば鹿かだなと猛もう省せいすべきなのか。

「他ほかには何に使ったり、買ったりするの？」

「メインどころは独り旅の資金ですかね。余よ裕ゆうがあれば電化製品なんかも買えたらなと」

「使い方が社会人っぽいねー。電化製品ってスマホとか？」

「一番欲しいのはイヤホンです。周囲の雑音をカットしたいときが多々あるんで遮しや音おん性が高いやつ。あとはＡＩスピーカーとか」

「えーあいすぴーかー？」

「Ｓｉｒｉのスピーカーバージョンって考えてもらえればと。ネットと繫つなげられて、喋しやべりかけるだけで目覚ましセットできたり、天気やニュースを教えてくれたりするんですよ」

「へー！　春一君は物知りだねー。最近の若い子はすごいなぁ」

「恋野さんもまだ20歳でしょ」

「16歳の子に言われても説得力ないでーす」と、恋野さんがブーと唇くちびるを尖とがらせれば、グロスで少し濡ぬれた唇が強調され、色気が３割増し。

　そんな小ぶりな唇が、何かを閃ひらめいたように少しだけ開く。

「ねぇ春一君。私とスピーカーならどっちを選ぶ？」

「はい？」

「私がスピーカー代わりに毎日起こしてあげます。連れん絡らくをくれれば天気やニュースも教えてあげます。歌えと命令されれば歌だって歌います」

　何そのハイテクスピーカー。

　恋野さんは拭いているカップとタオルを置いて、宣伝文句というか決め台詞ぜりふ。

「君歌お姉さんスピーカー、今なら送料無料でお試ためし価格０円！　春一君はどっちのスピーカーを買いますか？」

「俺はＡＩスピーカー派ですね」

「あらら。機械に負けちゃったかー」

「いやいや。機械だから負けたんですよ」

「？」

「いつもお世話になってる人にそんな贅ぜい沢たくなサービスを毎日されたら、こっちも何かしないとってなるのが嫌いやなんです。俺がスピーカーに求めてるのは利便性なんで」

　モーニングコールが掛かってこなければ、寝過ごしたのか、はたまた具合が悪いのか心配になって逆に電話してしまう。年上お姉さんに耳元で歌われたら、代わりに何かしなければと気を遣つかってしまう。

　気を遣うのも、気を遣われるのも苦手だ。独りの時間に没ぼつ頭とうしたいのに、周りのことに神経をすり減らすのは凄すごく疲つかれる。

　君歌お姉さんスピーカーは、メリットが大きい反面デメリットも大きすぎる。独り身の男が使ってしまえば、永遠に手放せなくなる蠱こ惑わく的なアイテムになるかもしれんし。

　どうでもいいけど、ＡＩスピーカーって受けの女子だよな。ただひたすら買い主の命令を従順に聞き続けてくれるんだから。

　どうしよう。ＡＩスピーカーに情を持つようになって、恋するようになったら。

　スピーカーと添そい寝するようになったら俺も末期だな。そうなったら諦あきらめてスピーカーと結けつ婚こんしよう。

　こんなこと考えてる時点で末期かもしれんが。

「というわけです」と、ＡＩスピーカーの勝因を語れば、恋野さんは「成なる程ほどねー」と納なつ得とくした様子。

　なのだが、

「君は優やさしいねー♪　何よりも可愛かわいいねー♪」

　納得の感情から一変。恋野さんは俺の頭をこれでもかと撫なでくり回してくる。

「からかわないでくださいよ……」

「うりうり～♪」

　飼っていた猫ねこに俺を重ねてるんだろうな。喉のどを撫でられても、ゴロゴロ鳴けんぞ俺は。

　水洗いしているだけに避よけることができず。役得である。

「春一君ともっとコミュニケーション取りたかったから、思い切ってバイトに誘さそって良かったよー」

「そういう理由で誘ってくれたんですね」

　客のときに無む理り矢や理りに俺に話しかけてこないところが、実に恋野さんらしい。

　以前、恋野さんと美咲は似ていると洞ヶ瀬は言っていたが、今ではあながち間違っていないと思える。人気者は総じて気配り上手なのか。

「春一君。バイトは有意義になりそうかな？」

「ですね。高校では習えないことを教われるのは、すごく有意義です」

　総じて独りの時間のほうが好きなだけで、自分にプラスになることや興味があることはしっかり学びたい。まごうことなき俺の本心だ。

　マスターの趣しゆ味みや昔話を聞いたり、美味おいしいコーヒーの淹れ方、豆の種類や産地などの知識を教わるのは楽しい。

　恋野さんから接客業についてのノウハウや接客スキル、大学生活はどんなものかを聞くのもタメになる。

　繰くり返すが、独りの時間が何よりも好きなだけで、俺は人が嫌きらいなわけではないのだ。

　マスターや恋野さんから沢たく山さんのことを教わりつつバイト代が手に入るのだから、何も文句など出るわけがない。感謝しか出ない。

　俺の言葉に噓うそ偽いつわりがないことは伝わっているようで、恋野さんは「うん♪」と頷うなずいてくれる。

「夏休みの間、一いつ緒しよに頑がん張ばろうね！」

「頑張ります」と１つ頷けば、さらに１つ、もう１つとウンウン頷いてしまう。

　なんと有意義な夏休みなのだろうか。

　健康に気を遣いつつ、バイトしながら尊敬できる人たちから知識を貰もらい、自由な時間は思う存分独りを楽しむ。

　ああ。素す晴ばらしき我が夏休み。おひとりサマーバケーション万ばん歳ざい。

　今年の夏は、とても充実した夏になりそうだ。

　カランコロン、と入店を知らせるベルが鳴る。

「いらしゃいま──、」

「やっぱり姫宮さんだっ！」

「……」

　思わず、洗っていたグラスが指からすべり落ちそうになる。

　入店してきた客は白星だった。

　何な故ぜ、コイツがココに？

「店外から、『あれ……？　姫宮さんに似ている方がいるな？』と思って寄ってみたのですが、やはりそうでした♪　あっ、私は部活帰りです。コーラス部なんです！」

　ご回答ありがとうございます。イメージに似合う部活に入ってますね。

　どうしたことだろうか。俺の脳内に思い描えがいたはずの素晴らしい夏休み像に、砂すな嵐あらしが吹ふき荒あれ始める。

　瞬またたく間にブラックアウト。

　俺の理想的な夏休み像が……消えた……？

　……噓……だろ……？

「らっしゃせー……」

「おかえりくださいませ、お嬢じよう様さま」の言葉をグッ、と飲み込んだだけ良しとしてほしい。

　翌日以降、白星が頻ひん繁ぱんに店に来るようになったのは言うまでもない。

　俺のおひとりサマーバケーション計画が、たった１週間で暗あん礁しように乗り上げようとしているのは、もっと言うまでもない。








２章　美み咲さき華か梨りんは夏休みでも歩み寄る






　おひとり様の朝は早い。

　自分の思っている以上に。




『テレレレレレレレレッ！　テッテッテッテッテッ……』




　モンスターとエンカウントしたときの戦せん闘とうＢＧＭが自室内に鳴り響ひびく。

　アラームではない。奴やつからの着信である。

「……またか」

　ベッドの上、ラリホーマな睡すい眠みん状態だった脳が一気に覚かく醒せい。臨戦態勢にあっという間に入り、モンスターと対たい峙じすべくスマホへと手を伸のばす。そのまま画面にタップ。

　戦闘開始。白星有栖があらわれた！

『おはようございます♪』

「おはよう。そして、さようなら」

『ええっ!?　ちょ──、』

　たたかう　▼にげる　ぼうぎょ　どうぐ

　戦うだけが全すべてじゃない、逃にげるのも一手。

　俺の場合、モンスターに倒たおされてしまえば、永遠にゲームオーバーなのだから仕方ないではないか。棺かん桶おけ引きずって教会まで行ってくれる仲間などいない。ソロ冒ぼう険けんの究極縛しばりプレイ舐なめんな。

　ガンガン逃げていこうぜ一いつ択たく。

　真夏の日差しを浴びつつ、ストレッチしているとまたしても戦闘ＢＧＭ。

　トヘロスかゴールドスプレー使いてぇ。

「何用だよ」

『モーニングコールですっ』

「毎回言ってるけど、そんなルームサービス頼たのんだ覚えはないぞ」

『頼まれなくても、姫ひめ宮みやさんのためなら何のそのです。ノープロブレムですっ』

　大問題なんですけど。

『神こう戸べ市の天気は今日一日傘かさ要いらずの快晴ですっ。お昼からは猛もう暑しよになるらしいので、熱ねつ中ちゆう症しよう対策の水分補給はしっかりしてくださいね！』

　白星は朝から元気いっぱい。お天気お姉さんさながらに、ハキハキと様々な情報をお届け開始。

『朝イチのニュースをお知らせしますと、夏休みペット特集が可愛かったです！　カワウソのウーちゃんが公園デビューを果たしたようです♪』

　もっと他ほかにお届けするニュースは無かったのかよ。ほっこりしたけども。

　日本が平和なのか、白星の頭が平和ボケしてるのかをお知らせしていただきたい。

『今日の姫宮さんの魚座は、なんと１位です！　おめでとうございます♪　そして、なんとなんと！　ラッキーカラーは白！　白星有栖の『白』ですっ♪　もはや姫宮さんのラッキーアイテムは私といっても過言ではありませんっ』

　最下位じゃなくて？

　もはや占うらないは信じない。今日から俺は無神論者になる。

　届けてくれるのは天気やニュースだけではない。

『木曜日の本日は、９時から15時までアルバイトが入ってます。私も用事が終わり次し第だい、お邪じや魔まさせていただきますね♪』

　アラーム、天気、ニュース、占い、スケジュールなどなど。幅はば広ひろいジャンルの情報を知らせたり届けてくれる白星。

　まさかだ。まさか、君きみ歌かお姉さんスピーカー以外に、有栖お嬢様スピーカーなる商品が発売されていたとは。

　改めて思う。超ちよういらねー……。

　勝手に無料サンプル送ってくんじゃねーよ……。

「あのさ白星。マジで電話とか──、『それでは今日も１日頑張っていきましょう♪　ではではっ』」

　有栖お嬢様スピーカーが勝手にオフになる。

「……」

　静かな室内。外からはジィジィと大合唱する蟬せみの声、隣となり部屋からは起き床しようしたゆずがラジオ体操の歌を大熱唱。

　俺の新しい朝が来ない。希望の代わりに絶望しか湧わいてこない。

　反省せざるを得ない。ＬＩＮＥやスケジュール、生年月日など、簡単に個人情報を人に教えてはいけないと。

　ここはゲームの世界じゃないからリセットできない。世せ知ち辛がらい世の中である。




　　　　※　※　※




「健けな気げで可愛かわいいと思うけどなぁ」

「被ひ害がい者しやの気持ちになって考えてみろ。決してそんなことは言えんはずだ」

「姫宮君にとっては、そうかもしれないけどさ」

　喫きつ茶さ店てんＷＥＬＬの角席。客である美み咲さきは、注いだばかりのお冷ひやを両手で持ち上げると、「いただきまーす」と注ぎ主の俺へ満点スマイル。二口、三口とコクコクと水を飲む姿を見れば、いかに外の日差しが容よう赦しやなかったのかが容易に分かってしまう。

　美咲の服装は、猛暑日に相応ふさわしい薄うす手でのシャツワンピース。ゆったりしたシルエットが特とく徴ちよう的で、露ろ出しゆつした白しら肌はだを照り付けるのではないかと杞き憂ゆうさせるほどによく似合っている。

　美咲の横に座る羽は鳥とりも述べる。

「姫宮って独り好きだけど、人を引き寄せる力があると思う。トラブルメーカーだと能動的だから、トラブルユーザーとかオーダー？　えっと……、レシーバーが一番しっくりくるかも」

　何でもいいわい。

　羽鳥の服装は、いつぞや買ったホットパンツを主体としたコーデ。その誰だれしもを釘くぎ付づけ＆悩のう殺さつする美び脚きやくからは、『今年の夏は大だい胆たんに！』というスローガンがひしひしと伝わってくる。頑張れ。

　入店早々、「姫宮君、夏休みは満喫してるかな？」という美咲の質問から始まった、俺の夏休みが台風によって搔かき乱されているという不毛な会話。

　台風の名はシラトリーン。

　シラトリーンの接近により、姫宮地方では大雨や暴風が吹き荒れ、ストレス値は記録的な数値を叩たたき出そうとしている。自分でもちょっと何言ってんのか分かんない。

　白星はさておきだ。

「おい」

「どうしたの？」「何？」

「何しれっとお前らも店に来てんだよ」

　店員の俺が怪け訝げんな視線を送れば、客である美咲と羽鳥は互たがいに見つめ合いニッコリ。

「私たち言ったもん。姫宮君がバイトするときは、お邪魔させてもらうって。ね、英え玲れ奈なー？」

「うん。姫宮の働く姿を見に行きたいって言った。ね、華か梨りん」

「「ねー♪」」とイチャつく２人に出禁を言い渡わたしたい。

　誰から俺がＷＥＬＬでバイトする情報を入手したんだコイツらは。いくら感情が顔に出やすい俺でも、バイト先まで知られるわけがない。そこまで明確に情報が伝わるというのなら、俺を神戸ポートタワーにでも括くくり付けて、電光掲けい示じ板ばんにでも活用すればいい。

　天あま海み先生か？　いくら小学生みたいにチンチクリンな見た目だろうと教師だろうに。

　個人情報を漏もらすとは万ばん死しに値あたいする。バイト終わり、職員室に乗り込んで泣かしにいったろかい。

　どんな罰ばつを与あたえようかと計画していると、２人の存在に気付いた恋こい野のさんがやって来る。

「いらっしゃーい♪　華梨ちゃんと英玲奈ちゃん」

「あっ。君歌さんだー！」「こんにちは」

「ね？　春はる一いち君働いてるでしょ？」

「はい♪　教えてくれてありがとうございます」

　飼い犬もとい、飼い主に尻尾しつぽを嚙かまれた気分。

「恋野さん……」

「私が華梨ちゃんに教えてあげたんだー。春一君がウチの店で働いてるよって」

　ペロッ、と舌を出したことから確信犯に違ちがいない。年上お姉さんに舌ペロされたところで、許せんもんは許せん。許せない感情に可愛いですねの感想が追加されるだけ。

　さすがコミュ力モンスター美咲。いつの間に恋野さんと仲良くなってんだよ。親しん睦ぼく会の二次会のときか？

「君歌さん！　バイト姿の姫宮君、撮さつ影えいしてもいいですか？」

「もちろん、いいよー。ごゆっくりねー♪」

　俺の人権って一体。

　愛あい想そよく去って行く恋野さんを愛想よく見送り終えた美咲は、「姫宮君、視線とポーズお願いしまーす！」とパシャり始める。すごく中指立てたい。

　しれっと撮とってんじゃねーぞ羽鳥。

　満足いく写真が撮れたのか。はたまた何枚撮っても結果は同じだと気付いたのか。ようやくスマホを置いた２人にメニュー表を手渡す。

「で、何頼むんだよ」

「オススメは何かな？」

「阪はん急きゆう岡おか本もと駅の近くに、タピオカジュース専門店が新し──、「この店のオススメを教えてもらえるかな!?」」

「なんだよ。女子高生ってタピオカ好きなんだろ？　どうせお前も」

「偏へん見けんが過ぎるよ……。た、確かに好きだけどさ……」

　ほれみてみい。隣の羽鳥も顔が赤いし、お察しの通り。タピって来いよ。

「もうっ！　姫宮君の一押しを教えてよっ！　それでお願いします！」

「出たよ」

「え……？」

　俺の心に張りめぐらされたレーダーが、美咲の言葉を検知して瞬またたく間に警報が発令。

　美咲は美咲で今までの経験上、俺から不平不満を言われる可能性高しと身構える。無む駄だなあがきである。

「全投げスタイルのオススメは好かん」

「むっ。どうしてさ」

　不満タラタラな表情で見つめてくる美咲の視線を、俺の顔ではなく人差し指へと集中させる。そのまま指をゆっくり動かし、メニュー表に記き載さいされた一品へと美咲を導く。

　そして、言ってやるのだ。

「当店オススメは炭火ローストコーヒーです。豆本来の深みを味わってもらうため、砂糖とミルクは使用せずブラックでどうぞ」

「う……っ」

　ジト目一変。美咲は唇くちびるを強く結んで大きな瞳ひとみを狭せばめる。苦さを想像して顔をしかめたのではなく、痛い所を衝つかれて顔をしかめたのは明白。

「頼まないよな？　微び糖とうでさえ苦手なお前が、ブラックなんか薦すすめられても」

「の、飲み……ません……。飲めません……」

　美咲の身体からだが、ぐんぐん重力に負けて小さくなっていく。

「人気者のお前ならよく言われるんじゃないのか？　異性紹しよう介かいしてって」

「時々言われます……」

「どういう人が好みか聞いたら、『どんな人でもいい』って言われたら困るだろ？」

「困ります……。瑠る璃りに『とりあえずイイ男』って言われて凄すごく困りました……」

　そんな、「とりあえずビール」みたいな感覚で手に入るわけがない。

　美咲をフルボッコしていると、友情パワー炸さく裂れつ。これ以上、友をションボリさせるわけにはいかないと羽鳥がスイッチしてくる。やんのかコラ。

「で、でも、姫宮の薦めてくれる映画や本の作品とか、バンドやゲーム実じつ況きよう者って、私も好きなこと多いけど……？」

「それは俺とお前の趣しゆ味み嗜し好こうが似てるってだけだろ」

「!?　～～～っ……！」

　俺と趣味が同じなのがそんなに恥はずかしいんかい。羽鳥は声にもならぬ声を上げつつ、両手で顔をサッ！　と隠かくして強制停止。たわわな胸まで腕うでで押さえつけてるもんだから、Ｔシャツから押し上げられた谷間がコンニチワ。こんちわー。

　友情パワー破裂。

「オススメを聞くのは悪いことじゃない。俺だって服とか分からない分野は店員さんに聞く。けどだ。最低限の条件は言うぞ。丸投げだと店員さんも困るし、店員さんサイドも薦めがいが無いからな」

　異論は無いようで、幼児退行ほどに小さくなった２人は同時に頷うなずく。

「はい……おっしゃる通りです」「うん……その通り」

　ＹｏｕＴｕｂｅのおすすめ機能だって、適当な動画をおすすめにピックアップしているわけではない。ちゃんとユーザーの観た動画をアルゴリズムに、好みにあったモノを表示しているのだ。ＹｏｕＴｕｂｅを見習え、ＹｏｕＴｕｂｅを。

「改めて聞く。ご注文はいかがなさいますか？」

　美咲はしっかり反省できる子。「うん……」と今一度頷いて落ち込みムードを払ふつ拭しよくすれば、朗ほがらかな笑えみで尋たずねてくる。

　今度はしっかりと自分の意志を持って。

「それじゃあ、苦くないサッパリした飲み物で、姫宮君のオススメをお願いします」

「じゃあ水道水だな」

「ほんっと！　この人のこういうところダメだと思う！」

　鮮せん度どもかなり高いんですけどね。蛇じや口ぐち捻ひねりたてホヤホヤだし。

　おひとり様ジョーク通用せず。

　白星が初来店したときなんか、

「注文は？」

「姫宮さんのオススメくださいっ」

「水道水でもいいのか？」

「はい♪　オススメというのなら♪」

　バカなのかな、あの子。

　まぁ、今のは完全に俺が悪かった。非を認めるの大事大事。

「それなら美咲。アイスロイヤルなんてどうだ？　入にゆう荷かしたての茶葉だから、より風味が引き立つと思うぞ。ミルクは勿もち論ろん、お前の好きなシナモンも好みで入れられるし」

　美咲が、ジトォ……と睨にらんでくる。先ほどまでとは少し違って頰ほおが若じやつ干かん赤い。嬉うれしさを我が慢まんしているようにも見える。攻こう撃げきされすぎて脳が壊こわれてしまったのかもしれない。

「姫宮君って、普ふ段だん無視してるようで実はちゃんと見てくれてるのがズルい……。コロッと、さっきまでのイジワルを許してもいいくらいに……！」

「華梨、それすっごく分かるっ……！」

　チョロすぎて、この子たちの将来が心配。しょうもない男に引っ掛かからんことを心よりお祈いのり申し上げます。

「それじゃあ姫宮君。私はアイスロイヤルティーをお願いします」

「おう。羽鳥はどうする？」

「えっと……。それじゃあ、ミントレモネードに挑ちよう戦せんしてみる……！」

　さすがは上じよう昇しよう志向ガールの羽鳥。オススメに頼たよらないのも、これまた一興である。

「お待たせ２人ともー！」と、夏の権ごん化げの如ごとく遅おくれてやって来たのは倉くら敷しき。

　ミニ丈たけオーバーオールの装よそおいは、ボーイッシュな中にも女子っぽさというか倉敷っぽさが溶とけ込んでいて、可愛かわいらしい仕上がりになっている。

「おっ。噂うわさ通り、姫宮働いてんじゃん。エプロン姿、似合ってる似合ってる！」

「イラッシャーセー」

「照れるなよー」

「瑠璃は何頼たのむの？」と美咲が尋ねれば、席に腰こし掛かけた倉敷は、できもしない指パッチン。

「姫宮！　いつもの！」

　お前、常連じゃないだろ。ツッコむのも最も早はやめんどっちい。

「教室でオレ系よく飲んでるし、ミックスジュースなんてどうだ？」

「さっすが姫宮！　わたしのこと、よく見てくれてるんじゃーん。結けつ婚こんするか？　婚こん姻いん届とどけ出しに行くか？」

「しないし行かない」

　即そくレスすれば、ニャハハハ！　と大笑い。２週間ぶりに会ったが、いつもの倉敷のようで何よりだ。

　将来、同窓会とかで再会しても、全く変わってないんだろうなコイツは。

　同窓会あっても絶対行かんけど。

「じゃあミックスジュースね。あと、オプションで姫宮の混ぜ混ぜキュンも！」

「そんなオプションねーから」

「サービス悪いぞー」と口を尖とがらせる倉敷の片かた隅すみで、美咲と羽鳥がコソコソ話しているのに気付く。俺を見つつ。

「ねぇ英玲奈。実はちゃんと見てる感じ、やっぱりズルいよね」

「うん、反則」

　オーダー表に、『炭火ローストコーヒー×３』ってめっちゃ書き直したい。




　３人の飲み物を配り終え、少し遅おそい休きゆう憩けい時間。

　仕事とプライベート、オンとオフはきっちり分けたほうがいい。よって、美咲たちの席に交じって会話に参加する必要なし。カウンター席の角隅一いつ択たく。

　俺の背後からは仲なか睦むつまじいガールズトークが聞こえてくる。

「どこのお祭り行こっか。やっぱり、みなとこうべかな？」

「芦あし屋やの花火だったら私の家からでも観みれる。パジャマパーティーのときに合わせられれば丁度良いいかも」

「思い切って大おお阪さか行っちゃうのもアリだよね！　天神とか淀よど川がわとか！」

　３人が盛り上がろうとお構いなし。故ゆえに、「ベランダで線せん香こう花火すればいいんじゃないか？　各おの々おの、自主開かい催さいで」などと俺が水を差すこともない。

　サンドイッチを平らげ、いざコーヒーを相棒に読書タイム。独りエンペラータイム突とつ入にゆう。

　今読んでいるのは今年映画化の決まったＳＦ小説。表紙とタイトルに惹ひかれてジャケ買いしたものだが、半分以上読んだ感想として俺の好みではない。

　とはいうものの、好みでないからといって、この小説を買い損したとか、読み損したとは決して思わない。

　好きな分野に関しては、手て探さぐりで模も索さくするのも１つの醍だい醐ご味みと考えているから。

　確かに知識ある人にオススメを聞くのは確実性が高いし、何より手っ取り早い。

　けれど、多くの経験値を入手するのは難しいのではなかろうか。手探り状態で自分からチャレンジし、失敗や成功を重ね、一いつ喜き一いち憂ゆうして手に入れる経験値には勝てないと俺は思う。何より、独りで至高の一冊を探している間も、俺にとっては充じゆう実じつした時間なのだ。

　とある漫まん画がの師し範はん代だいも言っていた。無む理り矢や理り、精しよう孔こうをこじ開けて念を覚えるより、じっくりと修しゆ行ぎようして念を覚えるほうが良いと。激しく同意。

　読んでみて面おも白しろいなら御おんの字。つまらなかったり微び妙みようだったとしても、それはそれで構わないではないか。ただ微妙でしたで終わらせなければ、色々と気付きは手に入る。

　何がダメだったのか、逆に良かった点はどこか、ここをこうすれば面白くなったのではないか、などなど。様々な考えを巡めぐらせて読むのは楽しい。

　てな感じで、考えながらの読書タイムが堪たまらなく好きすぎる。

　本は読むものではなく、考えるもの。ｂｙぼっち

　次のページをめくる前にコーヒーを一口。

　グアテマラ産のブレンドコーヒーが進む進む。ライトな口当たりにライムのような爽さわやかな酸味が良い仕事してんだよなぁ。マスターが良い仕事してんだよなぁー。

　静かにゆっくりと息を吐はきつつ、余よ韻いんすら味わう。

　俺、今生きてるわぁー……。

　独りエンペラータイム＝至福の時間という方程式は絶対無二。独りなだけに。

　生をしみじみ感じている最中、テーブル上のスマホが点灯する。

【Ａｒｉｓｕ】今からお店に伺うかがわせていただきます！

　というメッセージと、メルヘンチックな顔文字スタンプ。

　悲報：至福の時間終しゆう了りようのお知らせ。

　白星ぃ……。

「白星さんから？」

　背中で語れる男＝カッコイイという方程式が俺によって瓦が解かい。

　椅い子すを回転させて振ふり向けば、美咲たちが俺のほうを見ている。

「そうみたいだな」

「あはは……。相当参ってる感じだね」

　短文で気持ちが伝わるのは博愛主義者がすごいのか。はたまた俺がすごいのか。

　俺が酷ひどいんでしょうね。

「ほんと姫宮って天然記念物だよなー」

　俺のことをイリオモテヤマネコか何かと勘かん違ちがいしとんのか。倉敷が物もの珍めずらし気な視線を俺へと浴びせてくる。チチチ、と手招きされてもソッチには行かん。

「どういうことだよ倉敷」

「だってさー。わたしらの年とし頃ごろって、恋こい人びと欲しくて欲しくて堪らないのが普通じゃん。ラブラブしたいのが普通じゃん？」

「ほあ」

　ピンと来ていない俺に分からせるためか。倉敷は「例えばさ」と前置きする。

　直後、隣となりの羽鳥へと目を光らせる。

「こんな風にっ！」

「る、瑠璃っ!?」

　倉敷は羽鳥へと激しい抱ほう擁よう、ラブラブという名のセクハラを開始。

　客が少ないことを良いことに、倉敷はいつも以上にねっとりどっぷりと羽鳥のボリューミーな胸へ顔を埋うずめてご満まん悦えつ。羽鳥の下乳をタプタプさせたり、横乳をムニムニしたり。やらしい擬ぎ音おん語ご祭り開催。オノマトペワッショイ。

「およよ～？　わたしにセクハラされすぎて、また大きくなってきたんじゃないか～？」

「ん……。ちょっと……、姫宮の前で恥はずかしいからっ……」

「にゃにゃにゃ～？　姫宮の前じゃなかったらＯＫみたいな発言だな英玲奈～？　そ・れ・と・も？　姫宮にならラブラブされても恥ずかしくないかにゃ～？」

「っ！」と羽鳥の澄すんだ瞳ひとみが、これでもかと大きく開く。

　ギギギ……、とゆっくり動いていく視線が俺と交差。

　羽鳥の顔、ファイア。

「～～～っ！」

「え、英玲奈っ!?」

　倉敷と羽鳥の立場逆転。

　それもそのはず。極限状態の羽鳥が、恥ずかしさを堪こらえるべく毎度の癖くせを発動。両りよう腕うでで豊満な胸をいつも以上に強く圧あつ迫ぱくしてしまう。

　倉敷の顔面もろとも。

「ｖだｄさｄかあヴぁ～～～～！」

　何ということでしょう。ギュムムムゥゥゥ～～～！　と倉敷が羽鳥のモンスターバストに食われていくではありませんか。羨うらやま──、けしからん……。

　羽鳥の固有スキル、パイ四方固め。

　対象者に、快楽と死を同時に味わわせる魔まの絞しめ技わざといったところか。

　乳に溺おぼれながら必死に酸素を求める倉敷は、もはや涙なみだ目め。

「ぶはぁ！　た、助けて華梨と姫宮！　英玲奈の胸に殺される！」

「自じ業ごう自じ得とくだよ……」

　同感以外に言葉が見つからん。

　少し騒さわがしかったし、そのまま羽鳥の胸で窒ちつ息そくしておけばいい。

　瑠璃のお仕置きは英玲奈に任せたと、美咲は自分の飲み物を手に、俺隣のカウンター席へと移動してくる。

「姫宮君は白星さんのこと嫌きらいなの？」

「嫌いではない。一定距きよ離りの関係を望んでるだけだ」

「姫宮君の一定がどれくらいかは敢あえて聞かないけどさ」

　そう言いつつ、ロイヤルティーへと口を付ける美咲をまじまじ見てしまう。あまりに見過ぎたからか、視線に気付いた美咲がストローを咥くわえたまま「？」と小首を傾かしげてくる。ちょっとその仕草が可愛いとか思っている場合ではない。

「美咲は同じ奴やつから、何度もアプローチされたこととかないのか？」

　ストローから口を離はなした美咲は、「あー……」と言葉を濁にごして苦笑い。

「正直言っちゃうとあるよ」

　意外性の欠片かけらもない返答。美咲が告白されたという話や目もく撃げき情報は、教室で読書している俺の耳にさえ度たび々たび入ってくるのだから。小中時代も例外なく全校生徒のマドンナ、憧あこがれの象しよう徴ちようだったに違いない。

　美咲は思い出話を語ってくれる。

「中学時代なんだけど、１人の先せん輩ぱいが毎日告白してきたんだ」

　ほう。非常に参考になりそうな話だ。

「最初は放課後の誰だれもいない公園で告白されて、次の日は休み時間の廊ろう下か、さらに次の日は昼休みの教室とか」

「……。どんどん人が多いところで告白されてないか？」

「気付いちゃうよね……？」と美咲はさらに苦そうに笑う。

「周りの同情を引こうとしてたのか？」

「ううん。告白を繰くり返す間に、断られることが気持ち良くなってきたんだって」

「変態じゃねーか」

「最後は全校集会の日に、屋上からスピーカーで告白されたよ。オリジナルのラブソング付きで……。『美咲華梨ＬＯＶＥ』の横断幕付きで……」

「……おお」

　人気者も相応に苦労してるんだな。こればっかりは人気者でドンマイとしか言えん。

「先輩はその後どうなったんだよ」

「屋上に駆かけつけた先生たちに直すぐ捕つかまっちゃった。その事件以降は、一度も告白されなかったけど」

「されなかったんじゃなくて、できなくされたんだろうな」

「小学校時代にも、知らないおじさんに告白され続けたことがあったな……。そのおじさんは知らない間に見かけなくなったよ……」

　それは知らない場所へお巡まわりさんに連れて行かれたんだろうなぁ。

　事例は枚挙に暇いとまがない様子。悲しくも残念な過去を思い出し続ける美咲は、もはや苦すぎて上手うまく笑えておらず。目の光は完全に消え、ただただ遠くを見み据すえ続けている。いつもの愛あい嬌きようある表情は何ど処こへやら。

　見ちゃおれん。

「悪かった美咲。これ以上、苦い過去を思い出すな」

「姫宮君……」

「いつもみたいに友達を作ることだけ考えて生きろ」

「人を残念な子みたいに言うの止やめてくれるかな!?」

　俺、人を励はげますのニガテ。

「全くもう」と美咲は大きく溜ため息いきつく。火に油を注いでしまったと思いきや、案外そうではないらしい。励ますことはできなかったようだが、不思議と美咲の表情には自然な笑えみが戻もどっている。

「私も色々経験したことあるからさ。今回の件に関しては、姫宮君の気持ちが少しだけ分かっちゃうな」

　まさかの励まし返し。相変わらずお人好よしな奴だ。嫌いやな過去を打ち明けて尚なお、俺のことを気に掛かけてくれる。

「好意を持ってくれてる人を傷つけないように断るのって難しいよね」

「そうだな。俺は別に嫌われてもいいけど」

「あっ。またそういうこと言う。面めん倒どう見みいいから絶対しないくせに」

　面倒見がいいんじゃなくて、合理性を考えて行動してるだけですけどね。水掛け論になるから言わんが。

　黙だまってコーヒーを啜すすっていると、何やら名案が浮うかんだように「そうだ♪」と美咲は両手を合わせる。

「ねぇねぇ。今日、皆みんなで一いつ緒しよに遊んでみるのはどうかな？」

「やだ」

「頭ごなしに否定しないでよ」と美咲は俺の拒きよ否ひをモノともせず。馴なれって怖こわい。

「姫宮君が本気で独りが好きなことって、白星さんは姫宮君の口からしか聞いてないんだよね？」

「そうだな」

「でしょ？　だからね。姫宮君と接する機会をきちんと設けて、ちゃんと知ってもらうべきだよ」

　要するに、結果ばかりを見せるのではなく、過程をしっかり見せろということか。

　美咲も入学当初は俺のことを、ただの強がりボッチと思っていた事例があるだけに、説得力は強い。

「もちろん姫宮君も白星さんのことを知ってあげないとダメだよ。２人はお互たがいのことを知らなすぎると思うし、お互いが一方的すぎるところから解消していこうよ」

　互いに知らない状態で膠こう着ちやくするなら、互いを知るべき。

「博愛主義者の美咲らしい提案だな」

「ひょっとすると、仲良くなった結果、姫宮君が白星さんを大好きになってる未来もあるかもしれないしさ」

「……ふっ」

「愛あい想そ笑いするの止めなさーい」

　頰ほおを緩ゆるく引っ張られ、必殺の愛想笑いが解除されてしまう。

「ね？　モノは試ためしにバイト終わり、皆で遊びに行こうよ」

「……」

「私も白星さんと友達になりたいし、姫宮君に友達認にん定ていして貰もらうために頑がん張ばりたいなあ」

「……お前が皆で遊びたいだけじゃないのか？」

「どうでしょう♪」

　天てん真しん爛らん漫まんで可愛かわいいですね。ハイ。

　そんな当然みたいな返答されると反論する気も失うせる。

　まぁ、美咲の意見は確かに一理ある。納なつ得とくする点も多い。

　しかし、いまいちノリ気にはなれない。相手は常人ではないのだ。相手は『恋は盲もう目もく』もとい、『恋は失明』モードの白星有栖なのだから。アイツは俺のことを白馬の王子様とのたまうが、俺にとってアイツは信者と同じくらい質たちが悪い。

　ゲーム実じつ況きようなどの動画をよく見る俺は、信者の恐おそろしさはよく知っている。推おしの実況者やアイドルたちが如い何かなるミスや愚ぐ行こうを犯おかそうとも、信者たちのフィルターに通してしまえば、『悪』ではなく『善』へと変へん換かんされてしまうのだ。

　たとえ、道みち端ばたのオッチャンにいきなりラリアットを食くらわそうとも、「チンタラ道を歩くオッサンが悪い。○○さんは粛しゆく清せいしてくれた！　カッコイイ！」となってしまうのだ。たとえ、実況中に全ぜん裸らになって奇き声せいを発しようとも、「私たちを楽しませようと○○さんは脱ぬいでシャウトしてくれた！　カッコイイ！　抱だいて！」となってしまうのだ。大げさではなくマジで。

　というわけで、姫宮信者状態の白星なだけに、おいそれと「美咲の案採用」とは言い難がたい。火に油どころか、大タル爆ばく弾だんＧやＴＮＴ爆弾を注ぐ結果も重々あり得るわけだから。

　美咲の案は保留にしよう。そう決めてから直ぐのことだった。

　またしても白星からメッセージが入る。

【Ａｒｉｓｕ】ラッキーカラーのコーデで行きますね♪

　というメッセージと１枚の画像。

　画像に目を通せば、メッセージ通り、俺の本日のラッキーカラーである白を主体とした白星が映っている。襟えり付きの白色ワンピースは清せい楚そ感が漂ただよい、大きめなストローハットを被かぶった少女のあどけない笑顔が眩まぶしい。

　そんな感想だけで終わらせたかった。

「……あ？」

　思わず画面を見ながら固まってしまう。俺の反応を不思議に思った美咲も画面を覗のぞいてくる。

「わぁ～～！　白星さんって、お人形さんみたいだよね！　今、何でそんな声出したの？」

「いや……。映ってはいけないものが映ってる……」

「え……」

　嬉き々きとした美咲の表情一変。血の気がサーッ……と引いていく。

　震ふるえを抑おさえようとくっ付いてくる美咲はガクブルで、もはや生まれたてのチワワ。

　既すでに落ち着いた羽鳥と倉敷が、代わりに取り乱す美咲に気付きやって来る。

「どうしたの華梨」「どったの華梨」

「ち、血まみれの生首しかない落ち武者が、画像に映ってるらしいの！」

「落ち着け。そんなもん映ってねーから」

　飛ひ躍やくどころの騒さわぎじゃねーぞ。

　さすがホラー苦手女子の美咲。以前、スプラッタ系がＮＧと言っていたが、心しん霊れい現象系も普ふ通つうにＮＧらしい。

　しかしだ。

「というか美咲。映ってはいけないものって幽ゆう霊れいの類たぐいじゃないから」

「ほ、ほんと……？」

　怯おびえ切った瞳ひとみで、じっ……、と見つめてくる美咲は本気でチワワに見えてくる。段ボール箱から顔出して、「家に連れて帰ってくれないの……？」みたいな。

　気は進まないものの、美咲を安心させるために３人へとスマホを差し出す。

「画像をよく見てみろ」

　恐る恐る美咲たちが画面を覗く。

　しばらくすると、３人は「「「あ」」」と口を揃そろえる。

「スカートめくれちゃってるね……」「見えてる……」「パンツ丸見えじゃん……」

　全員正解。

　一見すると何も問題はない。が、白星の下半身に注目。スカートが何かに引っ掛かっているというか、めくり上がっているというか。

　その結果、白星の純白おパンツをバッチリ映し出していた。ハイチーズと。

　まさかだ。まさか、パンツまでラッキーカラーの白に統一してくれているとは……。

　ということは、ブラも白なのだろうか……？

　お通つ夜やムードで一同沈ちん黙もくしていると、俺のスマホから戦せん闘とうＢＧＭ。

「……もしもし？」

『あ、あのっ！　つ、つかぬ事をお聞きしますが、……見ちゃいましたか？』

「……」

『その反応的に手て遅おくれな感じですか……？』

「……おう」

『ひ、ひ～～～ん！』とスピーカー越ごしから白星の悲鳴。ＴＨＥ・パニック。

『が、画像ってチャットからどうやって消せばいいのですか!?　姫宮さんの脳のう裏りからはどうやって消せばいいのですか!?』

「安心しろ。画像はすぐチャットから消すから。脳裏のほうは残念だが諦あきらめてくれ」

　現代の医い療りようと科学では不可能だ。お悔くやみ申し上げるが。

『じゃあ付き合ってください！』

「あ……？」

『そういうちょっとエッチな画像を送るのは、恋こい人びと同士では普通だと友達が言ってました！　よく要求されると先せん輩ぱいが言ってました！』

「お前んとこの女子校どうなってんだよ」

　性への知識が乱れすぎ。保健の先生いないのかよ。

　ヒートアップしていた白星が途と端たんにモジモジ喋しやべり始める。
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『ひ、姫宮さんがどうしても画像を消したくないというなら、その……、ほ、保存してもいいですよ……？』

「……」

　白星ぃ……。

『それでは、また後でっ！』と白星に通話を切られてしまう。

　ふと強い視線を感じ横を見れば、３人がＴＨＥ・パニック。

「姫宮君っ！　これは皆で遊びに行ったほうがいいよ！　緊きん急きゆう事態だよ！　というか、　節度ある男女関係を教えてあげないと！」

「わ、私もそう思う！　さっきの写真も直すぐ消さないとダメ！　保存しない、……よね？」

「ニャハハハハ！　その子、めちゃめちゃ面おも白しろい！」

　あれだけ白星が騒げば、通話内容も丸聞こえだよなぁ。

　俺の今日のスケジュール……。




　　　　※　※　※




　休きゆう憩けい後、小一時間働き終えて本日のバイトが終しゆう了りよう。

　本来の予定なら、独りで映画を観みに行くはずだった。伝説的ボーカリストの伝記ドラマを観る予定だった。何なら、もう１本くらい立て続けに映画を観る予定だった。

　予定だった。

「へー。有栖ちゃんと姫宮君は、受験日のトラブルがきっかけで知り合ったんだね！」

「はい♪　姫宮さんは私の恩人でもあり、白馬の王子様なんです♪」

「独り好きって言いつつ、平然と困ってる有栖を助けるあたり、やっぱり姫宮ってすごい。ギャップもすごい……！」

「そうなんですっ！　そのギャップにキュンキュンしちゃうんですっ！」

　ココは何ど処こ、貴方あなた達は誰だれ？

　現在、兵ひよう庫ご県屈くつ指しの遊び場、三さんの宮みやにあるカラオケ店。メンバーは美咲たち仲良し３人組に白星を交えた目新しいグループ構成となっている。

　グループ用の大部屋だけあり、室内の開放感やコの字形に設置されたソファや大画面モニターには真新しさすら感じてしまう。

　おひとり様好きあるある。開放感ある大部屋より、閉へい塞そく感かんある小部屋が好き。

　小心者と言われればそうかもしれないが、自分のパーソナルスペースを体現化したような小部屋が落ち着くのは、ご愛あい敬きようといったところ。受付時に俺用の個室を借りようとして美咲に棄き却きやくされたのは、遺い憾かんの意といったところ。

　不平不満を申したいのは山々だが、今回はヒトカラを楽しむためにやって来たわけではない。わざわざグループ行動する理由は、俺という存在をしっかりと完かん膚ぷなきまで白星に知ってもらうため。今後の夏休みに関かかわる問題なのでヤル気は勿もち論ろんある。

　しかし、いくらヤル気があるからといって、すべきことも多くあるかといえば答えはＮＯ。実に虚むなしい。

　俺の自然体を見せるのが目的なのだから、画策し続けるのは本ほん末まつ転てん倒とう。俺のありのままの姿を白星にレリゴーしなければ意味がないのだ。

　結果、俺にできることは白星がどんな奴やつかを観察する程度。白星が美咲たちと他人から友達になっていく過程を、ホゲーっと眺ながめ続けるだけ。

　今だって、しっかり白星たちの会話に耳を澄すましている。

「私、姫宮さんを動物に喩たとえるならパンダだと思うんです」

「姫宮君がパンダ？」「姫宮がパンダ？」

「普段はゆったり落ち着いているのに、ココぞというときは機き敏びんに動く感じがとてもソックリですっ」

「「ちょっと分かるかも！」」

　白星の力説に、想像を膨ふくらました美咲と羽鳥は、耐たえ切れない様子で空気を漏もらす。

　白星も含ふくめ、３人は旧友のように笑い合いましたとさ。めでたしめでたし。

　やっぱり映画観に行ってもいいっスか？

　美人は三日で飽あきるっていうし、飽きそうになる前に一いつ旦たんログアウトさせてくれよ。

　溜ため息いきづきつつ、独り寂さびしくマラカスをシャカシャカ鳴らしていると、ドア窓から室内を覗く奴を発見。

　扉とびらを開いてやれば、トレーに人数分の飲み物を載のせた倉敷が、「ちぇー」と唇くちびるを尖とがらせて不満タラタラに入って来る。

「バイトの日じゃないときくらい、わたしを休ませろよなー」

「ふふーん♪　瑠璃がジャンケンに負けたからいけないんだよ」

「華梨のオレンジジュース、不味まずかったらゴメンね」

「何入れたのさっ!?」

「ニャハハハハ！」と笑う倉敷は、マイクを手に取ると俺の口元へ。

「どうだ姫宮。この錚そう々そうたるＪＫたちとカラオケに来てるんだぞ？　夏休みに最高の思い出ができて良かったじゃん！　この幸せ者～」

「そうだな。最高の思い出もできたし、俺はそろそろお暇いとましようかな」

　立ち上がった瞬しゆん間かん、美咲と羽鳥に両りよう腕うでを摑つかまれる。

「姫宮君、お世辞を言えば帰れるわけじゃないよ？」

「映画を観に行きたいです」

「本音を言っても帰らせない」

　じゃあ何分の１の純情な感情を混ぜれば、この想おもいは届くんだよ。

　終しまいにはガッシリと倉敷に肩かたを組まれ、再び席へと座らされる。

　依い然ぜん、肩を組んだままの倉敷にドキドキする。主に恐きよう怖ふで。

「コラコラ。まだ店に入って10分も経たってないぞー。わたしが姫宮のためを思ってコーヒー入れて来たんだから、ゆっくり飲みなって」

「……ども」

　逃とう走そうに失敗し、勧すすめられるままにアイスコーヒーを一口。

　苦い。

　ここは本当にカラオケ部屋か？　ぼったくりバーじゃなくて？

　お前ら、悪徳キャバ嬢じようかよ。

　どうやら対処すべき人物は１人だけではないらしい。




　雑談を交えつつのカラオケタイムに突とつ入にゆう。４人の悪徳キャバじょ──、華はなの女子高生が集まれば、歌う曲もバリエーションに富んでいる。

　美咲と羽鳥は10代サブカル女子に人気を誇ほこる、３ピースガールズバンドの夏歌。

　序じよ盤ばん、羽鳥は緊きん張ちようしていたが、美咲にリードされながら歌っていけば、途と中ちゆうからは伸のび伸びと喉のどを震ふるわせる。大人しい奴に限ってカラオケ好きが多いのは何な故ぜだろうか。

　倉敷は48人か46人のアイドルグループのヒットソングを熱唱。小こ柄がらで小動物系の顔立ちなだけに、歌って踊おどる姿は中々にアイドルチックで様になっている。

　バックダンサーの３人も。

　間奏中も倉敷たちは踊りを怠おこたらない。

「有栖は初めてなのに筋がいいっ。ただ、姫宮へのアピールは気持ち控ひかえめに！」

「はい♪　３フレーズ１回に控えます！」

「英玲奈！　もっとお尻をキュッと突つき上げて！　悩なやましげに！」

「は、恥はずかしい……！」

「華梨はわたしより上手うまく踊るの禁止！　控えめに踊れい！」

「完コピしてこいって言われたから、一いつ生しよう懸けん命めい練習してきたのに……」

　倉敷はラストのフレーズを歌い切り、バックダンサーＡＢＣにすかさず指示。

「フィニッシュ！　姫宮に決めポーズ！」

　倉敷、ドヤ顔＆ズッキュンポーズ。

　白星、キメ顔＆ハートマーク。

　羽鳥、テレ顔＆両手フリフリ。

　美咲、えへ顔＆ダブルピース。

　一体、俺は何を見せられているのだろうか。すげー可愛かわいいけども。

　次いで白星は、社会現象まで巻き起こしたネズミ系映画の主題歌。ありのままをレリゴーする曲。難易度の高い歌を選曲するものだと思うのも束つかの間。

　英語……だと……？

　日本語版ではなく原曲を歌い始める白星に一同啞あ然ぜん。しかもネイティブな発音と来たもんだから、ただただ聞き入ってしまう。コーラス部と言っていたのも頷うなずける。

　歌い終われば自然と小拍はく手しゆが沸わき起こる。

「白星は何でそこまで英語がペラペラなんだ？」

「一いつ緒しよに住んでる私のおじいちゃんがイギリスの人なんです。なので、物心つく前から話せるようになっていました♪」

　お嬢様学校に通ってる、別べつ荘そう持ち、祖父がイギリス人、英語ペラペラ。

　そのキーワードだけで白星が富ふ裕ゆう層だと再さい認にん識しきできてしまう。

　白星の着ている服って一体おいくら万円するのだろうか。

　倉敷も隣となりに座るクォーター美少女がお嬢様だと確信したらしい。フライドポテトにケチャップをディップするのを中断し、そのまま口へと運んでしまう。

　分かるぞ倉敷。俺も白星の隣でカレーうどんとか絶対食べたくない。

　万が一汚よごしてみろ。クリーニング代だけで一ヶ月分の小こ遣づかいが消し飛ぶ。オーバーキルの可能性すらある。

　細心の注意を払はらってアイスコーヒーを飲んでいき、次いで、グラスの代わりにマイクを握にぎる。俺の番だ。

　スピーカーから流れる前奏を聴きいただけで、身体からだは小さくリズムを刻んでしまう。モニターに流れ始める歌詞を見ただけで、自分だけの世界へ引き込まれてしまう。

　自分のテーマ曲を掲かかげろというなら、迷わず選ぶくらい俺はこの曲を気に入っている。

　歌詞の一節一節を口ずさめば口ずさむほど、メッセージが心に染しみ渡わたっていく。

　歌えば歌うほど、メッセージ通り、自分の価値観を信じて真っ直すぐ生きていこうという気持ちが強くなっていく。周りに無む理り矢や理り合わせて生きる必要はないことを深く根付かせていく。

　物語の意味を考えながら読むのが好きなように、歌詞の意味を考えながら歌うのも俺は好きだ。活字中毒というより、思考中毒とでもいうのか。

　あっという間に１曲歌い終わってしまう。

　曲の余よ韻いんに浸ひたりつつ思う。

　また来よう。今度は独りで。

　ヒトカラは素す晴ばらしい。自分が納なつ得とくするまで歌い続けられることは勿もち論ろん、相手の知らない曲を歌って気まずくならないし、自分の知らない曲を歌われて無理に合わせる必要もない。全員が全員、ザイルに詳くわしいと思ったら大おお間ま違ちがいである。

　マイクを置き、再びアイスコーヒーで喉を潤うるおしていると異変に気付く。

　さっきまでキャイキャイ騒さわいでいた４人がやけに静かなことに。

　一同と視線を合わせると同時、




「「「「う、上手い……！」」」」




　ソリャドーモ。

「姫宮君っ！　なんでそんなに上手いの!?」

　美咲の問いに、「ほあ」と間ま抜ぬけな声が出てしまう。

　どうしてそんなに大きくなってしまったんですかー？　の某ぼう引っ越こしＣＭ的な質問をされても困る。今まで他人と比ひ較かくしたことがないのだから。

「そうだな……。強しいて挙げるなら、ストレス発散方法として一時期カラオケをマイブームにしてたからか？　ストレスが俺の歌唱力を上げてくれたのかもしれん」

「ニャハハハハ！　どんだけストレス溜たまったらそんな上手くなるんだよ！」

　皆みなさんのおかげですかね。

　大だい爆ばく笑しようする倉敷の隣。

「うおっ……！」

　ニュッ！　と伸びてくる手が、俺の両手をガッシリ握り締しめてくる。

　そのまま手た繰ぐり寄せられれば、テンションＭＡＸの羽鳥が目の前いっぱいに。

「すぅぅぅぅ～～～……ごっい！　良かった！」

　マシンガントークが、やめられない止められない。

「スミカの歌詞が姫宮にピッタリマッチしすぎて鳥とり肌はだ立っちゃった！　声の強弱や抑よく揚ようがハッキリしてるから、繊せん細さいな歌詞に込められたメッセージも直ぐ頭に入ってきた！　点数を上げるために無理矢理、裏声とかビブラートとか掛かけてないところもすっごい良くて──、」

　怖こわい怖い怖い怖い怖い。

　オラオララッシュだったら30回は軽く死んでる。

「羽鳥。一旦、深呼吸しろ」

「！　っ……～～～！　……。うん……」

　まるでバルス。崩ほう壊かいの呪じゆ文もんを発すれば、大だい噴ふん火かをかろうじて堪こらえ、羽鳥の表情は鎮ちん火かの一いつ途とを辿たどる。

　エレナーニョ現象を抑おさえることに成功。

　したはずだった。

「あのっ！」

　いつの間に？　俺と羽鳥の隙すき間まに白星が入り込んでいた。透すき通った双そう眸ぼうが力強く羽鳥を見つめており、真しん剣けんな面おも持もちで尋たずねる。

「英玲奈さんは、姫宮さんと付き合っているのですか……!?」

「……。はぇ!?」

　大人系女子フライアウェイ。おかえりなさいエレナーニョ現象。

　白星よ、君はその質問ばっかりだね。脳みそフラワーパークかよ。

「姫宮さんと手と手を握り合って、キラキラした表情で親密に語っていましたので……。その……、彼氏彼女の関係なのかなぁと……」

「は、恥ずかしいっ……！」

　羽鳥は自壊した表情を両手で押さえて悶もん絶ぜつ。テンションが高くなると周りが見えなくなる性格をひたすらに悔くいて、１人大反省会を開かい催さいしてしまう。形良い胸を押し潰つぶしつつ。

　反省中の羽鳥も何のその。白星は、「恥ずかしい!?　ラブラブなのがバレて恥ずかしいってことですか!?」と気が気でない様子。どアホ。

　取り乱す２人の傍かたわら。めっちゃニヤニヤする人物が１名。

「気になるのは仕方ないよにゃあ。モテ要素も多いし、春一──、姫宮は」

「瑠璃さん!?　い、今！　姫宮さんのこと呼び捨てにしてましたよね!?」

「え。してないしてない。ダーリンのこと春一なんて呼んでないよ」

「ダーリン!?　ということは……、瑠璃さんが彼女さん!?」

「どうかにゃ～～～♪」

　何故倉敷は直ぐバレるような噓うそをつくのだろうか。

　何故白星は直ぐ分かるような噓を見抜けないのだろうか。

　噓を見抜く力は無いが、諦あきらめない不ふ屈くつの魂たましいは持ち合わせているらしい。やけっぱちとでも言うべきか。

「姫宮さんとの愛が証明されるまで私は信じませんっ！」

　その姿、宮みや本もと武蔵むさしの如ごとし。白星がパーティー皿に載のった２本のポッキーを抜ばつ刀とうし、羽鳥と倉敷の口へと突っ込む。

「ポッキーゲームしてください！」

「あ……？」「はぇ!?」「にゃ!?」

「愛が本物ならできるはずですっ！　恋こい人びと同士はポッキーを両りよう端はしから食べ合うのが日常なんですよね？　保健の先生が仰おつしやっていました！」

　まさか保健の先生がいないんじゃなくて、元げん凶きようだったとは……。

　倉敷。俺にまで飛び火したじゃねーか。

　どうしてくれんだよ、と倉敷をひと睨にらみするも、

「にゃ……にゃ……にゃ……！」

　倉敷の表情はイタズラ好きの女子ではなく、ただのうら若き乙女おとめ。

　俺を見つめる倉敷が、延々と口をパクパクさせてポッキーを揺ゆらし続ける。相変わらずカウンターパンチには滅めつ法ぽう弱い。攻こう撃げきに努力値全ぜん振ふりするからだろ。

　羽鳥は羽鳥で以下同文。咥くわえたチョコが薄うっすら溶とけて唇くちびるが微びエロ。

　死し屍し累るい々るいな仲間たちを守るため、ラストストッパー美咲も立ち向かう。

「あ、有栖ちゃん落ち着こ──、!?」

「実を言うと華梨さんが一番怪あやしいですっ！　疑わしきはチェックさせていただきます！」

　瞬しゆん殺さつ。止めに入った美咲の口にも、白星は問答無用にポッキーを突っ込む。もはや異い端たん尋じん問もん、キリストの踏ふみ絵状態。

「さぁ姫宮さん！　お三方の中に恋人がいると言うのなら、その方のポッキーと唇を最後の最後まで召めし上がっちゃってください！」

　何その、毒を食らわば皿までみたいな感じ。

　これなんてエロゲ？

　こんなクソゲー、さっさと放ほう棄きすればいいのに。よっぽど３人は頭が回っていないのだろう。美咲たちはポッキーを咥えた状態でただただ俺を見つめ続けていた。

　いじらしくも頰ほおを紅潮させる３人を見ていると、コッチまで錯さつ覚かくしてしまいそうになる。誰だれかとキスをしてしまえば、本当に彼氏彼女になれてしまうのではないかと。

　今、最もマシな思考回路を持つであろう美咲へと視線を送る。

　ありがとう美咲。お前が提案してくれたおかげで、俺は白星のことをより詳しく知ることができた。

　詳しく知れたからこそ、俺は白星へとさらに距きよ離りを詰つめてしまう。

「ひ、姫宮さん……？」

　リップ香かおる白星の唇にポッキーを無言で差し出す。

　意味を理解できていない様子だったが、それは最初だけ。

「！　……はい♪」

　全すべてのピースが揃そろったかのように表情を綻ほころばせれば、白星は直ぐにポッキーを咥えてくれる。そのままゆっくりと瞳ひとみを閉じ、両手を合わせて俺へと唇を差し出す。

　物言わずとも「いいですよ……？」と言ってくれているのが分かった。

　３人の視線が俺たちに強く集まっていた。けれど一向に構わなかった。

　俺はもう止まれない。

　グラスを握にぎり締め、３人に目で語ってやるのだ。

　白星黙だまらせたんで、コーヒーのお代わり行ってきますと。

「「「……」」」

　３人も目で語ってくる。やっぱり、お前はお前だなと。

　我われに返れて良かったじゃないスか皆さん。




　ふぃ～……、コーヒー美味ー。

　ドリンクサーバー前。脱だつ出しゆつ後の一いつ杯ぱいを乾かん杯ぱい中。

　お代わり自由なフリードリンクだからこそ、グビグビ喉のど越ごしで味わってしまう。ミネラルウォーターで気持ち薄うすめ、氷たっぷり＆シロップ少量がオススメ。

　白星を観察し続けた感想。

　やはり、あの乙女チックなファンシーガールに俺は付いていけん。

　案の定、信者ぶりも健在。俺が何をしようが言おうが減点されず加点されてしまうし、アウトにはならずセーフになってしまう。盗とう塁るいに失敗してもセーフになるだろうし、デュークホームランを相手に食くらわしたところで反則にはならないだろう。

　ここまで妄もう信しんされてしまうと、逆に申し訳ない気持ちになってくる。

　もしあのとき助けたのが俺じゃなく別の男子だったら、今いま頃ごろアツアツバカップルな青春を謳おう歌かできただろうに。もし別の女子だったら、メロスとセリヌンティウスよろしくな竹馬の友になれただろうに。

　すまんな。俺なんかが助けてしまって。

　罪悪感はあれどだ。だからといって白星と付き合おうという気持ちにはなれない。

　俺は独り至上主義者、おひとり様ＬＯＶＥだから。

　落ち着ける場所で本や音楽を独り楽しんだり、他愛たわいのないことを考えながら独りプラプラと散歩するのが俺は大好きなのだ。周りの人間が友人や恋人とタピってる間、俺はコーヒーを相棒にボチりたいのだ。他人にペースを合わされたり合わすのではなく、自分のペースを一定に保ちたい。不器用な男ですから。

　ガキだと言うならガキで結構。独りが好きという気持ちに噓をついてまで大人になろうとは思わん。

　というわけです、神父さん。姫宮春一は病やめる時も健すこやかなる時も、独りで居続けることを誓ちかいます。

　女心と秋の空は変わりやすいと言うし、さっさと俺に見切りを付けろ白星。

　おひとり様心は変わる気ゼロなので。

「げ……っ！　姫宮……」

「あ？」

　姫宮ですけど何か？

　声のする方に注目。そこには俺クラスのクイーンが立っていた。

　遠えん藤どう比ひ奈なである。

　自じ慢まんのふわふわパーマにヘアバンドを結んでいる姿は、何となしにリア充じゆうっぽさが滲にじみ出ている。良くも悪くも。

　三宮のカラオケなのだから、エンカウントしても特段不思議ではない。

　未いまだに俺を目の敵かたきにしているのか。遠藤は不ふ機き嫌げんそうな視線で睨んでくるし、甘ったるい香こう水すいもムンムンと俺を威い嚇かくしてくる。

　ガキンチョだろうと一いつ般ぱん教養は学んでいる。

「ども」

　会え釈しやくを終え、元来た部屋へと戻もどろうとする。

「この間は、その……、あ、ありがとう……」

　遠藤の思わぬ発言に立ち止まってしまう。

「この間？」

「姫宮のおかげで夢ゆめ乃のと仲直りできたから……。ちゃんと、ありがとうって言えてなかったから……」

　ありましたね、課外授業前にそんなこと。にしても驚おどろいたな。

　思わず２回、３回と頷うなずいていると、パーマがかった毛先を指でいじり続ける遠藤に睨まれてしまう。

「な、何？」

「すまん。遠藤でも人に感謝するんだなぁと。思わず感心してた」

「な……っ！　ヒナだって感謝するしっ！　マジ調子乗んな！」

　萎い縮しゆくから高圧的な態度に。俺の知ってる遠藤で一安心。

　ふんっ！　と鼻を鳴らした遠藤は、苛いら立だちをぶつけるようにウーロン茶のボタンを押し込む。イメージ的にカルピス原液とか飲みそうだから意外なチョイスだな。

　丁度良いいと思った。

「遠藤。ちょっといいか？」

「何？」

「お前は恋してるか？」

「……。はぁ!?」

　陰いんキャラぼっち野や郎ろうの口から、とんでもない言葉が出てきたと声を荒あららげる遠藤。

　雑魚ざこキャラと思ってたら、いきなり八はち門もん遁とん甲こう全開で襲おそい掛かかってきた感じ？

「何いきなり……！　な、謎なぞすぎてキモいんだけど」

「俺に恋を教えてくれないか」

「!?!?!?!?」

　遠藤の顔が真っ赤。自分がドリンクを注いでいる最中だということを完全に忘れ、ボタンを押し込み続けてしまう。

「おい、ボタンから手を──、「む、無理無理無理！　ヒナ好きな人いるしっ！」」

　ほう。遠藤にも意中の人物がいるのか。

　……というか、何か勘かん違ちがいしてね？

　こうしてる間にもウーロン茶がなみなみと注がれ続けていく。

　口で注意できないなら行動で示すべし。遠藤の手をボタンから剝はがそうと一歩近づく。

「せせせせ迫せまられても無理だかんね!?　アンタが入り込む隙すきないくらい、その人のこと、ヒナ大好きだから！」

　ほうほう。かなりその人物にお熱のようだ。

「大好きなのは分かったから、とりあえず手を離はなせ」

「手を離せって諦あきらめろってこと!?　告ってもないのに絶対イヤ！　絶対ラブくなりたいもん！」

　頭沸わいてんのかコイツ。

　ついには、ジョバジョバジョバ……、とウーロン茶がグラスから溢あふれ始めてしまう。

　フリードリンクだからと許される行こう為いではない。こういう奴やつに限って、意味も無く０円カルピスを作ってハシャぐのだ。

　こうなれば強行突とつ破ぱ。一気に遠藤の前に立ち、手首を摑つかもうとする。

　刹せつ那な、涙なみだ目めの遠藤絶ぜつ叫きよう。

「俊しゆん太た郎ろうが好きだからダメェ───～～～ッ！」

　ほうほうほう。遠藤の意中の相手は波なみ川かわなのか。

「バカ姫宮。比奈を怖こわがらせるんじゃないわよ」

　コンッ、と軽く頭をノックされる。背後には呆あきれ顔の洞うろヶが瀬せが。

　ロンＴにハイカットサンダルの装よそおいは露ろ出しゆつ度ど高め。大好きなネイルも存分に発揮され、色しき彩さい鮮あざやかに指先を輝かがやかせている。今日は保育園のバイトが休みなのだろう。

「ゆ、夢乃～～～！　姫宮がヒナのこと……！」

　遠藤が俺から逃にげるように洞ヶ瀬の背中へと隠かくれてしまう。凹へこむわー。

　園児をあやすように「あーよしよし」と遠藤の頭を撫なでる洞ヶ瀬は、完全に職業病が出てしまっている。

「怖かったね～。アイツの真顔怖いよね～」

　傷付くわー。

「で、何で姫宮は、比奈に恋こいしてるか聞いたわけ？」

　さすが考えていないようで、しっかり考えている系女子の洞ヶ瀬。察しが良くて助かる。

　もっと早くに来てくれていたら、もっと助かったんだけどな。
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　贅ぜい沢たくは言っていられない。

「春一さ～～～ん♪」

「アレが原因だ」

「ああ……。アンタ、まだあの子に追いかけられてんのね……」

　俺が指差す先、お花畑オーラを身に纏まとうメルヘンチック神しん拳けんの使い手白星が、ニッコニコの笑え顔がおで駆かけつけてきていた。

　チッ。アイツに施ほどこした封ふう印いん術がもう解けたか。ポッキーじゃなくて、超ちようひもＱとか恵え方ほう巻まきがあればもっと時間は稼かせげただろうに。

　放置プレイしたのだからキレられてもおかしくないと思っていたが、白星は超嬉うれし気。何なら今日一ルンルンしているようにも見えてしまう。

　死にそうになったら強くなる的な？　Ｚ戦士の家系の人？

　幸せ振ふりまきまっせと言わんばかりに、洞ヶ瀬と遠藤に深々と頭を下げる。

「こんにちは♪」

「お久ー。終業式以来だね。姫宮とデート？」

「……えへへ♪　そう見えちゃいます……？」

「そう見てあげたいけど、姫宮の顔の変わりようを見ればね……」

　表情が顔に出るのが役立つ日が来るとはな。

　そんな俺にお構いなし。白星は「春一さん、春一さん♪」とニコやかに笑いかけてくる。

「ここのお店、コスプレ衣い装しようが用意されてるんですね！」

「へー」

「今からセーラー服に挑ちよう戦せんしてみようと思いますっ。一度着てみたいと思っていたので♪」

「ほー」

「他ほかに着てみて欲しい衣装はありますか？　私、春一さんのためになら一ひと肌はだ脱ぬいじゃいますよ……？」

「あ。大だい丈じよう夫ぶでーす」

「一肌脱いだらコスプレじゃないですもんねっ」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ」

「それでは着き替がえてきますね♪」

　塩対応も何のその。エンジェルスマイルで試着コーナーへと白星は入って行く。

　洞ヶ瀬は呆れ顔。

「この前にも増して、アンタらバカップルに見えるんだけど」

「みなまで言うな」

「名前も下で呼ばれてんじゃん」

「みなまで言──、……。ホントだな……」

「今気付いたんかい」

　いつの間に？　ナチュラルすぎて全く気付かなかった。マジシャンかよ。

　俺の想像する以上に、白星は根幹部まで迫ってきているようだ。

　白星とのやり取りを踏ふまえ、今一度話を戻す。

「というわけだ。白星と同じように恋してる女子の気持ちを知れれば、何かヒントになるかもしれないと思ったんだよ」

「だから比奈に詰つめ寄ってたわけねー。比奈、そういうことみたいだよ」

「そ、それじゃあ、姫宮はヒナに告白してきたわけじゃないの……？」

「当たり前だろ。俺がお前に告白するわけないだろ」

「なっ！　～～～っ！　やっぱりコイツ嫌きらい！」

　元から嫌いじゃん。

「落ち着きなって比奈。姫宮に怒おこっても無む駄だなカロリー消費するだけだよ？」

「コイツで瘦やせれるなら、持ち帰ってサンドバッグにするもん！」

「夏休みだからって運動しないから太るんだぞ」

「ふ、太ってる前提で話すなぁ！　気持ち太っただけだかんね!?」

「波川への気持ちと捉とらえたら激太りってことだな」

「きぃぃぃ────────っ！　超超超ッ～～～～ウザいッ！」

「だから止やめとけってウチ言ったのに……」と、洞ヶ瀬は喚わめく遠藤を再びあやす。

　やーい。お前の友達、紙耐たい久きゅう。

　洞ヶ瀬との言い争いのときもそうだったが、クイーンの遠藤は攻こう撃げきされるのに滅めつ法ぽう弱い。

　倉敷もカウンターに弱いし、昨今の女子高生は攻撃特化型が主流なのだろうか。物ぶつ騒そうな世の中になったものだ。

　さて。もはや、恋についてレクチャーしてもらえる雰ふん囲い気きではないし、そろそろ店を出ようかな。映画ＶＳコスプレ。勝者、映画。

　腕うで時ど計けいを見れば17時前。今から映画館に向かえば次の上映時間に充じゆう分ぶん間に合いそうだ。

　それじゃ、と会釈してエスケープしようとするが、洞ヶ瀬が少し頰ほおを膨ふくらまして爪つめを眺ながめているのに気付いてしまう。何か考え事しているときのサインである。

「だったらさ姫宮」

「おう」

「来週末、いつものメンバーでキャンプ場のコテージ泊とまるんだけど、アンタも来る？」

「キャンプ？」と首を傾かしげる俺と、「夢乃!?」と驚きよう愕がくする遠藤の声が被かぶる。

「今までの話と何の関係があるんだ？」

「ただの旅行じゃないんだよね。比奈と俊太郎の距きよ離りを一気にくっつけるためにウチら女子が計画した旅行なの」

『俊太郎』というワードにむず痒がゆそうに口を動かしモゾモゾする遠藤。本気で波川のことが好きで、本気で旅行中に猛もうアプローチする予定なのだろう。

　ふむ。何となしに全容は見えた。

「要するに、遠藤の恋路を観察して勉強しろってことか」

「そそ。乙女おとめ心ごころを知るには丁度良い機会でしょ？」

「ちょっと夢乃！　ヒナ、超嫌いやなんだけど！」

　姫宮、超嫌われてるんですけど。

「気持ちも分かるけどさ。姫宮連れて行けば役立つかもしんないよ？」

「姫宮が役立つ……？」

「比奈も知ってんでしょ、姫宮の対応力の凄すごさ。親しん睦ぼく会の二次会をすんなり用意したり、喧けん嘩かしたウチらに仲直りのきっかけ作ってくれたりさ」

「それは、まぁ……そう、かもしんない」

　２人の関係は、少し前と比べて殆ほとんど差が無くなったように思える。互たがいに隠し事や不満を吐はき出したからであったり、洞ヶ瀬が気負いすぎるのを止めたからだろうな。

「姫宮とは敵対するんじゃなくて、協力してもらったほうがウチは良いいと思うな」

「夢乃がそう言うなら、……姫宮連れてく……」

「うん♪」

　２人は両手を握にぎり合って仲良く微笑ほほえみ合う。

　ええ話や。

　まぁ、俺は行くなんて一言も言ってないんですけどね。

　洞ヶ瀬はイタズラげな笑みを浮うかべつつ、顔を覗のぞき込んでくる。

「で、姫宮どうする？　こんなに幼気いたいけな女子たちからの誘さそい、断らないよね？」

　たくましさしか感じんかったが。

　とはいうものの、

「そうだな。今回はお言葉に甘えて連れて行ってもらおうかな。白星も誘っていいか？」

　発言直後、洞ヶ瀬が少し切れ長な目をパチクリと開いたり閉じたり。

「何だよ」

「絶対『やだ』の一点張りだと思ってたからビックリ……！　へー！　団体行動嫌いの姫宮も成長してんじゃん♪」

「……」

「どうかした姫宮？」

「いや、何でもナイゾ」

「俺の協調性のなさを白星に知ってもらうには、リア充との団体行動は打ってつけの環かん境きようだから」なんて言えんよな。

　大多数がワイワイ楽しんでいる中、ソロ充の異い端たん者が浮き彫ぼりになれば、白星は愛あい想そを尽つかしてくれるかもしれん。今回のカラオケよりも見込みはある。

　美人は三日で飽あきるなら、ボッチは一いつ泊ぱく二日で飽きる可能性を俺は信じたい。

　未いまだに訝いぶかし気に見てくる洞ヶ瀬からフイッと視線を外すと、外した先には遠藤が眉まゆ根ねを寄せて睨にらんできていた。

「い、言っとくけど、ヒナが俊太郎好きなこと周りにチクったらマジ許さないかんね!?」

　なんか夏休み前にも同じような感じで洞ヶ瀬に脅おどされたよなぁ。

「比奈。姫宮にとって『マジ許さない』は脅し文句にならないから、もっと言葉強めな」

「うんっ！　姫宮！　俊太郎のこと周りにチクったら殺すかんね！」

「ワカッタワカッタ。言わないように死ぬ気で努メマス」

「「絶っ対、死ぬつもりじゃん！」」

　殺された場合もダイイングメッセージと遺書で書き残す所存です。

　おひとり様ジョーク通用せず。








３章　遠えん藤どう比ひ奈なは共感してほしい






　本日は一泊二日のキャンプの日。もしくは、いかに俺が協調性がないかを白しら星ほしに見せびらかすお披ひ露ろ目め会。

　お披露目会といっても大それたものではない。カラオケのときと同様、いつもどおりの俺を見せればいいだけである。

　メンバーは美み咲さきたち仲良し３人組を含ふくめたリア充グループに、俺と白星を含めた全11名の大所帯。いつぞや食堂で昼飯を食べたときと似た構成になっている。

　俺も成長したものだ。いくら見学とはいえ、少し前の俺ならば一いつ緒しよに寝ね泊とまりする話を提案されただけで首を横に振ふっていただろう。昼飯でさえＮＧを出していたくらいだし。

　今現在、住み慣れた神こう戸べ市を離はなれ、目的地へと繫つながる長い長い橋を高速バスで渡わたっている道中。窓まど際ぎわ席から外を覗けば、見渡す限り海・海・海。

　それもそのはず、今は明あか石し海かい峡きよう大おお橋はしのド真ん中。

「橋なっげ！　マジなっげ！」

　窓にへばりつく伊い刈かりが、小学生並みの感想を連呼しているのも無理はない。この明石海峡大橋、世界最長の吊つり橋なのだから。

　地味に。

　橋の完成時に愛あい称しようを募ぼ集しゆうし、『パールブリッジ』と決定したものの全く定着しなかったのが地味さに拍はく車しやをかけてしまう。レインボーブリッジは封ふう鎖さできなくとも、パールブリッジなら封鎖できるんじゃね？　と思えるくらいに。約５倍も長さが違ちがうのに。

　とまぁ、地味さと切なさを兼かね備えた橋かもしれんが、兼ね備えているからこそ愛着が湧わくというもの。たとえ、辺り一面が瀬せ戸と内ない海かいで、真っ直すぐ直線を走り続けるとしてもだ。僅わずかに変わりゆく景色を楽しもうではないか。

　穏おだやかな海面を眺めるも良し、橋を横切る船や並へい走そうするツーリングバイク集団を観察するも良し、吊り橋の建築美を鑑かん賞しようするも良し。

「姫ひめ宮みや、今日は絶好のキャンプ日和びよりになって良かったよな！」

「ソダネー」

　波川に塩対応するも良し。

「姫宮は相変わらずドライだよなぁ」

　俺隣どなりに座る波川は、相変わらずの爽さわやか笑え顔がおで俺の塩対応も何のその。

　さすがはクラスのキング、もしくは本日のメインキャストといったところか。俺とは器うつわの大きさが違う。

　俺隣の波川がそうであるように、リア充メンバーは景色を楽しむより談だん笑しようを楽しむほうが好みのようだ。各おの々おのが隣に座る仲間との会話に花を咲さかせる。

　前方席の美咲と白星は、

「先週は英え玲れ奈なと瑠る璃りの３人でＵＳＪ行ってきたよ。ミニオンが可愛かわいすぎて、ついつい大きいぬいぐるみ買っちゃったんだ～♪　帰るときすっごい恥はずかしかったんだけどね」

「ＵＳＪいいですね！　私、まだＵＳＨのほうしか行ったことないので羨うらやましいですっ！」

「Ｈ？　……。えっ！　有あり栖すちゃん、ハリウッドのほうはあるの!?」

「はい♪」

「逆に羨ましい……！」

　テレビでよく見かけるけど、モノホンのセレブって本当に金銭感覚バグってんだな。

　俺らがゲームで一いつ生しよう懸けん命めい貯ためた99万９９９９Ｇでポンポン買い物するみたいに、現実世界でポンポンするんだろうなぁ。

　後方席の羽鳥と洞うろヶが瀬せは、

「分かるっ……！　神戸方面の人、私も羨ましい」

「だよねー。皆みんな、三さんの宮みやにタダで行けるのに、ウチらだけ往復で３８０円消費だもん。セコいかもしんないけどチリツモで毎月地味に痛手だわ」

　うんうん……と、しみじみ頷うなずく２人。

　要するに神戸方面が帰り道の奴やつらは三宮に定期券で行けるが、大おお阪さか方面が帰り道の自分たちは三宮駅まで定期券だけでは行けない、ということを愚ぐ痴ちっているのか。

　会話が庶しよ民みん的すぎて超ちよう落ち着く。

　一方その頃ころ、波川の愉ゆ快かいな仲間たち、伊刈と夏な越ごしは、

「なっげ！　マジなっげ！」

「伊刈……、俺、バス酔よいしてるから少し黙だまれ……」

「マ？　チーかま食いたいんだけど、隣で食ったらキレる？」

「食ったら殺す……」

　アホ乙おつ。

　男女含め、良くも悪くも教室での雰ふん囲い気きと大して変わりはない。

　遠藤以外は。

「俊太郎！　泳ぎたい！」

　何その力強い意気込み。

　わざわざ補助席に座ってまで波川の隣に座る遠藤は、やはり今日に懸かける想おもいが強いのか、力んでるの丸出し。熱を持った身体からだを冷ますかのように、自じ慢まんのパーマを放熱ファンの如ごとくクルクル指でいじくり続ける。

　こんなことで波川との距きよ離りを一気に縮めることができるのだろうかコイツは。

　と思うものの、

「泳ぐの楽しみだよなー。てか、今日の比奈はいつもよりテンション高いな」

「た、高くないもんっ！」

「いいじゃん。俺はテンション高い比奈の方が好きだぞ」

「そ、そうなん……？　……それなら高いままでいる」

「おう♪」

「ねぇ俊太郎。ゴムボート借りれるみたいだし一緒に乗ろーね？　いいっしょ……？」

「おっけ。けど、俺しか漕こがないとかいうオチはナシだぞ？」

「なっ！　ヒナもちゃんと漕ぐし～！　今日のためにダイエッ──、き、筋トレしてきたかんねっ！」

「ふはっ！　頼たのもしいな比奈は！」と笑う波川に、遠藤も「笑うなし～！」と軽いボディタッチ×３。

　あっちっちー。

　なんだよ。既すでにイイ感じに仕上がってるじゃないか。体重といい。

　さすがはクラスのクイーン、もしくは本日のメインヒロインといったところか。未だに力みは残っているものの、チキって一日が終わるような事態にはならなそうだ。キャンプ場に着く頃には肩かたも温まっているに違いない。

　遠藤は髪かみを指クルするのを止やめ、波川へと小指を差し出す。

「俊太郎！　指切り！」

「心配性しようだなあ、比奈は」

　ケジメで指を切り落とせということではなく、２人一緒のゴムボートに乗る約束が籠こもった指切りげんまん。

　よく雑誌やネットで、『過度なスキンシップは、相手からのラブコール☆』とか頭悪そうな記事を見かけるが、あながち間違っていないのかもしれん。

　小指を立てる遠藤の表情には、嬉うれしさと気恥ずかしさが混じっている。波川に触さわりたい欲求と意識されたい欲求から来ているのは丸分かり。

　いつから俺は解説キャラになったんだよと言いたいところだが、遠藤サポーターの女子陣じんも２人の様子を微笑ほほえましく観察中。会話しつつチラチラ見てきたり、聞き耳立てているのが面おも白しろいくらい分かる。鼻で笑えるくらい。

「一緒に乗る約束な」

「うん♪」

　波川も小指を差し出せば、遠藤はさらに嬉し気な表情を浮うかべて自分の小指を近づける。

　誰だれもが幸さい先さき良いスタートを切れたと思った。

「俊太郎……、助けてくれ……」

　指と指が絡からみ合う寸前。ゾンビさながらに顔を青白くした夏越が、２人の背後から雪崩なだれ込む。

「信じらんねぇ……。伊刈の野や郎ろう、マジでチーかま食い始めやがった……」

　恋こい路じを邪じや魔まするのは夏越じゃなくてチーかま。というより伊刈。

　指切りげんまんしている場合ではないと、波川が手を下ろして立ち上がってしまう。

「郁いく斗としっかりしろよ……。ほら、真ん中が酔いづらいから補助席座れって。比奈、悪いけど席ズレてやってくれるか？」

「え……」

　結果、波川が夏越の席に移り、俺の隣に遠藤が来てしまう。

　小指を立てたまま。

「遠藤、とりあえず小指下ろせよ」

「よ、余計なお世話なんですけど！」

　体重減らすの頑がん張ばったね、のほうが良かったのか。

　コミュニケーションまじムズいんですけど。

　まぁ、カーストの低い俺が何を言っても、この人はキレるんでしょうけど。

　ぽっぽ火ほ照てった身体をパタつかせる遠藤は、既に恋に恋する乙女おとめモードではない。楽屋ではクソ態度の悪い売れっ子アイドル状態。

　文字通り、アゴで指図してくる。

「ねぇ、暑いからヒナの方にクーラー全向けしてくんない？」

　残念だが遠藤。俺はお前のマネージャーでもなければ、媚こびを売る気もない。

「ねぇ、話聞いてんの？」

「いいけど、どうなっても知らんぞ」

「はぁ？　マジ意味分かんない。早くしてよ」

　仏の顔も三度まで。

　おひとり様は一度だけ。

　くらえ。

　姫宮春はる一いちは風の精せい霊れいを呼び出した。

　夏越郁斗に９９９のダメージ。

「うえっ……！」

「郁斗!?」

　遠藤に冷風を全部向ければ、隣の夏越が遠藤の甘ったるい香こう水すいの香かおりをモロに被ひ弾だん。今の夏越にとっては猛もう毒どく以外の何ものでもない。もはや虫の息。

「比奈……。頼むから冷れい房ぼうは我慢してくれ……。姫宮も頼む……。ウッ……ェ！」

「キャ──────ッ！　マジ、隣でえずくなぁ！」

　暑さを味わうか惨さん劇げきを味わうかなら、ワガママ姫も迷う余地はなく。




　長い明石海峡大橋を抜ぬけると雪国だった。

　という情景が広がることは勿もち論ろんない。橋を渡わたり切った先は兵ひよう庫ご県南に浮かぶ島、淡あわ路じ島しま。

　島といえど３つの市から成り立っているだけあり、俺の住む六ろつ甲こうアイランドとは比べ物にならない土地の広さだ。夏になればキャンプや海水浴場、牧場や動植物園といったファームパークなんかが賑にぎわいを見せ、島外から多くの人々が押し寄せる観光名所となっている。

　都会には程ほど遠とおいが必要最低限の娯ご楽らく施し設せつも整っていて、田舎いなか派の人間には非常に住みやすい環かん境きようではなかろうか。そんな淡路島。

　たまねぎの名産地で、たまねぎリレーマラソンなるカオスな大会も数年前から行われている。そんな淡路島。

　そんな淡路島の最南部にあるキャンプ場こそ、今回の目的地である。

「うおおおおおっ！　やっと着いたぞ！　イエエェェ────────！」

　敷しき地ちへ足を踏ふみ入れた途と端たん、伊刈がテントゾーンの原っぱを全力疾しつ走そう。仲間だと思ったのか、同等の知能指数だと思ったのか、近くで戯たわむれていた大型犬２頭も伊刈の背中を追いかけ回す。恥ずかしいから、そのまま帰ってほしい。

　俺に寄ってきた白星はパチパチと伊刈へ賛辞の拍はく手しゆを送る。

「わぁぁ～～～！　伊刈さんはペーターみたいですねっ！」

　白星よ。それは褒ほめているのだろうか。

「俺、ペーター！」と本人も大喜びしてるし、褒めてることにしておこう。

　というよりもだ。この際、伊刈のことなどどうでもいい。すまん、元からどうでもいい。

「なぁ白星」

「？　どうかしましたか？」

「距離近すぎないか……？」

　俺と白星の距離。ゼロ距離を通り越こし、もはや触ふれ合っている。

　白星の柔やわ肌はだが心ここ地ち好よさと同時に暑苦しさを提供。甘いミルクのような香りが鼻び孔こうをくすぐり、歩きづらさが神経を逆さか撫なでる。矛む盾じゆんのコラボキャンペーン実施中。

　詫わび石貰もらえず。

「いえいえっ。近いことなんかありませんよ。もっとくっつきたいくらいです♪」

　有言実行と、白星は身体をさらに預けてくる。ポタラ付けてたら合体するレベル。俺としては物もの凄すごく魔ま封ふう波ばしたい。

「暑い……」

「はいっ♪　すっごくアツアツです♪」

　頭沸わいとんのか己おのれは。

　このタイミングで、「俺とお前は熱盛だＺＥ？」なんて言うわけねーだろ。

　カラオケ以降、白星が余計俺に懐なついた。スキンシップの距離がご覧のあり様なのだから、疑う余地もない。

　今日が心配だ。とてつもなく。

　一いつ泊ぱく二日のキャンプ生活を用いた『協調性の無い俺、カッコ悪いだろ？』作戦も、『尖とがってる春一さん、カッコ良いいですっ！』になりそうで。

　頼んますよ白星さん……。

　アイコンタクトも逆効果で、依い然ぜん高密着してくる白星の体温がさらに上じよう昇しようしてしまう。

「有栖って呼んでくれたら、少し離はなれてもいいかなぁって……。思っちゃいますよ……？」

　幸せなら態度で示そうよ。

　不幸せなら言葉で示そうよ。

「有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖有栖」

「は、春一さんが私の名前を連呼!?　ど、どうしましょう～～～！　お顔のニヤつきが収まりません～～～♪」

　麦わら帽ぼう子しを深く被かぶって大はしゃぎする白星は、超ちよう絶ぜつ湯たんぽ状態。あまりの熱源に俺の細さい胞ぼうが死し滅めつしそう。

　我われを忘れてるところ悪いけど、こんだけ連呼したんだから早く離れろコラ。

　離れてくれないならコチラから離れるまで。『有栖』という呪じゆ詛その言葉を詠えい唱しようしつつ、速足で白星から離れることに成功。

　したと思いきや、別のモンスターとエンカウント。

　背後から倉くら敷しきに抱だき着かれてしまう。身を委ゆだねられてしまう。

「ああ……。もっと早くから、こうしておけば良かった……」

　甘えるような声を出し、愛いとし気に頰ほおを擦すり寄せてくる。

　俺のリュックに。

「あー……楽ちーん……」

「おい。重いから離れろ」

「ん？　わたしは軽いぞ？」

　そんな円つぶらな瞳ひとみで首傾かしげるなよ。

　それはお前が楽できてるから？　それとも体重が？

　両方らしい。耳元で「お姫ひめ様さま抱っこしてみるか？　というかシロ」と脅おどしてきやがる。なんだこの背はい後ご霊れい。子泣き倉敷？

　このキャンプ場、モンスターハウスかよ。

　突とつ如じよ、身体からだが軽くなる。

「こら瑠璃。姫宮困ってるだろ」

　ありがとう、正義のヒーロー波川マン。波川が倉敷の首根っこを、ひょいと摘つまんで除霊してくれる。
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　さらに波川は倉敷へ手を差し出す。

「俺がコテージまで荷物持ってやるから。な？」

　さすが日々部活で汗あせを流しているだけのことはある。未いまだバス酔よいから立ち直っていない波川の背後霊、ナゴーシ・イクト・レクイエムの荷物だけでなく、倉敷の荷物まで運ぼうとしているのだから。健康目的でランニングしている俺とは体力が違ちがう。

　波川の言葉に甘えるべく、「ラッキー♪」と倉敷は背負っているメッセンジャーバッグを外そうとする。しかし、「ハッ！」と我に返ったかのように瞳と口を大きく開く。

　視線の先には心配げに様子を窺うかがう遠藤が。

　本日の女性陣じんの目的、遠藤の恋路のサポートを思い出したようだ。

　ハンズアップしていた手をネコの手にした倉敷がシャウト。

「お、お前はわたしに優やさしくするにゃあ！」

「なんでだよ!?」

　シャ───ッ！　と全身を逆立てる倉敷は、俺を盾たてに波川を威い嚇かくし続ける。もはやネコ。

「本気で荷物持ってほしいわけじゃないからっ！　わたしは姫宮とラブニケーションが取りたかっただけだから！」

　何がラブニケーションだよ。おもくそ荷物持たせようとしてたじゃねーか。

　倉敷はさらには俺へと腕うで組ぐみし、波川にアッカンベー。

「姫宮も口では冷たい態度だけど、内心ではわたしのこと愛おしくて仕方ないと思ってるから！　ほれ、姫宮も俊太郎にガツンと言ってやれ！」

「倉敷。俺は包み隠かくさず言葉に出すタイプだぞ」

「わたしにガツンと来た!?　けど、ブレない性格が好きっ！」

　腕に絡からみつくな、暑くすぐったい。

「ラブニケーション……」と立ち尽くす波川を尻しり目めに、倉敷が遠藤へと高速ウインク。

「今だヤレ」とメッセージを込めれば、遠藤も力強く頷うなずく。

「しゅ、俊太郎！　ヒナの荷物持ってよ！」

「お、おう……」

　イケメン故ゆえの気苦労、ここにありけり。

「ふーっ……。危にゃかったー……」

　倉敷が冷や汗をひと拭ぬぐい。当たり前に俺が首に掛かけてるタオル使うなよ。

　とにもかくにも結果オーライ。遠藤と一いつ緒しよに歩いていた渡わた住ずみ芽め久ぐがさりげなく死に体の夏越を回収し、波川と遠藤を２人で歩かせることに成功させる。

「瑠璃と芽久ナイス！」と裏方女性陣は密ひそかにハイタッチし合う。仲なか睦むつまじいこって。

　美咲たちが倉敷とハイタッチすると、流れで俺にも求めてくる。

「姫宮君もやったね♪」

　俺も片手を突つき出す。ノーサンキューの意味を込めて。

「あ。俺は大だい丈じよう夫ぶです」

「……」

　手を下げようとする刹せつ那な、下げさせるものかと美咲の手が俺の手をガッチリホールド。美咲の細くしなやかな指が俺の指と密接に絡み合いドキドキ。勿論、恐きよう怖ふで。

　大おお真ま面じ目めな美咲は、俺へと詰つめ寄ると耳元で囁ささやく。

「今日は比奈ちゃんと波川君のために頑がん張ばろうねっ」

「……オウ」

　カタコトで呟つぶやけば、引き続きハイタッチ祭り開かい催さい。というかボディタッチ祭り。

「ナイスー♪」と洞ヶ瀬が俺の頰をペシペシしてきたり、「ナ、ナイス……」と羽鳥が俺の手の甲こうをペタペタしてきたり、「ナイスですっ」と白星が二の腕にスリスリしてきたり。

　俺はご利り益やくのある銅像じゃねー。

　女性陣に囲まれ、何だか教祖様になった気分。信者１人でも持て余してるんですけど。

　教祖おひとり様を前に、「皆みんなも頑張ろうっ！」と美咲が女性陣に意い思し疎そ通つうを図はかれば、一同も「「「「「おー！」」」」」とやる気を更さらに漲みなぎらせる。

　人の恋こい路じを全力で応おう援えんする。いかにも青春っぽくていいじゃないですか。

　張り切る一同に俺からも一言。

「じゃあ後ほど」

「「「「「……え？」」」」」

　固まる一同に軽く会え釈しやくを終え、ＪＫの人ひと混ごみから脱だつ出しゆつ。

　チェックインを済ましに管理棟とうの受付に行こうとするが、美咲に止められてしまう。

「ちょ！　ちょっと姫宮君！　後ほどってどういうこと？」

「あー。俺、コテージじゃなくてテント場の方予約してるから。ソロキャンプ」

「「「「「……」」」」」

「安心しろ。前もってコテージ側の宿泊は１人分キャンセルしてるし、人数の差額で発生する料金も払はらう。買い出しのときにでも使ってくれ」

「「「「「……」」」」」

　代表者の洞ヶ瀬に差額分の５００円を献けん上じようすると、大きく溜ため息いきをつかれる。

「やけに団体行動に抵てい抗こうないと思ってたら、そういうことだったのね……」

「だな。俺が抵抗ないわけがないもんな」

「えらそうに言うなぁ！」

　やっぱり俺は成長してないんだろうなー。

　独り万ばん歳ざい。




　　　　※　※　※




　受付を済まし、本日の寝ね床どこである１区画にテントを張っていく。

　さすが宿泊場所なだけあり、広大な山が真夏の照り付ける日差しを緩かん和わし、目前に広がる海からは涼すずやかな風が届いてくる。夜も暑さに苦しむ心配は無さそうだ。

　テントの設営作業はこなれたもので、ソロキャンデビューのときはテント１つで試行錯さく誤ごの連続だったなと、小学生時代を懐かしめるくらいには余よ裕ゆうを持てている。

　本当に懐かしい。親父おやじのテント引っ張り出して、マンションの屋上に立てたんだよなぁ。そのあと、めちゃめちゃ怒おこられたんだよなぁ。若さ故の過あやまち。

　あのときと同じ高こう揚ようを今も感じられているのだから、俺の少年心は未だに廃すたれていないということか。

　独り好きな人種って、総じて自分だけのプライベートルームや隠れ家への憧あこがれが強いのではなかろうか。参考文献、俺。

　故に、自分の住すみ処かを自分の手で作っているというだけでテンションが上がってしまう。骨組みのポールをせっせとテントに通すだけでニンマリしそうになるし、土中にペグをカンカン打ち込むだけで音に合わせて口笛を吹ふいてしまう。

　美咲たちが泊とまるコテージのほうが利便性は間違いなく高い。しかしだ。あえて不便さを味わえるテント生活も趣おもむきがあって良いではないか。

　ときに便利なキャンプグッズや最新のガジェットを駆く使ししつつ、アナログな暮らしを楽しむ。このチェンジオブペースがたまらなく少年心をくすぐるのではないか。

　海と山に囲まれ、自然と一体になってしまえば、如い何かなるしがらみからも解放されてしまう。どんなことさえ、ちっぽけなことに思えてしまう。

　ああ、素す晴ばらしきテント生活。素晴らしき大自然。

「春一さんっ、お手伝いに参りました♪」

「あ、大丈夫でーす」

　ちっぽけなのは俺でした。

　誰だれかが襲しゆう撃げきしに来るのは覚かく悟ごしていたが、第一襲撃者は白星か。

「そんなこと言わないでくださいよー」と笑いかけてくる白星は、コテージに荷物を置き終えたようで手ぶら状態。

　改めて服装を見てみれば、淡あわいシャーベットカラーのブラウスとスカートが涼し気な印象を与あたえ、同時にお嬢じよう様さまっぽさや妖よう精せいっぽさも与えるコーデになっている。

　キャンプの服装としては少し浮ういていて、やはりキャンプのようなワイルドな遊びを白星はしたことがないのだろうか。

　はしゃぎすぎてブッ倒たおれるとかしなければいいが。

「せっかく来てくれたとこ悪いけど、フライシート被かぶせたらテントは完成なんだよ」

「そうなのですか？　けれど、他ほかに手伝える作業が少しくらいは残ってると思いますっ」

「あるっちゃあるけど、手伝ってもらう程ほどで──、「手伝わせてください！　春一さんのお役に立ちたいんですっ！」」

「おう……」

　美咲といいコイツといい、俺の周りには献身的な輩やからが多い。

　アクションゲーやＲＰＧでヒーラーとかのサポートキャラを使う奴やつって、きっとこういう奴なんだろうな。




　テントを完成させ、中にシーツとシュラフも敷しき終える。テント前にもテーブルや椅い子すなどを配置し終え、備え付けのコンセントが問題なく使えることも確かく認にん完かん了りよう。

　あとはＢＢＱの準備まで独りの時間を謳おう歌かするだけ。

　だけなのに。

「このテントとかテーブルも全部春一さんの私物なんですね」

「親父のお下がりが多いけどな。なぁ白星──、「このペンみたいなモノは何に使うんですか？」」

「ああ、それはコンパクトロッドって言って、持ち運びしやすい携けい帯たい用の釣つり竿ざおだ。そんなことより白星、お前そろそろコテージに──、「凄すごいですっ。こんな便利グッズも持ってるんですね♪」」

「……」

　テント内。１人用のテントに暑苦しくも２人の男女が雑談中。

　白星が全然コテージに帰ってくれない。俺の言葉を遮さえぎってまで、会話のキャッチボールを強ごう引いんに続行してくる。放ほうり投げたボールも必ず拾ってくるのだから、キャッチボールというより飼い主と飼い犬のボール遊びというほうが適切かもしれん。中々切り上げてくれないところとかソックリ。

　人の釣り竿で遊ぶんじゃねー。

　ふと、白星の左手に注視してしまう。決してフェチというわけではなく、何やら虫に刺さされたような赤い跡あとを発見してしまったから。

「おい。左手の甲、少し腫はれてるけど大丈夫なのか？」

「あっ、お気になさらないでください。歩いているとき、蚊かに刺されただけのようなので」

　本当にただの虫刺されだとは思うが用心に越こしたことはない。

　リュックからかゆみ止めの塗ぬり薬を取り出し、白星へと手て渡わたす。

「念のために塗っとけ」

　きょとんとした表情になるものの、それは一いつ瞬しゆんだけ。

「あ、ありがとうございます……。えへへ♪」

　白星は愛いとおしそうに受け取った塗り薬をギュッ、と抱だき締しめて表情を嬉し気に崩す。

　手の甲から脳に寄き生せい虫ちゆうが侵しん食しよくしてしまった、というわけではないようだ。

「なんだかんだ言いながら、面めん倒どう見みが良いいところが春一さんは素敵です♪　蚊に刺されて良かったと思えるくらいです」

「刺され足りないなら貸しとくぞ。ムカデとかクラゲにも効くみたいだし」

「照れないでくださいよう」

　早く塗れと催さい促そくすれば、白星は感謝しつつクリームをのばしていく。

「本当に春一さんは何でも持ってますね。ドラえもんみたいです」

　俺が本当にドラえもんだったら、もしもボックスで独りに優やさしい世界をクリエイトしますけどね。

「キャンプは備えあれば憂うれいなしだからな。それに普ふ段だんから散歩したりベンチで読書したりするのが好きだから、かゆみ止めは常備してるんだよ」

「本を読むのが好きなのは知っていましたが、お散歩も好きなのですね。また１つ春一さんのことを知ることができました！」

　俺の生態図ず鑑かんでも作る気なのだろうかコイツは。

　俺の考えも、あながち間ま違ちがっていないのかもしれないと思えてしまう。

　白星が深々と頭を下げてくる。

「今日はお誘さそいいただき、ありがとうございます」

「何だよいきなり」

「私、まだまだ春一さんのことを知れていないので、キャンプにお誘いいただいたときは本当に嬉うれしかったんです」

「……おう」

　白星を誘ったメインの目的。俺は団体行動ができないんです＆協調性が皆かい無むなんですアピールするため。

　感謝を受け取りづらいよなあ。

「それにです」

「それに？　うおっ……」

　白星が急接近。鼻と鼻がくっつきそうなくらいで、白星の碧あおく澄すんだ瞳ひとみが俺を離はなさない。両手まで握にぎられてしまう。

「私のことも、このキャンプ生活で沢たく山さん知っていただければと思うんですっ」

　美咲の言葉を改めて思い出す。

　俺と白星はお互たがいのことを知らなすぎるという言葉。

　そして、当事者である白星の口から出る『知ってほしい』という言葉。

　別に俺は白星が嫌きらいなわけではない。独りが好きなだけだ。

　それが今一つ伝わらないのは、白星のせいだけではなく、俺が独りよがりなせいもあるのは事実。俺が白星を知ろうとする努力が弱い。

　ディベートなんかもそうだ。自分の意見を一方的に主張するのではなく、相手の意見もしっかりと傾けい聴ちようしたうえで、自分の意見のほうが正しかったり好ましいと主張する。

　今回のキャンプイベントでは、しっかりと双そう方ほうが満足いく結果になるようベストを尽つくそうではないか。俺や白星自身の今後の糧かてになるのだから。

　白星の吸引力たっぷりの視線に負けじと、しっかりと見つめつつ１つ頷うなずく。

「おう。一いつ泊ぱく二日よろしくな」

「はい♪」

　腹を括くくれば、白星のあどけない笑え顔がおが今まで以上に可愛かわいらしく思えてくる。

「白星はこれからどうする？　コテージに戻もどるか？」

「えっとですね……」と白星が両手を忙せわしなくいじり始める。

「で、できれば、もう少しここに居たいなぁって思っちゃってます。ダメ、ですか……？」

「構わないぞ」

「ほんとですかっ！　ありがとうございます♪」

「それじゃ、俺散歩してくるんで」

「はい！　お気を付けくださいね♪　…………。あれ？」

　何やら考え中の白星。邪じや魔まをするのは良くないので、「失敬、失敬」と片手で空を切りながらテント外に出る。

「ごゆっくり」と会え釈しやく後、虫が入らないようにテントの出入り口をしっかりチャック。

　よし、散歩に行こう。

　歩き始めてから数秒後、背後から大きな声が。

「ええっ!?　私のことを知ろうとしてくれないのですか!?　い、行かないでくださ────い！」

　聞く耳持たず。我われ、早ク自然堪たん能のうシタイ。

　仕方ないだろ。バスの長旅から今までの間、独りの時間が絶対的に不足してたんだから。




　腹が減っては戦いくさはできぬ。

　良い言葉だよなぁ。

　自分でも思う。大だい丈じよう夫ぶかな俺。




　　　　※　※　※




　昼を迎むかえた12時過ぎ。キャンプのメインイベント、ＢＢＱが始まる。

　会場は女子グループのコテージにあるテラス。大人数用の建物だけに、外にも備え付けのテーブルや椅子があり、室内にはクーラーや炊すい飯はん器き、冷蔵庫などの基本設備が充じゆう実じつしている。勿もち論ろん、風ふ呂ろやトイレも完備。

　更さら地ちに電源コンセント１つ、トイレとコインシャワーは管理棟とうまで行かなければいけない我がテントとは大違いである。

　レンタルしてきたＢＢＱコンロをセッティングしていると、キッチンで作業していた美咲が俺のもとまでやって来る。

「姫宮君、姫宮君っ。特製ダレの味見してみて！」

　おニューのエプロンに身を包み、溢あふれ出る喜びとともに小皿を差し出す姿は新にい妻づまチック。笑顔の押し売りここにありけり。

　ほんと、コイツの調理しているときは、いつも以上に活いき活きしてるよな。あまりの輝かがやかしさに自分が今生きているのか心配になるくらいに。

　小皿のタレを指でひとすくい。そのまま口の中へ。

「うん、美味うまい。好きな味だな」

「良かった♪　隠かくし味にパイナップルジュースが入ってるの分かったかな？」

「ほー。そんなもんまで入れてんのか」

「お肉に絡からませると、もっと美味おいしくなるから期待しててね！」

　いい迷めい惑わくだ。今後、市し販はんのタレが美味しく感じなくなりそうで。

「お前は何ど処こに放り出しても独りで生きていけそうだよな」

「それを言うなら、何処に嫁よめに出しても恥はずかしくないでしょ……」

　すまんな。俺の脳はマルチプレイ用にはできてないもんで。

「嫁!?　だ、誰だれが春一さんのお嫁さんなのですか!?」

『嫁』の言葉に過か剰じよう反応するなよ白星は。

　白星はどこかに行っていたようで、何やら小包を抱かかえている。

　よく見れば包みには宛あて名なが書かれていたり、要冷蔵のシールが貼はられていたり。

「何だそれ？」

「お肉です♪　直接持ってきたら傷いたんじゃうので、受付宛てに郵送で届けてもらっていたんです」

「えーっ！　わざわざ持ってきてくれたの？」と驚おどろく美咲に、「どうぞどうぞっ。せっかくお招きいただいたので、お納めください！」と小包を贈ぞう呈ていする白星。

　近所の主婦みたいだなお前ら。

　しばしのやり取りを終え、「じゃあ、せっかくだし美味しく使わせてもらうね！」と美咲は白星へと感謝を述べ、小包の封ふうを開く。

　そして、固まる。

「美咲？」

　笑顔のまま固まる美咲の視線先、小包の中身を俺も覗のぞいてみる。

「おお……。マジか……」

　ヒノキ香かおる包みの中から顔を出す、重量感たっぷりのブロック肉。

　そのインパクトもさることながら、注目すべきは肉に大きく刻印されたノジギクの花。

　俺は知っている。兵庫県花であるノジギクの刻印が許される唯ゆい一いつのブランド牛を。

　日本三大和牛の１つ、神戸牛……！

「神戸といえば？」と聞かれると、意外と何もないことに気付いている神戸市民が、いの一番に思い付くといっても過言ではない神戸牛。

　そんな神戸の至宝が俺たちの目の前に君臨していた。

　というか白星。高校生如ごときのＢＢＱで神戸牛持って来てんじゃねーよ……。

　固まる俺たちの反応に、白星は不安げにオドオドと顔色を窺うかがってくる。

「どんな料理にもと思ってブロックで買ったのですが、カットしてもらったほうが良かったですか……？」

　そういう気配りできるところは素敵だと思います。的外れすぎるけど。

　ようやく我に返った美咲は、特製ダレを自分でも今一度味見。

「私の特製ダレ、神戸牛に通用するのかなぁ……」

　自信持っていいぞと言ってやりたいが、神戸牛なんていつ食ったか覚えてないレベルだし何とも言えん。

「と、とにかく！　傷まないように冷蔵庫にしまっておくね！」と、美咲は大事そうに小包を抱えてキッチンへと走っていく。

　まぁ、調理のスペシャリストの美咲がいれば、神戸牛も美味しく頂けるだろう。

　今回ばかりは認める。俺独りでは処理できない事態だったと。調理方法、サイコロステーキしか知らんし。

「淡あわ路じビーフのほうが良かったですかね……？」

　未いまだに真しん剣けんに尋たずねてくる白星を見てしまえば、「オーストラリア産とかで全然良かったわい」とはツッコめない。

「おーい！」と、買い物袋ぶくろをブンブン振ふり回して帰って来る伊刈を先頭に、買い出し班の一同がコテージへと戻って来る。

「肉スゲー買ってきたぞー！　肩かたロース、イチキュッパ！」

　伊刈がいつも以上に残念に見えてしまう。




　現在、室内のキッチンにてＢＢＱの絶賛仕込み中。せっせと具材を鉄てつ串ぐしに刺さしていく。

　喫きつ茶さ店てんでアルバイトするようになってからというもの、料理の栄養バランスや見み栄ばえに注目するようになったのは、良い傾けい向こうではなかろうか。

　見た目は大事だ。味は食べてみなければ分からないが、見た目が不味まずそうなら誰も手に取ってくれない。注目さえしてくれない。

　人間も同じだ。よれた恰かつ好こうをしていると、だらしない奴やつと思われる。キチッとした恰好をしていると、できる奴と思われる。ファーストインプレッションが重要視されるのは言うまでもないし、誰だって見下される道を率そつ先せんして選びたくはない。普ふ通つうに思われたいなら尚なお更さらに。

　そう考えると、ＢＢＱ具材のチョイスって中々に人間性が問われている。

　牛肉・鶏とり肉にく・ピーマン・パプリカ・ナス・玉ねぎ・しいたけ・エビ・ホタテなどなど。数多あまたある食材から栄養バランスや見栄え、食べるターゲット層などを考こう慮りよしながら１本１本で個を表現する。

　牛肉メインのオーソドックスタイプにも無限の可能性が秘ひめられている。

　一口目は肉がいいか野菜がいいか。色合い的にピーマンとパプリカのどちらが映はえるか。魚ぎよ介かい系を敢あえて入れることで味に変化を持たせたり。

　女子用のヘルシータイプも以下同文。

　野菜だけでは味気ないので、牛肉の代わりに脂あぶら身みの少ない鶏肉や女子大好物のエビを要所要所に差し込んだり、インスタ映えしやすいようにできるだけカラフルにしたり。

　ｅｔｃ……。

　今、情熱大陸の曲を流したら、俺は間ま違ちがいなくＢＢＱアーティスト。

　何だこの時間。超ちよう楽しいんですけど。

　ＢＢＱ＝皆みんなでワイワイするだけが全すべてじゃないと証明された瞬しゆん間かんである。

　俺だけに。

　独り黙もく々もくとオリジナリティ溢れるＢＢＱ創作に没ぼつ頭とうしていると、一いつ緒しよに作業中の白星に話しかけられる。というか話しかけられていた。

「春一さんは苦手なものはありますか？」

「ん？　俺か？　人付き合いが苦手だな」

「食材のつもりで聞いたのですが……」

　人付き合いが苦手だから、話嚙かみ合いませんでした。

　クセになってんだ、独りの世界に入るの。

「納なつ豆とうとかパクチーとか、独特な匂においの食材は苦手なのが多いな」

　あっさりしたモノが何でもいいよな、食べ物も人も。

「勉強になりますっ」と熱心に頷うなずく白星の嫌きらいなものが俺も気になってしまう。

　３００円以下のお菓か子し全ぜん般ぱんとか、値引きされた弁当とか？

「白星の嫌いなものって何だ？」

「私は刺し激げきの強いものが苦手です。梅干しとか唐とう辛がら子しとか、涙なみだ目めになっちゃいます」

「あー。なんとなく白星らしいな」

「ですか？」と微笑ほほえむ目の前の少女に、「ぬくぬく温室育ちでストレスなく生き続けてるっぽいもんな」とか失礼極きわまりない発言したら嫌ってくれんかな。その笑え顔がお守りたいから言わんけども。

　後ろのキッチンコンロで作業している洞ヶ瀬も話を聞いていたようだ。

「有栖。カレーのルー、中辛だけど大丈夫？」

「あっ。中辛なら美味しくいただけます！」

「あとで味見してもらって、無理っぽかったら野菜たっぷりすりおろしてあげるから、そのときは遠慮なく言ってね」

「心配してくださり、ありがとうございます♪」と白星が笑顔で感謝すれば、「おっけー」と洞ヶ瀬も笑顔を返し、そのままパックに入った固形ルーを鍋なべの中に投入していく。

　ギャルとかヤンキーが実は優やさしいってポイント高いよなぁ。

　じっとりした視線で洞ヶ瀬に睨にらまれてしまう。

「また変なこと考えてんでしょ姫宮は」

「ギャルとかヤンキーが実は優しいってポイント高いよなぁ、と」

「思ったことまんま口に出すな……！　そもそも！　ウチ、言うほどギャルじゃないし！」

　謙けん遜そんしなくてもいいじゃないスか。

　じゃがいも崩くずれちゃうんで、オタマはゆっくりかき混ぜていただければ幸いです。

　というよりもだ。

「洞ヶ瀬は料理できる口なんだな」

「ウチは華か梨りんみたいにレパートリーは多くないけど少しくらいはね。チビたちのお泊とまり会でカレーは鉄板だし」

　言われてみれば、俺が子供の頃ころのお泊り会もカレーとかシチューだった気がする。

「チビたち？　お泊り会？」と白星の頭の中はクエスチョンマークだらけ。

「洞ヶ瀬は保育園でバイトしてんだよ。生きつ粋すいの子供好きなんだ」

「人をロリコンみたいに言うな」

　洞ヶ瀬が捻ひねった蛇じや口ぐちからデコピンで水すい滴てきを飛ばしてくる。対して白星はパッチリと瞳ひとみを見開いて「わぁ♪」と感かん嘆たんの声。

「夢ゆめ乃のさんはお子さんが好きなんですねっ！」

　周囲に隠す必要性が無くなっただけに、洞ヶ瀬は若じやつ干かんの照れを見せつつも頷く。

「うん。……超好き」

　殺し文句ごちそう様です。

　キッズトークで洞ヶ瀬は何か思い出したのか。

「ねぇ、姫宮」

「ん？」

「チビたちがアンタとまた遊びたがってるから、今度保育園に顔出してよ」

「やだ」

「子供の頼たのみくらい聞いてあげなさいよ……」

「だってアイツら、めちゃくちゃしてくるし」

　休みの日に公園のベンチで読書したり街を散歩したりしてると、たまに洞ヶ瀬と愉ゆ快かいな子供たちとエンカウントするのだが、「おんぶしてー」とか「怪かい人じんやってー」とか「一発ギャグやってー」とかそりゃもう騒さわがしい。

　ゆずが多重影かげ分身したみたいで、中でも洞ヶ瀬大好きッ子のカイトなど毎回のように戦いを挑いどんでくる。負けでいいと言っているのに別日になるとまた挑んでくる。セーブ機能付いてねーのかよ。

　アイツらがヤンキーだったら泣いてる自信ある。

　よって、休日返上でチビッ子たちと遊ぶ気はねー。

　チビッ子集団の首領、洞ヶ瀬が俺に寄りかかってきてグリグリと肘ひじを押し付けてくる。狡こう猾かつそうなニンマリした笑みを添そえて。

「どーせ、いつもの公園か高こう架か下したのベンチで本読んでるだろうし、またチビたちと会いに行ってあ・げ・る」

「……」

　しばらくはＣコースでの散歩は控ひかえようかな。

　俺らのやり取りを眺ながめている白星が、「いいなあ」と呟つぶやく。

「私も春一さんの馴な染じみの場所、沢たく山さん知りたいし巡めぐってみたいですっ」

　着目点そこかよ。俺の聖地巡じゆん礼れいとか、どマイナーすぎんだろ。

「ベンチばっかになるから止やめときな」と洞ヶ瀬がしれっと俺に喧けん嘩かを売りながら、白星へと味見用の小皿を差し出す。そうこうしてる間にカレーのルーが全て溶とけたようだ。

　お嬢じよう様さまも固形ルーの味には大満足のようで、「とっても美味おいしいです♪」と率直な感想。

　俺への皮肉が、いい隠かくし味になったのではないでしょうか。

　冗じよう談だんです、全て洞ヶ瀬の料理スキルの賜たま物ものです。

　さすがギャップ萌もえのプロ、洞ヶ瀬だよなーと改めて感心してしまう。同時にギャップ萌えについても考えてしまう。

　粗そ暴ぼうに見えて優しかったり、料理ができないように見えて上手うまかったら評価はすこぶる高くなる。自分の想像より少しでも良ければ、当社比３倍くらい。

　しかし、元から良さげに見える人物はどうだろうか。優しそうに見える人物がやはり優しかったり、料理ができるように見えてやはり上手かった場合はそこまでの評価は得られない。逆にできない場合は落らく胆たんすらされてしまう。

　自然と視線は、近場にいる美咲へ。

「す、すごい……！　手の体温でお肉の脂が溶けちゃう……！」

　感動すら覚えつつ、高級肉やらＢＢＱの具材を美咲はカット中。

　カットされた具材に注目。肉は男女関係なく食べやすい一口大に統一されていて、肩ロースの固い筋には切れ込みが入っている。野菜に応じてカット方法を変えているのは勿もち論ろん、カボチャなど刺しやすいようにレンチンされている。食べ手側だけでなく、作り手側のことまで考えられているのだから素す晴ばらしいの一言に尽つきる。

　手て際ぎわ良さと配はい慮りよの両立ぶりは、いかにもパーフェクトヒロイン、美咲華梨らしいと感じてしまう。しかしだ。この『らしい』が付いている時点で、ギャップが生じにくくなっているのは明白。

　俺の視線に気付き、美咲は屈くつ託たくない笑顔を向けてくる。

「姫宮君、どうしたの？」

「気にするな。人間、完かん璧ぺきすぎるのも考えものだなと思ってただけだから」

「え……。もしかして、私同情されてるの……？」

　よし。残り分の具材を串くしに通していこう。

「理由！　理由を教えてくれるかな!?」と聞こえてくるが、気のせいだろう。気のせいに違いない。病は気から。

「ひ、比奈!?　何で魚に洗せん剤ざい垂らそうとしてんだ!?」

「俊太郎バカじゃ～ん♪　まずはヌメり取るとこから始めるのが常識だかんね！」

「バカはお前だ！　洗剤から手を離はなせ！」

　波川と遠藤のやり取りが気のせいであってほしかったな……。

　流し台にて繰くり広げられる物ぶつ騒そうな会話が耳に入ってしまう。美咲を含ふくめた女性陣じんでさえ温かい目ではなく生温かい目。見守っているのではなく固かた唾ずを吞のんでいる。

　そりゃそうだ。誰だれだって死にたくはない。

「食器用洗剤は食器を洗うものだ」という波川のごもっともな正論に、「そうなん？」と遠藤もようやく分かってくれた様子。

「じゃあ、このタワシでゴシっていい？」

「比奈……。それ、キッチン用の金属タワシな……」

　料理ができなそうに見えて料理以前の問題というニュータイプ、ギャップ萎なえの使い手が出現。需じゆ要ようが無さすぎるぞ遠藤よ。

　いくら遠藤と波川の距きよ離りを縮めようと共同作業させたところで、これでは意味がない。ドジっ子の域も超こえているし、胃い袋ぶくろを握にぎり潰つぶす料理を波川が求めているわけもない。求めているならただの自殺志願者。

　波川は遠藤をじっくりと見つめる。

「な、何？」

「比奈は料理全くしたことないのか？」

「！　……あるもん」

「調理実習とか飯はん盒ごう炊すい爨さんはノーカンだぞ？」

　図星らしい。遠藤は「あ、あう……」と口をパクつかせ、さっきまでのハイテンションは何ど処こへやら。髪かみを指でクルクルさせてＮＯＷ ＬＯＡＤＩＮＧ……。

　恥はずかしさや情けなさといった感情？　様々な感情が入り乱れているようで、ついには容量オーバー。俯うつむいてフリーズしてしまう。

　しかし、「……ふっ！」と突とつ如じよ息を漏もらす音が聞こえ、遠藤は再び顔を上げる。

「俊、太郎……？」

　見上げる視線の先には、必死に口元を腕うでで隠す波川が。

「わ、悪い……。洗剤で魚洗おうとする奴やつなんて初めて見たからさ……。金属タワシで洗ったら身がボロボロ──、ふはっ……！　あーっダメだ！　比奈面おも白しろすぎんだろ！」

　ついには我が慢まんの限界と波川が吹ふき出してしまう。大笑いである。

　笑われるのは予想外だったのか、ワンテンポ遅おくれて遠藤は顔を赤らめる。

「わ、笑わないでよっ！」

「ハハハ！　別に怒おこってるわけじゃないんだからイイじゃん。ってか、そんな凹へこむなよ。俺も全然できないから、どっこいどっこいだしさ」

　マイナスな感情を向ける気など一いつ切さいない波川は、遠藤の頭をポンポンと撫なでる。

　そして、爽さわやかな笑顔で言うのだ。

「一いつ緒しよに調べたり、教えてもらいながらやってこーぜ。な？」

「俊太郎……！　うんっ！　ヒナ、超ちよう頑がん張ばる！」

「おう♪」

　波川は、おっとこまえやなぁ。

　そりゃ遠藤が惚ほれる理由も頷うなずける。

　しかし遠藤。好きになってもらおうとしてるのに、一層好きになってどうするよ。

　女子陣も微笑ほほえまし気。俺としては自分の死期が延びたことに嬉うれし気。

　同じく２人のやり取りを終始見ていた白星は、甘い少女漫まん画がでも読んでたのかというくらい、うっとりした表情になっていた。

「互たがいを補い合って、苦難を乗り越こえようとする光景は素敵ですよねー……」

　独りだけで苦難を乗り越えるのも中々に乙おつなものだけどな。

　うっとり乙女おとめ顔から一変。気を引き締しめるように両手を握り締める白星は、滾たぎる気持ちを解き放ってくる。

「春一さんっ。私たちもお二人に負けないくらいの熱量でＢＢＱ頑張りましょうね♪」

「あ。俺、ＢＢＱコンロの準備できたか聞いてくるわ」

「今の流れで行かないでくださ─────い！」の大声はもはやデフォ。ＢＢＱコンロのあるテラスへと歩き出す。

　熱量確かに届けます。ＢＢＱコンロに。

　協力プレイを否定する気も無いし、場合によっては喜んで参戦もする。けど、無意味な協力プレイはナンセンスだし御ご免めん被こうむる。

　連れションが最たる例だよな。小便効率が上がるわけでもないし、コンビネーション技わざが発動するわけでもない。生理現象なのに相手のタイミングに委ゆだねる感じもちょっと。

　連れションって粋いきな感じの造語が問題ではなかろうか。もっとダサい名前にしていたら、この文化が根付くことは無かったと思う。おしっコミュニケーションとか。

「おーい磯いそ〇ー、おしっコミュニケーションしよーぜー」と誘さそわれて、丸まる刈がりもおいそれとトイレに行こうとは思わんだろう。

　あー……。ＢＢＱ前にアホなこと考えるもんじゃねーな。

　テラスへ出てみると２人の男が騒がしい。

「クソ～～～ッ！　全然火ぃ点つかね────っ！」

「サラダ油でもぶっこめばいいんじゃね？」

　俺も大たい概がいだけど、君らも大概だね。

　ＢＢＱコンロの火を担当している伊刈と、乗り物酔よいから復活した夏越が悪あく戦せん苦く闘とう中。

　どうやら未いまだ炭に火を点けられていないようだ。

　すまん白星。お前の熱量、コンロに届けられんかった。

「俺キレた！　めっちゃ着火剤ざい入れてやんべ！」

　トチ狂くるったのか。伊刈は大量の固形タイプの着火剤を新聞紙に包み、それをコンロの中へと放ほうり込む。

「どうしたの？」

　テラスのテーブルで作業していた羽鳥が寄って来てしまったので、思わず華きや奢しやな腕を手た繰ぐり寄せてしまう。バランスを崩くずし、俺へ寄りかかってくる羽鳥は驚おどろいた様子。

「ひ、姫宮っ？」

「危ないから下がれ」

　回収した羽鳥ごと大きく後退。刹せつ那な、伊刈がチャッカマンで爆ばく弾だんに火を点ける。

　数コンマ秒後、

「「あっつ！」」

　残念な男たちの悲痛な叫さけび声。周囲の温度が一いつ瞬しゆんだけ跳はね上がり、ＢＢＱコンロに火柱が立ち上る。

　盛せい大だいにのけ反った夏越と伊刈は、大の字で仰あお向むけ状態。

「伊刈、おまえ……。寿じゆ命みよう縮むわ……」

「俺も死んだと思った……。てか、ちょっと前髪焦こげた……」

　２人が寿命と前髪を犠ぎ牲せいにしたものの、火柱は既すでに消えている。こんな雑な方法で炭に火が点くわけがないし、良い子はマネしちゃダメレベルの危険行こう為いである。

　羽鳥は特にダメージを受けた様子がなくて一安心。

「いきなり引っ張って悪かったな」

「う、ううんっ……。ありがとう姫宮」

　衝しよう撃げき映像によって速まる鼓こ動どうと胸を押さえつける羽鳥は、俺に離れるより早く感謝を述べる。ただ女子の二の腕を触さわりたかったセクハラ野や郎ろうにならなくても一安心。

　さて。本題はここから。

「羽鳥。テーブルにある余った割り箸ばし、いくつか貰もらってもいいか？　あとアルミホイルも」

「？　持ってくるから、ちょっと待ってて」

　羽鳥が必要なモノを調達してくれている間に、ＢＢＱコンロにいる２人の前へ。

「「姫宮？」」

　俺の存在に気付き、顔を上げる夏越と伊刈はギブアップ状態。カラッカラに意い気き消しよう沈ちんしている姿は、消し炭として再利用できる可能性すら感じる。

「俺がやるから代わってくれ」

「「おう……。任せた……」」

「危ないから、どいたどいた」と、伊刈＆夏越を横へと追いやり、羽鳥を加えた３人のギャラリーを前に作業開始。

　ソロキャンプ好きな俺にとって、火の扱あつかいは人の扱いよりも長たけている。

　まずはコンロ内にバラ蒔まかれた炭を一いつ旦たん撤てつ去きよし、炭や食材の脂あぶらなんかの焦げを予防できるようアルミホイルを敷しいていく。

　次いで、炭に火を点ける種火の準備。貰った数すう膳ぜんの割り箸や、落ちている小枝を適当な長さに折って、ふんわりと小さな山を形成して固形燃料を添そえる。

　小山を炭で煙えん突とつ状に囲い、基本陣形は完成。着火剤に火を灯せば周りの木々に炎ほのおが移っていき、じっくりと炭を熱し続ける。

　要所要所、下部から団扇うちわで風を送り続けること数分、真っ黒だった炭は赤々しくコンロ内を燃え盛さかるようになり、大まかな火起こしが完かん了りよう。

　峠とうげは越えたと独り頷けば、様子を見守っていた３人が「あっという間……！」だの「おー」だの「やっべ！　やっべ！」だの。感かん嘆たんの声を出しながら賛辞の拍はく手しゆ。

　何この、一芸披ひ露ろうしましたみたいな雰ふん囲い気き。

「すごいです春一さんっ！　火の扱いもお手の物なんですね♪」

　お前の扱いは持て余してるけどな。

　炎えん上じようさせるのはコンロだけで充じゆう分ぶんだから言わんが。

　白星も途と中ちゆうから見学していたようだ。完成分のＢＢＱを盛った大皿を両手に、拍手できないならと、瞳ひとみを存分に輝かがやかせて俺を見つめていた。

　伊刈が大はしゃぎ。

「早さつ速そく焼いてこーぜ！」

「点けたばかりだから未まだだな」

「ま？　ちょっとくらい生焼けでもいいんじゃね？」

「誰か食中毒になったときに責任持てるなら止めんけど」

「……おお」

　固まる伊刈を代弁するかのように夏越が、「お前って、エグいことサラッと言うよな……」と呟つぶやいてくる。

　エグいことサラッとやろうとする伊刈よりマシだと思う。

　白星が伊刈へと急接近。

「ダメですよ、伊刈さんっ！」

「し、白星ちゃん？」

　このお嬢じよう様さま、相変わらず肝きもが据すわってるというか、恐おそれ知らずというか。外の世界を知らない森の野ウサギ的な？

「この後も楽しいイベントは続くのですから、少しだけ我慢しましょうよ。ね？」

「だよな！　白星ちゃんの言う通りだわ！　ハハハハハ！」

　言葉にも責任持てんのかコイツは。

　下の名前で呼べなくとも、未だに伊刈は白星に好意を抱いだいてるっぽい。熱ねつ中ちゆう症しようですか？　とでも言いたくなるくらい顔真っ赤だし。

　そんな伊刈にアシスト。

「しばらく俺はコンロから離はなれられないし、伊刈らは白星の手伝いしてやってくれよ」

「えっ、私も春一さ──、「うおっしゃぁぁぁ！　白星ちゃんヨロシクな！　俺、やるときやっから！」」

　アシストというか、餌えさ放り投げたら食いついた感じだよな。

　見たか白星。これがウチのクラスの問題じ──、ムードメーカー。

　ムードメーカーに圧あつ倒とうされた白星が「は、はい……」と頷くと、今日一のテンションと化した伊刈は室内へと全力疾しつ走そう。「分かりやすっ」と呆あきれる夏越も室内へと歩いていく。

　白星は何か言いたげというか不満気というか。

「さてと。この後も楽しいイベントは続くみたいだし、オレモガンバロウカナ」

　言げん質ち取ったり。

「ううっ……。い、行ってきま────すっ！」

　行かないでくださいの逆パターンが完成。白星が言い返せるわけもなく室内目指して全力疾走。

　ふう。やっと独りになれる。

「私も手伝う」

「……」

　俺隣どなりには当たり前に羽鳥が。本格的に自分も手伝うと言いたげに、長い黒くろ髪かみを１つに束ね済み。結び目高めのポニーテールが可愛かわいいですね。

「熱いし危ないから、羽鳥も別の作業してていいぞ」

「熱くても危なくても平気。さっきみたいに姫宮が助けてくれるから」

　俺はスーパーマンかよ。

　羽鳥は轟ごう々ごうと燃えるコンロ前から動こうとしないどころか、俺の額に流れる汗あせをハンカチで拭ぬぐって微笑みかけてくる。

「それに」

「それに？」

「私だって姫宮と沢たく山さん話したいもん」

　大人系女子の時たま出る子供っぽい言こと葉ば遣づかいは破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐん。

　夏休み中に消化した語りたい本や映画、ゲーム実じつ況きようなんかが溜たまりに溜まってんのかな。

　俺へと前まえ屈かがみ気味の羽鳥は、「早く語りたい！」というメッセージを表情でひしひしと伝えてくる。ビシビシとかのが適切かもしれん。

　溜ため息いきづきつつ、羽鳥へと団扇を持たせる。

「口だけじゃなくて、ちゃんと手も動かすんだぞ？」

「うんっ♪　分かった」

　ヤル気は伝わったから、扇あおぐ力をもう少し落としてくれれば幸いです。

　サブカル女子がパタパタ扇ぎ続ければ、室内から頰ほおを膨ふくらましてコッチを見ているお嬢様も煙けむりで見えなくなる。




　ＢＢＱコンロや料理などの準備が全すべて完了し、いざ昼食タイム。

　引き続きコンロの火を管理しつつ、料理もいただいていく。

　神戸牛美味ー……。

　普ふ通つうの肉と柔やわらかさが段だん違ちがいで、嚙かめば嚙むほど上質な脂と旨うまみが口の中いっぱいに広がっていく。この肉を普通の肉にカテゴリーするのは危険だ。一いつ緒しよくたにしてしまえば、今後家庭で行われるであろう焼肉に支障が出てしまう。焼肉ｗｗｗになってしまう。

　本日のメイン料理、高級肉ＢＢＱを頰張れば、ワイワイ楽しんでいた一同もあまりの美味うまさに一瞬黙だまり込むレベル。誰だれしもが幸福感に、ほっこり包まれてしまう。

「瑠璃～……、私今、すっっっごい幸せだよ～……♪」

「奇き遇ぐうだね華梨～……、わたしも今、すっっっごい幸せ～……♪」

　感情が希き薄はくな俺でも唸うなってしまうのだから、目の前で食事する感情豊かな２人はそりゃもう幸せいっぱい。身体からだから溢あふれ出る幸せで空の彼方かなたまで飛んでいきそう。

　あと少しで飛んでいきそうだし、イイ感じに焼き上がっているＢＢＱを２人の紙皿へめっちゃ載のせたい。

　そんな生産性のないことを考えながらコンロの炭を継つぎ足していると、サラダを取りに行っていた本日のヒーロー白星が戻もどって来る。

　先ほどの一件を根に持っているのか。ＢＢＱが本格的に始まってからというもの、白星は今まで以上に俺へとスタンドバイミー。というかピクミン。

「大人数でワイワイ食事するのはとっても楽しいですね♪」

　独りでボチボチ食事するのも超ちよう絶ぜつ楽しいです。

　お世辞ではなく心からＢＢＱを白星は楽しめているようで、料理も美味そうに食べているのは何よりだ。「庶しよ民みん的な料理は胃が受け付けません（笑）」とかほざいたら中指立ててた。

　美咲と白星は、ご近所チックなやり取りをリピート。「有栖ちゃん、美味おいしいお肉ありがとね！」と美咲が言えば、「いえいえっ。喜んでいただけて何よりです♪」と白星も大喜び。

　少し前に知り合ったはずが、既すでに旧知の仲に見えるのだからすごい。

　白星は育ちが良いというのもあるが、美咲やリア充グループの誰にも物もの怖おじせずのびのびと接していることから、学校でも一定以上の地位を持っているのだろう。

　不思議だよな。いくら学校が違えど、人との接し方や距きよ離り感かんでその人物がどれくらいの地位を高校生活で持っているのかが簡単に分かるのだから。

「ほれ姫宮。お前もちゃんと食わないと駄だ目めだぞー」

　いつの間に？　美咲の隣にいたはずの倉敷が気付けば俺の横に。そのまま自分の食べているＢＢＱを俺へと差し出してくるではないか。

「あーんしてみ？　ピーマンあ～ん」

「お前、絶対ピーマン嫌きらいなだけだろ」

「にゃっ。バレちった？」

　ゆずと同じ手口だから丸分かり。

「細かいことは気にせずパクッといっちゃえよー」と、俺の口にピーマンを放ほうり込もうとするが、倉敷の愚ぐ行こうに気付いた白星が、「ダメです──っ！」と大おお慌あわてで制止に入って来る。

「ストップです瑠璃さんっ！　あ～んのシチュエーションは、互たがいの信しん頼らいのもと成り立つコミュニケーションですよっ！」

　無む作さく為いの人間にポッキーゲームさせようとしてたくせに何言ってんだコイツ。

　その言葉に最も大きな反応を見せたのは、しれっと話を聞いていた遠藤だった。

「互いの、信頼……」と呟き、隣に座る波川を見上げている。手にはＢＢＱの串くしを摑つかんで。

　分かりやっすー。

　遠藤が「しゅっ、しゅしゅしゅ俊太郎っ！」と勇気を振ふり絞しぼって話しかける。忍にん者じやか。

　一方その頃ころ、俺の目の前には串が１本増えていた。白星までも差し出してきやがる。

「姫宮、あ～ん」「春一さん、あ～ん！」

　ピーマンを処理して欲しいバカと、嫉しつ妬とに駆かられるバカ。

　仕方なしに俺は口を開く。

　言葉を発するために。

「こういうバカップルみたいなノリが苦手だから、独りが好きなんだよ俺」

「「……」」

　２人の腕うでがダラリと下がったので、コンロ上の程ほど好よく焼き上がったＢＢＱを摑んで一口。

　超美味ー。

　一方その頃、遠藤と波川。

「ん？　比奈どうしたんだ？」

「な、何でもない……」

　俺の言葉も届いていたようで、遠藤は持っているＢＢＱを自分の口へと運んでモグモグと口をつぐむ。

　スマンな遠藤。他人の恋こい路じのために、自分のアイデンティティを捻ねじ曲げることはできんのですわ。

　腹も程好く満たされた頃。「はいはーい」と洞ヶ瀬が手を叩たたいて一同の注目を集める。その仕草は子供たちの先生っぽい。

「この後、後片付けしたら水着に着き替がえて、海前にある広場集合ねー」

　食後は海で男女仲良くワイワイ。さすがリア充、眩まぶしいぜ。

　俺も負けてられないな。

　挙手すれば、洞ヶ瀬が「何何？」と発言を許可してくれる。

「片付け後は、テントでコーヒータイムに──、「アンタも来・る・の！」」

　これだから団体行動は嫌いなんだ。




　　　　※　※　※




　キャンプ場の南側に位置する海水浴場にて。

　さすが夏真っ盛さかり。白く熱を帯びる砂すな浜はまや真っ青な波揺ゆれる海は、家族や友達グループらしき人々でワイワイ賑にぎわっている。

　レジャーシートを敷しいたパラソル下、美咲から貰もらった焼きリンゴを齧かじりつつボーッと景色を眺ながめていると、忘れ物でもしたのだろうか？　海岸で遊んでいたはずの美咲と羽鳥が戻って来る。

　やはりというか何というか。抜群のプロポーションや容姿、仲なか睦むつまじく笑い合う２人に、周囲の人間は横切られただけで視線を外せなくなってしまう。

　美咲の水着はタイトめな下地に、ニット生き地じが貼はり合わされた重ね着風ビキニ。ざっくり編み込みの粗あらいニットからは柔らかそうなマシュマロバストが僅わずかに零こぼれ、女性らしい丸っぽさを帯びた形良い美び尻じりも最大限に引き立てている。バスタオル１枚のときとは違った色気や可愛さをひしひしと感じてしまう。

　羽鳥の水着は以前見たことがあるシンプルイズベストな無地色ビキニ。新しん鮮せん味みに欠けてしまうという心配は皆かい無むだ。恥はずかしがってパーカーを羽織り続けていた頃の羽鳥を俺だけが知れていたり、羽鳥の人生初の紐ひもタイプビキニを誰よりも先に見れているのだから。充じゆう足そく感かんは値あたい千金だし、そもそもグラマラスボディに飽あきが来るわけがない。

　結論、心臓に悪いから近づかないでください。

　足に付いた砂を払はらい、レジャーシート内に入って来る２人。

　当然の如ごとく俺の両隣に。なんでやねん。

　俺だって男だ。水着美少女たちがいきなり両隣に座ってくれば、危機管理能力がいつもよりワンテンポ遅おくれてしまうのも無理はない。

「おい──、「英玲奈っ。見切れちゃうから、もっと姫宮君に寄って寄って！　姫宮君はニッコリお願いしまーす」」

「う、うん！」「……」

「撮とりまーす♪」

　美咲がインカメラモードにしたスマホで３ショット写真の撮さつ影えい開始。

　逃にげようにも逃げられない。カメラの視野角に収まろうと２人が顔や身体を大だい胆たんに寄せてくるから。右に動けば美咲の頰と俺の頰が重なりそうになるし、左に動けば羽鳥の胸と俺の二の腕がくっつきそうになる。なんならちょいちょい当たってる。

　昨今の女子高生には羞しゆう恥ち心しんというものがないのか。はたまた、夏の海が彼女たちを暴走させるのか。お前らの両親悲しませるなよ。

　何枚かの写真を撮り終え、２人から解放＆ボーナスタイムが終しゆう了りよう。

　撮りたて写真を見てキャッキャッはしゃぐ２人に物申す。

「肖しよう像ぞう権けんって知ってるか？」

「仕方ないでしょ姫宮君。可愛かわいいゆずちゃんからのお願いなんだからさ♪」

「ゆず？」と首を横に傾かたむければ、２人は首を縦に振る。

　コイツらと妹が連れん絡らくを取り合う手段は１つ。俺のスマホしか考えられない。

　スマホを取り出し、放置気味にしている俺らのグループチャットを覗のぞいてみる。

　見ず知らずのメッセージが多数。メッセージどころか、ときどきグループ通話の履り歴れきまである。無料で通話できるってのも考え物だな。

　最も最新のやり取りを覗いてみると、

【姫宮春一】キャンプでは、カリン姉とエレ姉ののーさつ写真ちょうだいね！　もちろん春兄付きで！
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　というメッセージが。

　俺のこと煮に卵たまごとかチャーシューとでも思っとんのか。てか止やめろよゆず。万が一、誰かにこのメッセージ見られたら、俺完かん璧ぺきに変態じゃねーか。

　新着メッセージが通知され、グループチャットに今しがた撮影した写真が届く。ご丁てい寧ねいに加工まで完了していて、カメラ目線でニコニコな女子２人と、カメラより遠くを見つめる不愛想な男子１人が映っていた。俺だけトリミングしていいスか。

　２人の仕事も済んだようだし頃合いだろう。

　立ち上がり大きく背せ伸のびすれば、羽鳥に尋たずねられる。

「姫宮、何ど処こ行くの？」

「ボート借りて、ちょっと海に流されてくる」

「独りを満まん喫きつしすぎて、遠くまで流されちゃダメだよ？」

　美咲の助言は、あながち有り得る話なので肝きもに銘めいじておかなければ。




　海の家でゴムボートのレンタル手続きを終え、上がるテンションを抑おさえつつ目の前に広がる海目指して砂浜を歩く。

　オールが２本付いている本格タイプなのがもう素す晴ばらしく、足を伸ばせるよう敢あえて２～３人用と大きめを借りたところがミソ。

「春一さんっ。私も連れて行ってくださいよう！」

「やだ」

「そのボート超楽しそう！　わたしも乗りたいぞ姫宮っ！　３ｐｔでどうだ！」

「いらない」

　悪いな白星と倉敷、このボート１人乗り専用なんだ。見た目はちょっと大きいけど。

　一難去ってまた一難。紐でボートを引いているその両隣、器用にも地団太踏ふみながら並へい走そうしてくる２人の女子が騒さわがしい。

　白星の水着はワンピースタイプ。普ふ段だん着ぎのワンピースはよく喫きつ茶さ店てんで見ているので馴な染じみ深いと思いきや、水着は全くに別物と言わざる得ない。肌はだに密着する生地はもちろん、ミニ丈たけスカートや大胆に露ろ出しゆつした背中などが原因だろう。さらには、小こ柄がらな背丈の割に中々育ちの良い胸の持ち主だということが判明。横で暴れられるとポヨン、ポヨン、と胸が揺れ続ける。視線に困るから止めて欲しい。

　倉敷の水着は上下色違いのビキニ。トップはフリル付きで、ボトムはショーツのようなローライズタイプ。ネコを彷ほう彿ふつさせるのは水着も要因の一つだが、倉敷のしなやかで柔じゆう軟なんそうな身体からだによるところが大きいと思われる。以前コスプレ時に付けていたネコ耳と尻尾しつぽがあれば、ネコ娘むすめとして地位を確立できること間ま違ちがいなし。

　結論。心臓に悪いから付いてこないでください。

　ボート遊泳のお供は、ラジオの聴きけるスマホとキンキンに冷えたアイスコーヒー入りマグボトルだけで十分である。

　突とつ如じよ、ビシュゥ！　と俺の後頭部に水がヒット。

「ないっしゅー♪」

　人の頭をブチ抜ぬいておいて、満足気にニタニタと近づいてくるヒットマンは洞ヶ瀬。

　リア充グループは水みず鉄でつ砲ぽうで銃じゆう撃げき戦せんでもしていたのか。俺とは比べ物にならないくらい洞ヶ瀬は全身水みず浸びたし。しかし、ただの水浸しではない。Ｔシャツを着て熱中していたようで全身スケスケなのだ。谷間や谷間に挟はさまったネックレス、ほっそりしたウエストにあるヘソまで。まとわりつく布がより立体的に身体のラインを浮うき彫ぼりにし、濡ぬれたＴシャツの裾すそから垂れ流れる水すい滴てきが、洞ヶ瀬の生足を伝って艶なまめかしさをさらに強調してくる。

　結論、濡れＴ万ばん歳ざい。

　洞ヶ瀬の背後から、同じく水浸しのリア充メンバーがやって来る。

　伊刈は話を聞いていたようで、自分を指差して白星へと猛もうアピール。

「し、白星ちゃん！　俺で良ければボート借りてくるぜ!?」

「ごめんなさいっ！　伊刈さんじゃ意味が無いんです！」

「……おぅ」

　白星の天然兼けん、残ざん酷こくな発言に伊刈撃げき沈ちん。リア充メンバーは大だい爆ばく笑しよう。

「悪気はないんだから。な？」と慰なぐさめるのは波川くらいで、その優やさしさが身に染しみ過ぎて伊刈は泣いてしまいそう。

　ふと、遠藤が波川をチラチラ覗のぞいたり、ソワソワと尻しり込ごみしたりする姿が目に入る。

　波川とボートに乗る約束をしていたし、誘さそうか誘わないか悩なやんでいるようだ。

　忘れられてる？　自分から言い出すのがセオリー？　などと考えているのが丸出しで、乙女おとめ感満まん載さい。もうちょっと放置しておけば会いたくて震ふるえだしそう。

　洞ヶ瀬と渡住はさすがは友人ＡとＢ。遠藤の気持ちを後押しするため男子メンバーに聞こえないように「ほらほらっ」と囁ささやいてエールを送る。

　ついには、

「俊太郎っ！　ヒナたちもボート！」

「ん？　そうだな、ボート乗るって約束してたもんな。よし！　俺らもボート乗るか！」

　波川がバッチリ快かい諾だくすれば、「うん♪」と遠藤大喜び。安あん堵どの交じった笑え顔がおは素直に可愛いと思う。傍ぼう若じやく無ぶ人じんのワガママ姫ひめだと知らなければもっと。

　白星も倉敷も２人の恋こい路じを祝福しているようだし、めでたしめでたし。

　どさくさに紛まぎれて一同からフェードアウトしようと再び歩き出す。

　波川の言葉を聞くまでは。

「じゃあ俺と郁斗でボート借りてくるわ。悪いけど、誰だれか華梨と英玲奈も誘っといてくれるか？」

　遠藤を中心に、洞ヶ瀬たち女性陣じんが「え……？」と呟つぶやいてしまう。

　美咲と羽鳥って嫌きらわれてるのかな。

　そんなわけはないようで、

「……俊太郎とヒナだけで乗るんじゃないの？」

「何言ってんだよ比奈！　皆みんなでボートに乗ったほうが絶対盛り上がるし、良いい思い出になるって！」

「……」

　自じ慢まんのパーマを指クルする癖くせすら忘れ、遠藤が強制シャットダウン。プログラム復旧の目め途どは立っておらず、笑顔だった先ほどまでのデータは吹ふっ飛んでいる。

　成なる程ほど。波川の一いつ緒しよに乗るという約束は、何も２人きりとまでは言っていない。故ゆえに平和主義者らしく皆一緒に仲良く遊ぼうと提案してしまったのか。

　白星には悪気がないと言ったように、波川本人にも悪気はないんだろうな。それだけに今の遠藤にとって辛しん辣らつな言葉になってしまっている。

　コミュニケーションってやっぱり難しい。クイーンの遠藤でさえ上手うまく伝えることができないのだから。キングの波川でさえ気持ちを汲くみ取ることができないのだから。

　天あま海み先生に残暑見み舞まいの手紙を出そう。『俺には無理ゲですわ』の一言を添そえて。

　ついにワガママ姫ＰＣにウイルスが侵しん入にゆう。グググ……！　と拳こぶしを握にぎりしめ、強い目力が尚なお一層に強まってしまう。不ふ機き嫌げんなのか怒おこっているのか。二刀流の可能性大。

「あー……。俊太郎、ウチらはボートって気分じゃ──、「もういい！」」

　カバーに入ろうとする洞ヶ瀬の言葉を遮さえぎり、遠藤は続ける。

「ヒナ、日焼けしたい気分に変わったから独りで焼いてくる！」

「お、おい」と、呼び止めようとする波川や洞ヶ瀬たちから離はなれていく遠藤の辿たどり着く先。

　……え。俺？　遠藤が俺の目の前にまでやって来る。

「姫宮。ヒナにボート貸して」

「は？」

「ボートの上で日焼けするからに決まってんじゃん！」

　結局ボートに乗ろうとしてんじゃん。

「貸して！」

「やだ」

「な……！　ちょっとくらいヒナに気を遣つかおうって気持ちはないわけ!?」

「ないから貸さないんだぞ」

「～～～っ！　このロボット人間！　無機質男！」

　最近のロボットは、ＡＩ機能付いてるから感情豊かですけどね。

　いくら感情が薄うすかろうと俺にだってプライドはある。そもそもの話、無む干かん渉しようをモットーとする独り好きに、気遣いを求めること自体お門かど違ちがい。

　紐ひもを握るこの手、決して離さない。

　未いまだボートをよこせと駄だ々だをこねる遠藤の手を摑つかむのは波川。

「姫宮も困ってるから、ちょっと落ち着けって。ボートは俺が借りてくるからさ。な？」

　誰にでも優しい波川は、調和を保とうと遠藤へと手を差し伸べる。

　しかし、遠藤は手を伸ばさない。代わりに少し濡らした瞳ひとみで吠ほえる。

「～～～～っ！　そういう問題じゃないんだもん！　俊太郎のバカ──────ッ！」

「比奈!?」

　我慢の限界だと、遠藤は海へと全力疾しつ走そう。ボートの紐を握り締しめて。

　不意を突つかれた俺は、紐から手を離してしまう。

　わけがない。

「ぐぉぉぉ……！」

「は、春一さんっ!?」

　もはや意地。

　俺の愛すべき独りの時間が他人の恋路のせいで削けずられてなるものかと、バランスを崩くずしながらも砂すな浜はまを走り続ける。紐を絶対に離すものかと、かろうじてボートと窃せつ盗とう犯を追いかけ続ける。週２、健康志向ランニングの成果ここにありけり。

　遠藤とボートにようやく追いついたと思えばスピードがいきなり失速。勢い余って前方へとヘッドダイビング。

　顔がめり込んだ先は砂浜でも海でもない。入水したボートの中だった。

　顔を上げれば、コチラ目め掛がけて白星が駆かけてきている。

　白星……、そんなに俺のことを心配して……。

「春一さんとボートデートするのは私ですよ─────う！」

　今だけはアイツの揺ゆれる両乳をガン見してもいいと思う。

　白星の後には波川も駆け寄ってきていて、遠藤はヤケっぱち。

「もうお前も一緒でいい！」

　どこにそんな力を蓄たくわえているのか。オールで大量の水を遠藤は必死に搔かき分わけ続け、ぐんぐん砂浜から離れていく。自じ称しよう筋トレの成果ここにありけり。

　え……。何この状じよう況きよう。拉ら致ち？

　砂浜から洞ヶ瀬や倉敷、何事かと駆けつける美咲や羽鳥たちが俺を見ている。

　そんな一同は、両手を合わせていたり切実そうな表情を送ってきたり。「あとはよろしくお願いします」とでも言いたげに。

　白星は泳いでまで追いかけようとしてくるが、これ以上の深さは危険だと波川に止められている。「行かないでくださ─────い！」という叫さけび声だけが届いてくる。

　道徳の一いつ環かんで、クラスで飼われていた子ブタが出しゆつ荷かされる的な？

　ドナドナとボッチを乗せて。




　どれくらい経過しただろうか。

　やけ食いではなく、やけ漕こぎ？　遠藤は力任せに漕ぐわ漕ぐわ。

　既すでにキャンプ場は見えず、ガムシャラに漕いでるもんだから現在の場所がどこかすら分からない。遠くの沖おきにサーフィンやパドルボートを楽しむ人々が微かすかに見えるくらいで、スマホを持ってきていなかったら間違いなく詰つんでいた。

「なぁ。もう漕がなくてもいいんじゃないか？」

「……」

　一心不乱にオールを漕いでいた遠藤の動きがピタ、と止まる。周囲に何も無くなっていることにようやく気付いたようだ。

　ひと運動終え、オールを離すと大きく深呼吸を繰くり返す。汗あせばんだ頰ほおに横よこ髪がみが僅わずかにくっついて、ちょっぴりアダルティ。

　遠藤がボートに転がるマグボトルを指差す。無論俺のである。

「ねぇ。中身何？」

「アイスコーヒー」

「砂糖とミルクは？」

「ブラック」

「……。じゃあ要いらない」

　飲むの前提だったのが素す晴ばらしいよな。おこちゃまは海水でも飲んでるヨロシイ。

　無駄なエネルギーをこれ以上消費したくないのか、今になって傷心度が増してきたのか。遠藤は体育座りになると、身を抱だきしめるようにして小さくなる。角度によっては何も着けていないように見え、安心してください穿はいてますよ状態。

　男子高校生たるもの、「ひゅー。エッロー」くらいの感想は生まれる。しかし、今日は肌はだ色いろ成分を十二分に拝んでいる。失礼な話、見み飽あきました。

　というわけで、独りの時間を本格的にエンジョイしたいです。

　俺のユニークスキル発動。

　相そう互ご不干渉な相席シヤル・ウ空間イ・ボツチ

『俺も貴方あなたのことを気にしないので、貴方も俺のことを気にしないでもらってＯＫです』という意思を言葉でなく態度で伝える妙みよう技ぎ。

　プライベートルームにたむろし続ける美咲と羽鳥のおかげで習得した技わざである。

　真横を向いて、背中にひんやりとした海を感じつつ快晴を仰あおぐ。もっと海を感じたいと、両足を直に海水へ浸つければベストポジション確立。

　こうなればボッチのもの。氷がたっぷり入った最高にクールなアイスコーヒーをグビリグビリ。スマホからラジオを垂れ流して口笛をぴゅるりぴゅるり。

　どぅぁはぁぁぁ～～～……、炎えん天てん下かのアイスコーヒー、美味～～～……。

　真っ青な海と空、開放された空間で聴くラジオパーソナリティの声も染み渡わたるわぁ～～～……。

　独り最高かよ……。

「飲めないヒナの前で美味おいしそうに飲むとか超ちよう有り得ないんですけど！　失しつ恋れん体験談のメッセージ読むとか超超超～～～ッ！　論外！」

　遠藤大だい爆ばく発はつ。元気取り戻もどせて良かったね。

　ブラック飲めない君が悪いじゃん。お便りの苦情はお便りで言えばいいじゃん。

　俺の妙技、通用せず。

　違いますね。美咲と羽鳥が空気読んでくれてただけですね。

　まさか、美咲と羽鳥が恋しくなる日が来るとはなぁ。

「ねぇ、さっきまでのヒナの話聞いてた？」

「聞いてたぞ。ボトルの中身はブラックだから要らないって話だろ」

「違うかんね!?」

　じゃあ聞いてませんでした。

　俺の妙技、自分には発動してたんか。それもう完全に無視してただけやんけ。

　この際、自分にだけ発動すればいいやと、狸たぬき寝ね入いりしようとするが、遠藤が寝かせてくれない。エロい意味じゃなくてウザい意味で。

「俊太郎を教室で初めて見かけたとき『ヤバッ！　超カッコイイ！』って一ひと目め惚ぼれしちゃったんだよね～♪　最初は、カッコよかったら多少性格キツくてもいいかなって考えてたの。けどだよ!?　俊太郎って性格も優やさしいし、スポーツ抜ばつ群ぐんじゃん？　もうどんどん好きになっちゃって～♪」

「……」

「バスで姫宮も聞いてたじゃんね？　一いつ緒しよに乗ろって。普ふ通つう、女子から一緒に乗ろって言ったら、２人きりって意味じゃんね！　そりゃ怒るじゃんね!?　……まぁ、そういうちょっと天然なところも、可愛かわいくて好きなんだけど……」

「……」

「せっかくヒナのためにって夢乃と芽久が提案してくれたキャンプなのにさ。全っ然、今日はアプローチできてない……。タイミングが悪いって感じ？　ってことは、ヒナと俊太郎って相あい性しようも悪いのかなぁ」

「……」

　コイツ超うるせぇ……。

　睡すい眠みん学習？　と聞きたくなるくらい俺の真横でベラベラベラベラ。恋こいバナというか愚ぐ痴ちというか世間話というか。近きん隣りん住民だったら注意しに行くレベルの迷めい惑わく行こう為い。

　さすが洞ヶ瀬の親友。舌引っこ抜ぬいたろかい。

　日差しに陰かげりが生じ、ゆっくりと目ま蓋ぶたを開くと遠藤が俺を見下ろしている。

「ねぇ。ウチと俊太郎の関係って、普段どんな風に見える？」

「ビニール袋ぶくろかビニル袋の論争くらいどうでもいい」

「お前マジなんなん!?」

　遠藤マジうけるー。

　そんなこと言ったってしょうがないじゃないか。ハイパーどうでもいいのだから。買ったばかりのイヤホンコードに付いてるラベルくらいどうでもいい。

　遠藤は、ふんっ！　と鼻を鳴らし、自じ慢まんのパーマを指でクルクル。相変わらずの甘ったるい香かおりも俺へと襲おそい掛かって来る。

「何でこの状況でヒナをスルーできるわけ？　てか、慰なぐさめの言葉くらい掛けるのが普通だかんね？」

　負けじと鼻で笑ってしまう。

「慰めの言葉を掛けるのが普通、ね」

「な、何なん？　ヒナ、おかしいこと何一つ言ってないんですけど！」

「もっと遠藤にお似合いの男が見つかるってー、とか言えばいいのか？」

「!?　……。そんなんじゃ──、「ないとは言わせんぞ。俺がお前を慰めようとして掛けた言葉だからな」」

　遠藤は何か言いたそうにしているが、ド正論だったのか何も言い返しては来ない。

　ラジオを止めて遠藤と向き合う。

　俺はロボットではない。独りの時間を邪じや魔まされれば戦いたくなるし、世界基準のように自分ルールを押し付けられれば腹が立つ。人には人の乳にゆう酸さん菌きんがあるように、人には人の普通があるのに。

「求めてる言葉が返ってこないからって否定するなよ。俺はな、思ってもない建前だけの会話が大だい嫌きらいなんだ。時間の無む駄だとさえ思ってる」

　だからこそ、

「『遠藤と波川は相性抜群』という言葉を求めていようが、俺は適当に言った言葉に責任を持ちたくない。だから絶対に言わんぞ」

「なっ……！」

　はい図星。遠藤の表情は不ふ機き嫌げんさが薄うすまり、羞しゆう恥ちの感情がみるみる大きくなっていく。顔は真っ赤っ赤。

　戦う場所が悪かったな遠藤。１対１の環かん境きよう下における現在、お前お得意の周囲を巻き込んで場の空気を制圧することはできないのだから。対して、海上デスマッチは俺の独どく壇だん場じよう。もとより独りですから。

　しかし、クイーンである自分がこのまま言い負かされるのは気に食わない、恥はずかしさに侵しん食しよくされるわけにはいかないと、遠藤は声を張り上げる。




「別にいいじゃん！　皆みんなに励はげまされたりすると安心するんだもん！　独りぼっちで寂さびしい姫宮が僻ひがんでんだけじゃん！」




　カチッ、と頭の中でスイッチが鳴った。

「独りぼっちで寂しい……？」

「ヒナ知ってんかんね！　お前がいっつも自分の席で本読んでたりスマホいじってるだけなの！　どうせ夏休みも退たい屈くつな毎日送ってるんでしょ!?　可哀かわい想そう～～～！」

「……」

　あーあ。コイツ言いやがったよ。俺にとっての禁句を。

　脳内で非常事態発令。異分子の独りをディスする発言により、身体からだの奥底にある感情のマグマ溜だまりが刺し激げきされてしまう。

　圧力の変化に伴ともない苛いら立だち大だい噴ふん火か。

　たとえクラスのクイーンであろうと、傷心中の女子であろうと容よう赦しやしない。人間ができてないと言われても構わない。できてたら、もっと世の中上手うまく回してる。

　それがおひとり様クオリティ。

「６時半起き床しよう」

「は……？」

　突とつ拍ぴよう子しもない発言に遠藤が目を丸くする。

「６時半に起床して、軽くストレッチと妹を起こし終えてから20分のランニング。帰宅後はシャワーと朝食を済まし、読みかけの本を消化してから、独り旅で行く京都の観光地の下調べ。昼食後は夏休みの宿題及および、前々から気になっていた深夜ドラマを４話分視し聴ちよう」

「………………」

「夕方からはマスターが教えてくれた住すみ吉よし駅にある喫きつ茶さ店てんに出で掛かけてタブレットをいじりながらコーヒータイム。帰りに本屋に寄ってお気に入りバンドのインタビューが収録された雑誌を購こう入にゆうし、散歩したい気分だったから遠回りして帰宅。夜はキャンプの荷物の最終点検を終えてから、昼に観みた深夜ドラマをさらに３話分、おまけにお気に入りゲーム実じつ況きよう者たちの今日分の動画を視聴。日を跨またぐ頃ころに更こう新しんされるＷＥＢ漫まん画がを読み終え、24時半に就しゆう寝しん」

「………………」

「昨日の俺の一日だ。ちなみに知り合いには１人も会っていない」

　洞ヶ瀬っぽい奴やつを駅で見たけどスルーしたからノーカンだ。

　遠藤は未いまだに理解できておらず。

「そ、それがどうしたん？」

「それが俺にとっては、最っっっ高に充じゆう実じつした一日だったぞ」

　見み栄えや虚きよ勢せいなど張っていない。生活リズムを崩くずさず、規則正しく自分の趣しゆ味みを満まん遍べんなく楽しめたのだから。

　一いつ瞬しゆん、飲まれたように啞あ然ぜん状態だった遠藤だが、我われに返ると「はぁ？」と小こ馬ば鹿かにした態度に。

「結局、独りで遊んでたんだから寂しいだけじゃん！」

「なら聞くけど、何で独りで遊ぶことは寂しいんだよ？」

「り、理由？　それはその……。えっと……」

　遠藤の口の動きが止まる。脳を働かさなくとも、独り＝寂しいと反射的に考えていたことは丸分かり。

　何な故ぜリア充と言われる輩やからたちは、独り＝寂しいと結びつけているのかが理解できん。集団＝充実と結びつけているのかが理解できん。

「寂しいか充実してるかなんて、他人が決めるもんじゃないだろ。自分自身だから。本心から独りの生活を満喫してると俺は思ってるのに、他人同然のお前に馬鹿にされる筋合いはない」

「……っ」

　教えてくれよ。独りで過ごす時間が寂しい理由を。

　教えてくれよ。集団で過ごす時間が寂しくない理由を。

　群れてるだけで充実してると本気で考えているのなら、遠藤の浅い思考のほうがよっぽど寂しいのではなかろうか。

　リア充が集団でいるときしか充実を感じられないのなら、独りでも充実を感じられるおひとり様のほうが最高だし最強じゃねーか。

　まとめ。

「要するに俺は俺、遠藤は遠藤。価値観なんて人それぞれなんだから、自分の物差しで他人を測るなってことだ。百歩譲ゆずって測ってもいいけど馬鹿にはするな。言葉にしないで胸にしまっておけ」

　無む干かん渉しような世界平和を俺は提唱する。

　遠藤は全すべてを聞き終え、むすっと眉み間けんを凝こり固まらせる。

「……。やっぱりお前変」

　ソウデスカ。

　俺に対する不満をまだ残しているが、反論する気も失うせた様子。肉体的にも精神的にもピークを迎むかえ、遠藤はサイドへと両りよう腕うでを突つっ伏ぷしてボートにもたれかかってしまう。水着姿なだけに、帰宅後、下着姿でソファにくつろぐＯＬのようなシチュエーションに見えなくもない。マニアック。

「ねぇ」

「ん？」

　流し目で遠藤は尋たずねてくる。

「ヒナ、これからどうすればいいと思う……？」

　驚おどろいた。所しよ詮せんカースト底辺にいる俺の言葉など聞き流していてもおかしくなかったのに、ちゃんと聞いていたのだから。聞いていなければ、慰めの言葉の要求を改め、解決策を求めてくることなどしないだろう。

　建前や馴なれ合いではない言葉を求められているのなら、俺も真しん摯しに伝えないといけない。

　自分の気持ちを。

「知らん」

「なっ……！　～～～っ！　ヒナの純情返せ！」

　ＯＬタイム終しゆう了りよう。ボートが揺ゆれるくらい勢いよく内うち股また座りに座り直し、前まえ屈かがみ気味に俺へと吠ほえてくる。お前の純情を奪うばった記き憶おくは無い。

　カースト上位の遠藤がカースト底辺の俺に頼たよろうとするのだから、余よ程ほど迷めい走そうしているに違ちがいない。

　神かみ頼だのみ？　藁わらにも縋すがる思い？

　あいにく俺は神でも藁でもない。おひとり様だ。

「お前は俺の命令通りに行動するのか？　『独りでくつろぎたいから、泳いで帰れ』って言ったら泳いで帰るのか？」

「そういう相談じゃないって分かってるくせに！」

「だったら、」

「だったら？」

「『見込みが無さそうだから、波川を諦あきらめろ』って言ったら諦めるのかよ？」

「！」

　遠藤は心臓を直に殴なぐられたかのよう。ぱっちり小悪魔風にアイメイクされた大きな瞳ひとみをより一層見開く。拳こぶしを強く握にぎり締しめる。
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「絶対、諦めたくない……！」

　分かり切った回答だった。カラオケの廊ろう下かで我を忘れて波川への愛を叫さけんだり、キャンプ中は健けな気げに波川へアピールし続ける姿を見てきたから。

　一度勘かん違ちがいが生じた程度で、遠藤の波川への恋こい心ごころが消えるわけがないのだ。

　恋する乙女おとめのタフさは手に余るほど俺も経験している。現在進行中で。

「俺はさっきも言ったぞ。求めてる言葉が返ってこないからって否定するなって。そもそも、求めてる言葉がある時点で、お前は既すでに自分で何をどうしたいか思い付いてんだろ」

　遠藤は黙だまったまま。けど、気に入らないことを言われてるから無視しているようには見えなかった。俺を見つめる表情は真しん剣けんそのもので、都合の良いい言葉だけを聞き入れるのではなく、ちゃんと俺の言葉を飲み込もうとしている。

「実現したいことがあるなら、それを波川に伝えろ。今度は勘違いできないくらいハッキリとな」

　言葉の１つ１つを咀そ嚼しやくしていき、最後の言葉を遠藤は飲み込む。

「勘違いできないくらいハッキリ……。確かにそうかも……」

　そして、大きく頷うなずく。

　意欲に満ち溢れた顔付きで。

「うん。ヒナ、頑がん張ばって伝えてみる……！」

　一件落着というには、あまりに何も片付いていない。なんなら遠藤が決心しただけ。

　けど、その決心が大きな一歩ではなかろうか。

　クラスのクイーンであり、カリスマ的存在の遠藤は、今まで欲しいモノは簡単に手に入れてきたのだろう。百ひやく戦せん錬れん磨まの道を歩んできたのだろう。

　だからこそ、たかだか１敗するのを恐おそれて中々踏ふみ出せなかった。

　そんな遠藤が自ら一歩進めたのだ。文字通り、前進以外の何物でもない。

「ねぇ。ハッキリ伝えて、嫌きらわれちゃったときってどうすんの？」

「そういうことは、ハッキリ伝えて嫌われたときに聞いてくれ」

「嫌われたときは相談に乗ってくれる……？」

「嫌われたら、な」

「ほ、ほんとに!?」

「質問多過ぎ。もう休きゆう憩けいさせてくれ」

　おひとり様メーターがもうすぐゼロになりそうなんだよ。

　俺の塩対応も意に介かいさず、遠藤は安心した様子。負け戦いくさの対処法考えるくらいだったら、食材の洗い方を覚えたほうがいいと思うけどな。

　あ。そうそう。

　この際丁度良い。

「１点だけアドバイスがある」

　俺の自発的な発言に「何何!?」と遠藤は速そつ攻こうで食いつく。顔が近い。

「アドバイス教えてっ！」

「香こう水すいだけは控ひかえたほうがいいぞ。損してる」

「……は？」

「お前つけすぎな。昼飯のときとか地じ獄ごくだから」

　近きん距きよ離りの遠藤から顔というか鼻を背そむける。

　目の端はしが捉とらえるのは、夏の日差しに負けないくらいの熱を持つ涙なみだ目め気味の遠藤。

「～～～っ！　バーカ！　バーカ！　バ～～～カ！　女子に匂においのこと言うとかセクハラだかんね!?」

　スメハラって言葉はご存知ですか遠藤さん。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられていると、

「比奈───────っ！」

　正義の味方は遅おくれてやって来る。

「しゅ、俊太郎……？」

　驚く遠藤が見つめる視線の先。ゴムボートに乗った波川が俺たちのボートへと近づいてきていた。

　波川がやって来た理由は、いじめられてる俺を助けに来たわけではない。遠藤を迎えに来たから。

　嫌われたときは相談に乗ってもいいと、遠藤に承しよう諾だくした理由は至ってシンプル。

　キング波川がクイーン遠藤を嫌うわけがないのだ。

　行った行ったと遠藤を手で払はらう。

「ほら、さっさと波川に伝えてこい。いい加減、俺を独りにさせてくれ。日光浴したい」

「ほんっと、姫宮って一言も二言も余計……！　ここで干ひからびたって知んないかんね！」

　ベーッ！　と舌を出して威い嚇かくしてきた遠藤は、その場に立ち上がるとボートから海へと見事な飛び込みを見せる。ギャルギャルしい見た目に反して、運動能力は高いようだ。

　浮うかんでくる遠藤はもう俺の方へは振ふり向かない。

　しかし、

「夢乃の言う通り、姫宮をキャンプに連れてきて良かった。……ありがと」

　伝えたいことは伝えたと遠藤は泳ぎ始める。真っ直すぐ迷いないフォームで波川のボート目指して。

　なんだよ。ギャップ萎なえだけじゃなくて、ギャップ萌もえもちゃんと使えるんじゃないか。

　敵対していた俺に伝えられるなら、意中の波川にもちゃんと伝えられるだろう。

　ついには遠藤と波川の距離がゼロに。

　波川は遠藤を引き上げようと手を伸のばす。

「比奈、俺が悪かっ──、「俊太郎。カキ氷」」

　波川が謝るのを防ぐかのように遠藤は言葉を被かぶせるが、相変わらず言葉足らず。

「ヒナ、喉のどカラカラだからカキ氷食べたい。……俊太郎も一いつ緒しよに食べてくれるよね？」

「比奈……。おう、もちろん！」

　好きという気持ちを伝えるのはまだ難しいようだが、怒おこっていなければ不ふ機き嫌げんでもないことを伝えられたのなら十分だと思う。ギクシャクを直さないと告白以前の問題だから。

　遠藤は波川の差し伸べる手を見つつ、自分の身体からだをクンクン嗅かぐ。

「ね、ねぇ俊太郎」

「ん？」

「ヒナって香水付けすぎ……？」

「あ、ようやく気付いたんか」

「えっ!?」

「ハハハ！　けど、俺はお前の匂い好きだぞ？」

　イケメンの天然発言に遠藤ズッキューン。

「っ……！　こ、これからは控えめにすんね……」

「おう♪」

　遠藤は波川の手をようやく握り締め、ボートへと乗り上げる。

　大きく俺へと手を振ってくる波川に会え釈しやくすれば、２人は元来たルートを戻もどっていく。

　良かったな遠藤。結局ボートデートもできたじゃないか。

　今度こそ一件落着。

　少しすれば、一件落着を知らせるかのようにスマホへ着信が入る。美咲からである。

【カリン】今さっき、波川君から比奈ちゃんと仲直りしたってメール届きました。

【カリン】２人を取り持ってくれてありがとう！

【カリン】独りの時間、少し削けずれちゃったかもだけど、あとはゆっくりしてね。

　というメッセージと感謝しているウサギのスタンプが。

　疲つかれたし既き読どくスルーしたいのは山々だが、協力してもらっただけに蔑ないがしろにはできない。

　遠藤がボートを漕こぎ終える頃ころ合あい。ラジオを流すついでに俺と遠藤のいる位置情報を、あらかじめ美咲のＬＩＮＥへと送っておいたのだ。




【姫宮春一】波川に、「遠藤を迎むかえに来い、ただし１人で」と伝えてくれ。




　という強きよう迫はくチックなメッセージ付きで。

　遠藤は波川がラブパワーで自分を見つけてくれたとか思っているんだろうな。

　本当に見つけてくれたのはＧＰＳ衛星なんだよなぁ。

　わざわざ興ざめさせるようなことは言わんけど。

『こっちも助かった。一時間くらい日光浴したら戻る』というメッセージを送れば、すぐに既読が付き、ウサギが敬礼しているスタンプが送られてくる。ほんとお前、そのスタンプ好きな。

「ふう……、やっと自由時間か」

　乙女心を知れたという点では無意味な時間ではなかったが、疲れるもんは疲れる。

　ようやく自分専用になったボートを存分にフル活用。日の当たる面積が最大限になるよう大の字で仰あお向むけになれば、気分はソーラーパネル付き発電機。

　目を瞑つぶりエコモードへと切り替かえ、赤になったおひとり様エネルギーを充じゆう電でんしていく。








４章　白しら星ほし有あり栖すは理解する






　遠くの空が赤く染まり始めた夕暮れ時。

　おひとり様復活。フル充電とまではいかないが、半分程度は回復できた。

　鼻歌交じりにヨーソローとオールを漕ぎ続け、やっとこさキャンプ場近くの海水浴場へと戻って来る。不思議と安心感が生まれてしまう。

　雪山遭そう難なんから下山できた的な？　人ひと質じちから解放された的な？

　こんな気持ちになるのも、遠えん藤どうの暴走が原因なのは言うまでもない。

　しかし、ワガママ姫の暴走きっかけで独りの時間を満まん喫きつできたのも事実である。怪け我がの功名という奴やつだ。単身ボートで出発してたら、白星に相乗りされていた可能性大。結果、往路も復路もベタベタされるのは絶対不ふ可か避ひ。

　相そう互ご不ふ干かん渉しような相席シヤル・ウ空間イ・ボツチ？　そんな技わざ、通用するわけねー。

「春はる一いちさ───ん！」

　３年ぶりに飼い主と再会する小型犬か。

　パラソル下で待機していた白星が、俺の存在に気付き駆かけ寄ってくる。夕暮れ時の砂すな浜はま、麦わら帽ぼう子しを被かぶった少女が大きく手を振る姿は実に絵になるものだ。

　溢あふれんばかりの笑え顔がおを見て思う。

　俺とコイツの関係性、キャンプ前と全く変わってねー……。

　どうすれば俺の想おもい、君に届くのでしょうか……。

　白星ぃ……。

　上陸した俺の目の前にやって来た白星は安あん堵どの息を漏もらす。

「比ひ奈なさんと行ってしまわれたときは、本当にビックリしましたよ」

「安心しろ。俺が一番ビックリした」

　遠藤のあまりの漕ぎっぷりに、鳴なる門と海かい峡きようどころかグランドライン突とつ入にゆうまで覚かく悟ごしたくらいだし。夏休みイチの恐きよう怖ふ体験になるだろうよ。

「他ほかの奴らはどこ行ったんだ？」

「皆みなさんはＳＮＳに上げる写真や動画を撮さつ影えいしてますっ」

　わー、リア充っぽいー。

　辺りを見み渡わたせば、岩場の一角で洞うろヶが瀬せたちリア充グループ発見。一同夕ゆう陽ひをバックにジャンプしてたり、拳こぶし突つき上げて『ドンッ！』してたり。

　はいはい、ズッ友ズッ友。

　インスタやＴｗｉｔｔｅｒにアップするとき、『＃絆きずな』とか『＃最高の夏』とか付けるのだろうか。数年後に羞しゆう恥ちに悶もだえるのだろうか。

　白星がジッ、と力強い眼まな差ざしで俺を見つめていることに気付く。小こ柄がらクォーター女子の色素の薄うすい瞳ひとみは吸引力抜ばつ群ぐんで、何も言わずともしたいことや言いたいことがあるのが分かってしまう。

　白星もＳＮＳにアップしたいとか？　全力紹しよう介かい始めるなら撮影くらいは協力するけど。

　そういうわけではないらしい。

「私も春一さんとボートに乗って、色々お喋しやべりしたかったなぁ」

「あ、そっちか。じゃあ俺は海の家にボート返してくるから」

「他人ひと事ごと過ぎませんか!?」

　わりかし他人事なもんで、サーセン。

　いくら吸引力の変わらないただ１つの瞳を白星が有していようが、俺のアイデンティティが揺ゆらぐかどうかは話が別。ソレはソレ、コレはコレ。

　俺の脳内にいる秘書が言っているのだ。「社長、このあとは釣つりをする予定が入っております。独りで」と。ソロ充、超ちよう忙いそがしい。

　白星に会釈を終えて歩き出す。が、紐ひもで引っ張っているボートが途と端たんに重くなる。いつものデフォな叫さけび声が聞こえてこない。

　振り向けば白星がボートに入り込んでいた。行ぎよう儀ぎよく、ちょこんと座って。

「まだ日にち没ぼつまで時間ありますし、ボートデートしましょうよう！」

「やだ」

「私もやだです！」

　コイツ、こんなワガママ言う奴だっけか？　遠藤のワガママって空気感かん染せんする感じ？

　握にぎり締しめた両手をブンブン上下させ、「デートしたいです！　デート！　デート！」と駄だ々だる姿は、子犬というより餌えさを要求する雛ひな鳥どり。というより比奈鳥。

　残念だったな白星。あいにく駄々をこねられるのは妹のおかげで慣れている。

　そして、昨今のゴムボートの耐たい久きゆう性見くびんなよ。

　耐たい摩ま耗もう性厚ゴムの力を思い知らせてやると、紐ではなく白星の背中ごとボートを押して前進開始。通り過ぎる人々が微笑ほほえましそうに俺たちを見てくるが関係ない。最後に自分が笑えればそれでいい。

「心配なんです！」

「は？」

　白星の唐とう突とつかつ意味不明な叫びに、思わず背中を押すのを止やめてしまう。

「ハラハラとかソワソワしちゃうんです！　せっかく春一さんは私を選んでくれたのに、色んな方々に優やさしく接するから！」

「？？？」

　選んだ？　ナニイッテンダコイツ？

　頭の中でクエスチョンマーク祭り開かい催さい。

「お前は何を言って……。ん？」

　祭りが唐突に終しゆう了りようする。とある奴らが目に入ってしまったから。

　美み咲さきと羽は鳥とりだ。少し離はなれた砂浜で景色を撮影しているようなのだが、何やら見慣れない男２人に話しかけられている。場所も場所だし、美咲と羽鳥のゴールデンコンビだし、先方もチャラそうだし、ナンパで間ま違ちがいなさげ。

　美咲が申し訳なさげに頭を下げると、腰こしが引け気味の羽鳥も遅おくれて会釈。

　ひと夏の思い出に火遊びする予定はないのか、いつぞや駅でナンパされたとき同様、丁てい重ちように断っている。

　俺も美咲と羽鳥を見習って、「２人でひと夏の思い出を作りましょうよう！」と騒さわぐ目の前のお嬢じよう様さまをあしらおう。

　と思っていた。

「面めん倒どうだな……」

　白星以上に男たちが。

　男たちは尚なおも諦あきらめず、美咲と羽鳥のもとから離れない。２人が場を離れようとすると一いつ緒しよに歩いて粘ねばり続ける。梅うめ田だの居酒屋キャッチのお兄さんですかというくらい粘る。

　声までは聞こえてこない。けれど、美咲と羽鳥が嫌いやがってることくらい容易に分かった。

「春一さんには、もっと私を可愛かわいがって──、「すまん白星。ボートを見張っといてくれ」」

「え？　は、春一さん……？」

　白星のデフォルトの叫び声すら気にしていられないと、美咲と羽鳥のもとへ急ぐ。

　近づけば近づくほど、男たちの情報や会話の内容が耳に入って来る。

　大学生だろうか。２人とも派手に脱だつ色しよくした金きん髪ぱつのやせ型で絵に描かいたような最近のチャラい若者。瓶びんビール片手にかなりご機き嫌げんなパーリー状態らしく、酔よっているのが丸分かり。

「ね～、いーじゃん！　オレら大学のイベサーで遊びにきてっからさ！　一緒に遊ぼって！　ぶっちゃけ先せん輩ぱいたちに可愛い女の子誘さそってこいって言われてるんよ！」

「すいません。私たちも友達と来てるので」

　あまりのしつこさに、さすがの美咲も声をトーンダウンさせて本気で嫌がっていることを意思表示しようとしている。しかし、酔っ払ぱらい２人には話が通じない。

　あろうことか、チャラ男Ａが美咲の腕うでを摑つかむ。

「オレら助けると思ってさ！　３分だけでいいから！」

「さ、触さわらないでください！　離して……っ！」

　便乗するかのように、チャラ男Ｂも羽鳥へさらに距きよ離りを詰つめる。

　羽鳥は肩かたを強こわ張ばらせ、顔すら伏ふせてしまう。

「君はビビり過ぎ！　オレ、見た目通り超優しいし！　ほら友好の握あく手しゆ握手！」

「いやっ……」

　実にやりたい放題な奴らだ。イベントサークルも大変だよな、こういう阿あ呆ほうが蔓延はびこるせいでイベサー＝ヤリサーのイメージが付くんだから。

「コイツら嫌がってるんで、止めてもらっていいですか？」

「姫ひめ宮みや君……？」「ひ、姫宮！」

　正義のヒーローが来たみたいな反応されましても困る。

　おひとり様が来た。って言えばいいのか？

　うん、イマイチ凄すごみに欠けるな。ファミレスに独りで来たみたいだし。

　とりあえず美咲と羽鳥の回収完了。

　チャラ男２人に会え釈しやく。

「それじゃ」

「「……。はぁ!?」」

　一いつ瞬しゆんの膠こう着ちやくはあったが、「「待てこらぁ！」」と直すぐにＡとＢに回り込まれてしまう。

　チッ。しばらく凍こおっておけばいいものを。

　それにしてもだ。いくら泥でい酔すいしてるとはいえ、よく助けにきた知り合いに牙きば剝むけるよな。普ふ通つう諦めるだろ。

「オレたちが先にこの子らに話しかけてんだろ！　ハイエナしてくんなよ！」

「それな！　吊つり橋ばし効果でオレら利用しようとしてんじゃねーぞ！」

　はいはいはい。そういうことね。俺が美咲と羽鳥の知り合いじゃないと思ってるのか。

　こんな華はなやかな奴らが、俺みたいな味み噌そっかすの知り合いなわけねーだろと。

　凹へこむわー。

　ん？　俺の背中で怯おびえていたはずの美咲と羽鳥が一歩踏ふみ出した……？

　さらには互たがいが俺の腕に寄り添そってくる。水着だけ故ゆえ、大だい胆たんに露ろ出しゆつした肌はだと肌が触ふれ合ってしまう。

　そして、あれだけ畏い怖ふの対象だったチャラ男ＡとＢの目を見てハッキリ言うのだ。

「姫宮君は友達です！」「姫宮は友達！」

「お前ら……」

　馬ば鹿かな奴やつらだよな。そんなこと主張したところで、事態が好転する保証はないのに。

　それに、俺までも美咲と羽鳥に「友達ですよ」と言い聞かされているような感覚に陥おちいってしまう。

　はぁ～～～～～～……。

　そりゃ長い溜ため息いきも出る。日光浴で充じゆう電でんしたエネルギーをこんなくだらないパリピッピ２人のために浪ろう費ひしているのだから。

　もはや敬語を使うのも馬鹿らしい。ここまで尊敬できない奴らにはタメ口で十分だろ。

　美咲と羽鳥の言葉に固まっていたチャラ男２人を目覚めさせる。

「アンタらさ。先輩に言われてナンパしにきたってことは、まだ１回生とか２回生なんじゃないか？」

「はぁ？」

「だからどうしたんだよ？」

「未成年なのに酒飲んでないよな？」

「「……！」」

　少しは酔いが醒さめましたデショウカ？

「金輪際俺らに関かん与よしないなら、これ以上何も聞かないし誰だれにも言わない」

　美咲と羽鳥にもそれでいいかと尋たずねれば、両者とも同意する。

「で、どうする？」

　だんまりを決め込んだチャラ男２人は互いに目を合わせる。

　そして、

「ちっ……！　ムカつく奴だな！」

「行きゃあいいんだろが！」

　片方の舌打ちを皮切りに、チャラ男２人は俺らから離れていく。

　一件落着。

　安あん堵どした直後、俺の両りよう膝ひざが崩くずれ落ちる。

　あれ？　俺めっちゃビビってた？　と思うが、そういうわけではない。

「怖こわかったぁ～！」「こ、怖かった……！」

　両りよう隣どなりの美咲と羽鳥が、抱だきかかえる俺の両腕ごと崩れ落ちたのだ。

　３人同時に砂すな浜はまへへたり込むだけでは終わらない。美咲と羽鳥が尚も安心を手に入れたいと俺の腕に抱き着いてくる。

「お、おい……！」

　女子２人に強めの抱ほう擁ようをされれば、思わず背筋が伸のびてしまう。互いの主張感抜ばつ群ぐんな胸の感かん触しよくがダブル、殆ほとんど生乳状態で襲おそい掛かかってくる。

　明日あしたというか今日、俺は死ぬのかもしれない。

　右みぎ腕うではムニィィィ～……と、保水力抜群の吸い付く感触。美咲乳。

　左ひだり腕うではギゥゥゥ～……と、重量感と弾だん力りよく性に富んだ感触。羽鳥乳。

　ゆず。お前のスライムのおかげで目を瞑つぶってて判断つくわ……。

　チャラ男たちのせい？　低反発と高反発の感触のせい？

　何か忘れてしまっているような？

　あ……。白星とボート……。




　　　　※　※　※




　春一さんが私の話とボートを置き去りにして、突とつ如じよ走り始めました。

　また蔑ないがしろにされてショックではあったのですが、春一さんの鬼き気き迫せまる表情を見てしまえば、何かあったことくらい分かります。私も追いかけずにはいられません。

　ようやく追いついた先には、華か梨りんさんと英え玲れ奈なさんに詰つめ寄る殿との方がた２人から身を挺ていして守る春一さんの姿がありました。
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　春一さんは独りが好きだと言いますが、決して寂さびしかったり冷たい方ではありません。

　誰だれもが見て見ぬフリする状じよう況きようで平然かつ勇ゆう猛もう果か敢かんに人助けする姿は、私を初めて助けてくれた受験日を思い出してしまいます。胸がキュンキュンしちゃいます。

　華梨さんと英玲奈さんがご無事で何よりですし、窮きゆう地ちを救われたお二人が春一さんに抱きついてしまうのも頷うなずけます。

　頷けはするのですが……。

　春一さんっ!?　他ほかの女性との過度なスキンシップは控ひかえてくださいよう！　嫉しつ妬としちゃいます！　私も甘えたくなっちゃいますっ！

　春一さんが様々な方に人望があることを知れば知るほど、色々な方に愛されている光景を見れば見るほど、嬉うれしい反面、心配になってしまいます。

　やはり華梨さんか英玲奈さん、どちらかの方と……？

　それともお二人とも？　そ、それどころか瑠る璃りさんや夢ゆめ乃のさんたちも……!?

　いえいえいえ！　そんなはずはありません！

　だって春一さんは私を選んでくれたのですから！

　私だけを愛して欲しいとは言いません。ですが、自分のことを一番に愛して欲しいと思うのはワガママなことでしょうか。やはり相思相愛でありたいと願ってしまいます。

　今回のキャンプで、春一さんと私はお互たがいのことを沢たく山さん知る約束をしました。

　私は春一さんのことを沢山知ることができました。ですが、春一さんは私のことを多く知れてはいません。

　理由は簡単です。私自身が春一さんに伝えることができていないのですから。

　中々伝える機会が巡めぐってこないのなら、きちんと自分で作らないと。

　海に沈しずんでいく夕ゆう陽ひを眺ながめながら、私は決心します。

　今日の夜、私の止めどなく溢あふれるこの想おもいを、改めて春一さんに伝えに行こうと。




　　　　※　※　※




　キャンプ施し設せつ内にあるレストランで一同と夕食を済まし、本日最後の団体行動が無事終しゆう了りようを迎むかえる。コインシャワーで汗あせも疲つかれも流し終えた。

　あとは睡すい魔まが訪おとずれるまで、ぼんやりと独りの時間を謳おう歌かするだけ。

　22時を過ぎれば辺りは真っ暗で、テント宿しゆく泊はく客が点つけるランプの温かみある光だけが、イルミネーションのように周囲をうっすらと照らしてくれる。

　そんなテント前でのカフェタイム。

　遠くの星空を眺めながらコーヒーを一口。

　美味おいしさは味だけではなく気分でも変わる。自分で淹いれた拙つたないコーヒーであろうと、広大な自然に囲まれたキャンプ場で飲むコーヒーは、至福の一いつ杯ぱいになるのだから不思議だ。

　ああ……。あと３日くらいテント生活したい……。

「姫宮君、夜食持って来たよー♪」

「……ども」

　ラップに巻いたサンドイッチ両手に美咲登場。２つ持っているのは俺に両方くれるから？　一いつ緒しよに食べるつもりだから？

　用よう意い周しゆう到とう。ハンカチを敷しいて腰こしを下ろす美咲は１つのサンドイッチを俺へと渡わたし、もう１つは自分の膝の上。事情は察しました。

　まぁ、丁度俺も小腹が空すいていたし、ありがたくいただこう。代金は独りの時間。

「いただきます」と感謝を告げ、ＢＢＱ具材がたっぷり挟はさまれたサンドイッチを一口。

「うん、美味うまい」

「よかった♪　特製ダレに漬つけ込んだお肉を冷蔵庫で寝ねかしておいたんだよ。残った安い方のお肉を使ってるんだけど、柔やわらかくなってるでしょ？」

「パイナップルジュースに含ふくまれてる酵こう素その力です！」と捕ほ足そくする美咲は、どこに向かっているんだろうか。食しよく戟げきのミサキ？

　とはいえ、料理の腕うで前まえを披ひ露ろうしにきたのはメインの目的ではないようだ。

　美咲は両膝に手を置き、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。

「今日は助けてくれてありがとね」

　夕方のナンパのことだろう。面と向かって感謝されるとムズ痒がゆいものがあり、「おう」とぶっきらぼうに返すことくらいしかできん。

「私嬉しかったな」

「嬉しかった？」

「私と英玲奈が姫宮君を友達って言ったとき、姫宮君が否定しなかったからさ」

「……。あの状態だから否定できなかっただけだ」

　まじまじと俺の顔を観察する美咲は、しばらくするとニッコリ顔。何も追及してこないのが全てお見通しみたいで一層ムズ痒い。かゆみ止めを塗りたいくらいだ。

「ねぇ姫宮君。今回のキャンプはどうだったかな？」

「散々だ。自由時間だと思ったら遠藤に拉ら致ちされて恋こいバナ聞かされるわ、どっかの女子二人がナンパされてるの助けなきゃで」

「ははは……。ごめんなさい……」

「けど、まぁ良かったんじゃないか？」

「え？」と美咲は不思議そうに見つめてくる。

「独りの時間は少なかったけど、気付きは色々手に入ったから。それなりに楽しめることも多い一日だった」

　こんだけリア充グループと接する機会なんて滅めつ多たにないし。集団グループの中でも独りの時間を作れる可能性も見み出いだせた。

「キャンプとか釣つりとか、俺が夏休みの間にしたかったこともできたしな」

「姫宮君……」

「総じて独りの時間のほうが楽しい気持ちは変わらんけど」

「そこはやっぱり姫宮君なんだね……」

「おう」

「……ふふっ」

　俺の発言を肯定も否定もせず、ただただ美咲が笑い始める。

「まだまだ夏休みは残ってるし、またどこか遊びに行ったりしようね？」

「利害が一いつ致ちすればな」

　尚も美咲はクスクス笑い続ける。「やっぱり難なん攻こう不ふ落らくだなぁ」と。




　しばしの雑談を終え、夕方のナンパ事件もあるので美咲をコテージまで送り届ける。

　まんまとしてやられた気がする。

「夜の海って私初めて！　すごい神秘的だねー」

　砂すな浜はまを歩く美咲は、キラキラと僅わずかな明かりも反射させる海を眺めて大はしゃぎ。

　しれっと海岸経由の遠回りコースを選んだだけのことはある。美咲が。

「明るいときとは全然違ちがうね！」

「ソウダナ」

「遠回りしたこと怒おこらないでよー。夜の海見てみたかったんだもん」

「寄り道したこと怒らないでよー」と、隣となりでニコニコされれば不満を言う気力も失せる。

　？？？　どうしたことか。美咲の笑顔はいつの間にか行方不明。真顔、それどころか涙なみだ目め？　遠くの何かを一点見つめ、カタカタ震ふるえているではないか。

「あ？」

　美咲の指差す先。ホラーは得意なほうの俺でも、一いつ瞬しゆんゾッ……とした。

　海岸前。真っ白なワンピースに身を包む女が街灯下に佇んでいて、俺らを見ていた。

　まぁ白星なんだけどさ。

　ホラー嫌ぎらいの美咲は未いまだに白星だと気付かない。というより直視できないようで、俺の腕うでに寄り添ってくる。

「ここで亡なくなった少女の亡ぼう霊れいとかじゃないよね……？」

「あー……。俺としてはそっちのほうがよかったかもしれんな……」

「ど、どういうこと？」

「こっちにスゲー勢いで走って来てるから」

「え……？　!?　きゃあああああああああああああああ～～～！」

　完全に顔を上げた美咲パニック。白星という名の亡ぼう霊れいが全速力で接近中。

　美咲は俺へ寄より添そうどころか激しく抱ほう擁ようし、マシュマロバストが吸い付くわ吸い付くわ。

「抱きついちゃだめぇぇぇぇぇ────！」

「…………。あ、あれ……？　有栖ちゃん？」

　失神寸前の美咲だったが、聞き覚えのある声にかろうじて三さん途ずの川かわを回かい避ひ。そして、俺らの前にやって来た白星は息を整える時間も惜おしいと、お構いなしに声を張り上げる。

「春一さん！　華梨さん！　浮うわ気きなんて絶対にダメです！」

「は？」「え……？」

　理解不能の宣告に開いた口が塞ふさがらない。俺が浮気？　誰とも付き合ってないのに？

「なぁ、白星」

「はい」

「念のために聞かせてくれ。俺は誰と付き合っていて、誰と浮気してるんだ？」

「私と付き合っていて、華梨さんと浮気してますっ！」

「「……」」

　俺と美咲、茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　我われに返った美咲が小声で尋たずねてくる。

「ね、ねぇ姫宮君。念のために聞かせてね」

「おう」

「姫宮君は有栖ちゃんと付き合っていて、私と浮気してるのかな？」

「濡ぬれ衣ぎぬにもほどがある」

「だよね……」

　お前も大変だな。

　にしても白星よ。一体いつから、姫宮春一と付き合っていると錯さつ覚かくしていた？

　ぱっとしない俺の反応に、ついに白星が痺しびれを切らす。

「以前、皆みなさんとカラオケに行ったとき、私に告白してくれたじゃないですか！」

「カラオケで告白？　俺が？」

「私にポッキーを咥くわえさせてくれたじゃないですか！　恋人同士がするポッキーゲームの相手に私を選んでくれたじゃないですか！」

「……あ」

　頭に強きよう烈れつな一打を叩たたきつけられた気分だった。

　その衝しよう撃げきで嚙かみ合っていなかったパズルが組み合わさってしまう。嫌いやな汗が全身から噴ふき出てしまう。

「お前まさかあれを……」

「春一さんらしい寡か黙もくなアプローチをしてくれて、私も返事したじゃないですか！」

　フィニッシュブロー。

「それがきっかけで恋人同士になったじゃないですか！」

「………………」

　白星怒ど涛とうの爆ばく弾だんラッシュに開いた口が塞がらず。茫然自失リターン。隣となりにいる美咲でさえ被ひ弾だんして同じように固まっている。辺り一面、焼野原である。

　マジか白星……。黙だまらせるために咥えさせたポッキーを愛の告白と捉とらえてたのかよ……。

　しかしだ。馬ば鹿かげているとはいえ、今まで謎なぞだった白星の行動や言葉の意味が紐ひも解とけていく。ポッキーを咥えたときの嬉き々きとした表情も、唐とう突とつに下の名前で呼ぶようになったタイミングも、スキンシップがいきなり激しくなった理由も。自分をもっと知って欲しいと言っていた理由も。

　白星の勢いはやめられない止められない。

「私というものがありながら、華梨さんと逢あい引びきしてました！　ラブラブしてました！」

「ご、誤解だよ有栖ちゃん！」と美咲が俺の代わりに物申す。

　いけ、博愛主義者。君に決めた。

「私は友達として姫宮君に会いに来ただけだよ！」

「ウソです！　ウソです！　私が駆かけ寄った時、春一さんを渡さないとでも言いたげに、華梨さんは熱い抱擁を交わしていましたもん！　まるで貪むさぼるように大だい胆たんに！」

「む、貪っ……」

　俺に抱擁した記き憶おくがバッチリあるようで、美咲が一瞬で赤面。ワンパンＫＯ。雑魚ざこか。

　白星を幽ゆう霊れいだと勘かん違ちがいして、ビビって俺に抱だきついてきただけなのにな。

　確かにとてつもなく激しい抱擁だったけれども。

　やはり人に頼たよるより、己おのれの力を信じるべし。

「やっぱりラブラブしてたんですねっ！」と騒さわぎ続けていた白星が途と端たんにたじろぐ。

　俺が頭を下げたから。

「すまん白星」

「……春一、さん？」「姫宮君？」

　角度45度のお辞じ儀ぎ、最敬礼。バイト先で教えてもらった、お詫わびや深い感謝などで用いられる最上級のお辞儀。

　俺に非があるのも事実だ。無む駄だに期待させてしまったのなら謝るしかない。

「あの日、お前の口に俺がポッキーを入れたのは、告白したかったからじゃないんだ」

「え……？」と白星の真ん丸お目目がパチクリ。

「そ、それでは、どういう理由があったのですか？」

「暴走してるお前を鎮しずめるために咥えさせただけなんだ」

「私の勘違い、ってことですか……？」

「すまんが、そういうことになる」

「そ、そんな……」

　事の真相を知った白星はフラフラと、その場に両りよう膝ひざから崩くずれ落ちる。

　と思った矢先、かろうじて両足で堪こらえる。その表情は色々な感情も堪えているように見えてしまう。

「～～～～～っ！　し、失礼します！」

「有栖ちゃん!?」

　白星、夜の砂浜を無我夢中といった様子で駆けて行く。

　あまりの唐突なイベントに俺と美咲は啞あ然ぜん。

「一いつ緒しよに追いかけてくれるよね？」

「さすがにな……」

　スマホのライトで砂浜についた足あし跡あとを辿たどっていく。




　俺と美咲の辿り着いた先は、海釣りゾーン近くにある人ひと気けのない波は止と場ば。

「来ないでください！」

　波止場の先端。テトラポッドが積まれる足場に立つ白星が、これ以上近づいてくるなと警告してくる。その距きよ離り10メートル弱。

　いつ海に飛び降りるか分からない、緊きん迫ぱくした空気が流れている。

　俺以外。

「まるで火サスのラストシーンだな。崖がけで犯人が最後の抵てい抗こうするやつ」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　このままじゃ有栖ちゃん飛び込んじゃうんだよ!?」

「問題ないだろ。ここの水深かなり浅いんだから」

「あ……。そうなんだ……」

　釣つりしてたとき、小学生ここで戯たわむれてたし。

　白星も予想外だったのか。「えっ」と声を出すと、スマホのライトで恐おそる恐る水面を照らして覗のぞき始める。

「……海底のワカメが見えます」

　アホ乙おつ。このまま特攻しかけて確保してもいいが、武力行使は最終手段。

　気分は犯人を説得する交こう渉しよう人。

「分かったなら無駄な抵抗はよせ。こんなところに入っても磯いそ臭くさくなるだけだから、早く戻もどって来い」

「嫌ですっ！　磯臭くなるのも覚悟します！　最悪ワカメで首絞しめます！」

「ワカメじゃ無理だ」

「無理じゃないです！」

「無理だ」

「いけます！」

「無理──、「ワカメはもういいんじゃないかな!?」」

　美咲のおっしゃる通りです。

「というか、なんで白星は海に身投げしようとしてんだよ？」

「自分が許せないんです！　春一さんだけでなく、華梨さんにまで冷たい言葉を吐はいてしまいました……。一方的な自分の思い違いのせいで……」

　要するにヤケになっているということか。

「そんなこと全く気にしてないからさ！　足元暗くて危ないからコテージ戻ろ？　ね？」

　美咲の温かい言葉も、白星は聞く耳持たずで大きく首を横に振ふる。

「せっかく誘さそってくれたキャンプの思い出も台無しにしてしまいました……！」

「それは違うだろ」

「え……？」

「いくら付き合ってると勘違いしていたとはいえ、台無しにはならんだろ。少なくとも俺はＢＢＱを楽しむお前を見て、連れてきて良かったと思ったぞ」

　白星も分かっている。ただ動どう揺ようから口を滑すべらせただけだと。だからこそ涙なみだが零こぼれてしまう。

「俺は自じ暴ぼう自じ棄きって言葉が嫌きらいだ。俺が独り好きなの知ってるなら、簡単に分かるだろ？　自分を労いたわれない行こう為いなんか理解できるわけがない。今のお前はまさに自暴自棄だ」

「うぅ……。はい……！」

　涙する白星へと美咲は１歩２歩と近づいていく。触ふれ合える距きよ離りになれば、そのまま優しく抱だきしめる。

「ちょっと分からなくなっただけだよね？」

「ごめんなさい華梨さん……！　酷ひどい事言ってしまって……」

「ううん。私もごめんね。紛まぎらわしい行動しちゃって」

　白星は近付いた俺にも頭を下げる。

「今の今まで、春一さんのことを振ふり回まわしてしまってご迷めい惑わくお掛かけしました……」

　ただの勘かん違ちがいで悪意があったわけでもない。故に、「金輪際俺に関わるな」などと鬼き畜ちくめいたことを言えるわけもなく。

「まぁ、なんだ……。別に俺はお前が嫌きらいなわけじゃない。独りが好きなだけなんだ。そこだけ分かってくれたら、今後もよろしくできるんじゃないか？」

「……それってまだ、春一さんを諦あきらめないでもいいってことですか？」

「……。恥はずかし気もなく、よくそんなこと聞けるなお前は……」

　少し涙ぐんではいるが、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑みで白星は言うのだ。

「春一さんは私の王子様なので♪」
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　やはり俺と白星の距離間はキャンプ前と何も変わっていない気がした。けど、まぁいいんじゃないかと思える。変わらないけど、互たがいのことを少し知れたのだから。




　　　　※　※　※




　美咲と白星をコテージまで今度こそ送り終え、自分のテントへと到とう着ちやく。

　実に長い一日だったと感想を述べることは許されない。

　テント前で羽鳥が待機していたから。独り好き、未だボッチになれず。

　俺の存在に気付いた羽鳥が駆かけ寄ってくる。キラキラした表情とアゲアゲなテンションを見れば、何をしに来たか大体検討が付いてしまう。

「こんな夜中に何か──、「２ＳＩＳの生配信始まったから一いつ緒しよに見にきた！」」

　牽けん制せい球きゆう放り投げたら進しん塁るいされたんですけど。一いち塁るいから本ほん塁るいに。

「独りで見るのでお引き取りください」と言いたいところだが、羽鳥の高鳴る豊満な胸にめり込んでいる神アイテムを見てしまえば適当な対応はできない。

　神アイテムの名をモバイルルーター。Ｗｉ‐ｆｉが飛んでいないテント内で、これほど魅み力りよく的なアイテムがあるだろうか。「無制限だから一緒に使お？」と、これほど頼たのもしい言葉があるだろうか。

　生配信のゲーム実じつ況きようを、モバイル通信だけで乗り切ろうとするのは無む謀ぼうだよなぁ……。

　うむ……。背に腹は代えられん。羽鳥大明神に甘えさせていただきます。

　テント内。教えてもらったパスワードをタブレットに入力しつつ、隣で一緒に見る気満々の羽鳥に感謝を告げる。

「わざわざ、動画見るためだけに来てもらって悪いな」

「ううん。姫宮にはいつも助けられてるから。今日も本当に助かった」

　羽鳥は画面ではなく俺の表情をしっかり見つめ、「ありがとう」と微笑ほほえんでくる。

「前にも三ノ宮駅で同じようなことあったでしょ？」

　親しん睦ぼく会の店探しに行った日のことだろう。

「あのとき姫宮は、私たちを助けるかは分からないって言ってたけど、今日はしっかり助けてくれた。だからその……、すごい嬉うれしかったし、何よりもすごい頼もしかった」

　羽鳥が勇気を振り絞しぼって俺を称しよう賛さんしてくれているのが分かる。分かるからこそ、俺も羽鳥に負けないくらい照れが生じてしまう。照てれ隠かくしにボヤくことくらいしかできない。

「美咲や白星といい、お前らは俺を買かい被かぶりすぎだろ……」

「そんなことない！」

　羽鳥急接近。タダでさえゼロ距離に等しかったのに、さらに距離を詰つめられてしまう。呼吸することすら忘れ、勢いそのままに語られてしまう。

「皆みんな、心から姫宮の言葉や行動を頼たよりにしてる！　私だってそう！　姫宮が自分の好きなものに自信を持てって言ってくれたから、少しずつでもいいから成長しようと思った！」

　その姿はいつもと同じ。まるで自分の好きなものを語るときの羽鳥と重なってしまう。

　……。ん？　それって……。

「だからっ！　姫宮と私が仲良くなれたのは共通の趣しゆ味みがきっかけだけど、きっかけが無くても私は姫宮のことが好き──、…………。あれ……？　！　い、今私…………っ！」

　目の前で視界いっぱい広がる羽鳥の顔色がみるみる赤くなる。俺との距離が近すぎて、熱を帯びているのが分かるくらいだ。

「……お、落ち着け羽鳥。一度、深呼吸を──、「～～～～っ！　い、今のことは忘れて！　おやすみなさい！」」

　俺がおやすみを言うよりも先に、羽鳥はテントから飛び出してしまう。あっという間に背中は見えなくなってしまう。

　せっかく繫つながったタブレットの電波は、瞬またたく間まに３本、２本、１本、ついには圏けん外がいに。








エピローグ






　夏休みが終わり、二学期が始まる。

　いやー……、夏休み良かったぁ～。

　朝の電車に揺ゆられつつ、夏休み挑ちよう戦せんしたいこと、楽しみたいことリストを改めて見返して、大満足の夏休みだったと再実感してしまう。

　キャンプが終わってからはスムーズに物事が進み、ほぼやりたいことをコンプリート。

　キャンプ、釣り、観たかったドラマや映画シリーズの一気見、積み本の消化などなど。３日前には夏最大のイベント、京都観光にも行けた。

　夏休みをスムーズに活動できるようになったのは、キャンプ以降、白しら星ほしが一いつ切さい連れん絡らくをしてこなかったのが大きいだろうな。

　俺の協調性の無さにようやく気付いて殺意でも芽生えたのだろうか？　はたまた、本当の運命の王子様を見つけることができたのだろうか。

　来る者拒こばんで、去る者拒まずスタイルだし、まぁ仕方ない。

　阪はん神しん乙おと塚づか駅で降車し、改札口を出た時だった。

「春はる一いちさーん♪」

「白星？」

　朝から元気いっぱい、真っ白な制服姿の白星が改札前の柱近くに立っているではないか。

　俺を待っていたようで、何やら包みの入った紙かみ袋ぶくろを差し出してくる。

「お元気してましたか？　これお土産みやげです！　１つは皆みなさんでお召めし上がりください」

「どこか行ってたのか？」

「はいっ。イギリスに行ってました。おじいちゃんのふるさと巡めぐりです♪」

　金持ちぃ……。

　要するに、店に顔を出さなかったのは旅行が原因で、電話して来なかったのは時差を考こう慮りよしてってことか。

　用件は土産だけではないようだ。

「私、春一さんの代わりに喫きつ茶さ店てんのＷＥＬＬで働くことにしたんです！」

「あ？」

「さすがに部活動との両立なので週に何度かしか入れないのですが、これから一いつ生しよう懸けん命めい接客させていただきますね！　私、これからも春一さんのこと諦あきらめませんから！」

「……おう」

　新しい店探そうかな……。

　俺のこと諦めるどころか、ガッツリ絡からむ気満々じゃねーか。

　まぁ、それもまた白星らしいっちゃ白星らしいが。




　朝の教室。１ヶ月と少しぶりの自分の席からの景色を堪たん能のうしていると、美み咲さきに話しかけられる。

「おはよう、姫ひめ宮みや君！　久しぶりだねー」

「噓うそつくなよ。１週間前、ＷＥＬＬに来てたじゃねーか」

「うん？　だから久しぶりって言ったんだけど」

　俺とお前では住む時間軸じくが違ちがうみたいだな。

「あっ♪　おはよう英え玲れ奈な」

　美咲が手を振る先、そこには教室に入ってきたばかりの羽は鳥とりが。

「おはよう。姫宮もおはよ……」

「ども」

　羽鳥と会ったのは、実にキャンプ振ぶり。２週間と少しといったところか。

　キャンプ以降、今が初めて羽鳥と交かわした会話だった。

　そのヨソヨソしさがなんだか懐なつかしい。初めて食堂で話した日のようだ。それよかぎこちないかもしれんが。

「おっはよ、３人とも！」

　俺の目の前で、羽鳥の胸が歪いびつな形になるくらい倉くら敷しきによって揉もみしだかれる。

　微妙な空気になるくらいなら、いっそ騒がしいほうがいいかもしれない。ありがとう倉敷。

「～～～あｄｓｃｄｓぁｃｄさ!?」

　羽鳥は胸を揉まれるくらいならと倉敷を胸で窒ちつ息そくさせ、パイ四方固めを炸さく裂れつさせる。

　美咲が俺に耳打ちしてくる。

「姫宮君、英玲奈と何かあったの？」

「……。別に」

　夏休みを満喫したのは間違いない。けれど、俺は中々に厄介な問題を置きっぱなしにしてきたのかもしれない。








あとがき






　おざます、凪なぎ木きです。

　今回のあとがきは、デデンと９ページ、デロンデロンの９ページ。

　長なげーよと思われる読者さん。痛いほど気持ち分かるんご。僕も超ちよう思ってるんご。

　というわけで、こんだけページ数あるんだし、思い付いたことを長々と赤せき裸ら々ら、スッポンポンのブランブランで書かせていただきます。書き始めから下ネタとか最低。

　ネタバレ含ふくむので、３巻未読の方はバック推すい奨しよう。




　３巻いかがだったでしょうか。白しら星ほしちゃん回。

　１巻と２巻で登場したにも拘かかわらず、名前が一切出てこなかった白星ちゃん。

　１巻序じよ盤ばんで春はる一いちに瞬しゆん獄ごく殺さつくらったにも拘らず、２巻終しゆう盤ばんでも滅ほろびのバーストストリームくらった白星ちゃん。

　１巻打ち切りだったら、ただの出オチキャラになっていた白星有あり栖すちゃん。

　多方面から残念感漂ただよう有栖ですが、メンタル強しなお嬢じようさんはめげないの何のその。

　そんな有栖に猛もうアピールされ続ける春一は果たして、おひとり様ライフ、おひとりサマーバケーションを守り切ることはできるのか？　というのが今回のお話でした。

　華か梨りんも言っていましたが、悪気はない相手を傷付けないで断るのって難しいですよね。

　やんわり断っても気付かれないし、はっきり断ると傷付けちゃう。

　気付かれないか、傷付けるか……。

「○○君。いきなりで悪いけど、今日中にこの資料まとめといて」

「うるせーハゲ。悪いと思ってんなら自分でやれ」

　というわけには世の中いかんのですわ。

　経験あると思います。んでもって、やんわり断ろうとして失敗するケースが多いんじゃないでしょうか。僕も人間味溢あふれる優しい人ひと柄がらなんで同じタイプです。

　いやー、自分で言ってて気持ち悪い。

　実際は「他人からの評価を落とすくらいなら自分が負担したほうがマシか……」という感じです。いいカッコしぃ。

　いいカッコしようとして、成功したならイケメンで終われるのですが、大たい抵てい無理に引き受けた仕事って、ブサメンで終わることばかりです。

　自分は疎おろか、取引先や友達、身内にまで迷めい惑わくを掛かけてバッドエンド。

　誰だれも得しねぇ。

　というわけで、春一のようにスマートに生きていきたい今日この頃ごろ。

　瑠る璃りのように英え玲れ奈なのパイ四方固めを受け止めたい常日頃。

　審しん判ぱんに「待て」って言われたら「黙だまれ」って絶対言う。




　３巻を書き終えた感想としまして、すんげぇ～～～……しんどかったです。前作含めて断のトツ。右みぎ肩かた凝こり過ぎて頭痛くなるわ、右目ま蓋ぶたの痙けい攣れん止まらんくなるわ。どんだけ右いじめねん。いっそ左もいじめてくれよ。

　もう何がしんどいって言えば、春一おひとりサマーバケーションの描びよう写しやのムズさ。

　春一がゴムボート上で比ひ奈なに胸張って語った一日を文章にしたところでですよ。

　朝走って、本読んで、ドラマ見て、コーヒー飲んで……。

　登場人物、春一のみ。

　春一のセリフというセリフは一言。

「ああ……なんて充じゆう実じつした夏休みなんだ……」

　つまんねーよ春一。もっと喋しやべったり動けよ。ってなるもの。

　しかも、リア充と絡からませるにも春一の性格上、普ふ通つうにはカラオケとかキャンプ行かねーもん。コイツ独りが好きだから。

　ソロ充の話なのに独りだけでは話が成立しない。ソロ充の話なのに物語を進展させる上でリア充たちとの絡みは必要不可欠。ご都合主義は嫌いや。

　じゃあどうすればいい？

　…………………………………………………………………………。

　知るかピャァァァァァアアア────────────！！！

　ってなってました。

　血と涙なみだ、春一に対する憎ぞう悪おと憎にくしみが詰つまった３巻。

　頭おかしくなりすぎて文章打ち込みながら、「俺には夏休みないのに。腹立つわぁ……」ってポロッと呟つぶやく始末。

　そんなこんなで紆う余よ曲きよく折せつ、僕の倫りん理り観は失われましたが、春一の価値観が今回の夏休みでグレードアップできて良かったとも心から思います。

　有栖やリア充なんかの価値観の違ちがう人間たちと触ふれ合うことによって、改めて自分の価値観を見つめ直す。そして、自分の価値観をさらに深める。

　コーヒーばかりではなく、たまにチョコレートなんかの甘いモノを挟はさみ、よりコーヒーの味を楽しむみたいな。




　話を書いていると、「自分が高校生の頃ころってどんな感じだったかな？」と振ふり返ってしまうことが多々あります。

　当時テニス部に入ってたんですけど、サボりと遅ち刻こくの常習犯でした。金曜日は塾じゆく行ってますと噓うそこいてコンビニでバイト。週２日は家でマッタリしたいから適当な理由こじ付けてサボタージュ。年末に遅刻の多さを顧こ問もんに指し摘てきされ、新年早々遅刻してヘラヘラ。

　てへ☆

　週１のバイト代って１万と少しなんで、独りを満まん喫きつする娯ご楽らく代としてはハイパー丁度良いんです。部活前後の飲食代は、小こ遣づかい全振りできるし。

　部活の時間は、友達や先せん輩ぱいと他愛のない話やテニスしたり、

　バイトの時間は、地元の先輩＆夜勤の兄ちゃんと働いたり遊んだり、

　独りの時間は、買い溜だめした雑誌読んだり、録り溜めしたドラマやバラエティ見たり。

　部活もバイトも独りの時間も大好きだったので、僕としては最高に楽しい日々でした。

　だったら朝練遅刻すんなよという話ですが。朝に激弱。

　こんな感じで昔を振り返ってみては、「今も昔も大きく変わってねーのなー」という結論に至ってしまいます。

　というより、学生時代に根付いた性格やら価値観は、意識して変えていこうとしない限りは変わんねーなと。変える気がサラサラないから、そりゃ変わんねーなと。

　ぐへ☆




　いきなりの朗報。

　華梨と英玲奈のおっぱいスライムが商品化。

　噓です。

『おひとり様』のＰＶが完成したんです。感謝の極みっ。

　まだご覧になっていない方は、ＹｏｕＴｕｂｅで公開されているので是ぜ非ひ是ぜ非ひ、視し聴ちようしてみてください。よ～く見ると、華梨と英玲奈が呼吸してるみたいに微かすかに動いているのが可愛かわいいです。３人が喋ってます。感動です……！

　ＰＶ公開の２日前に、ＰＶの存在を担当さんに教えてもらいました。泣いた。

　イジメられているわけではないので悪しからず。

　公開数日で購こう入にゆう報告や感想をＴｗｉｔｔｅｒでいただき、ＰＶ効果はさることながら皆みなさんからのメッセージのありがたみをひしひし感じます。本当にありがとうございます。

　せっかくフォローしてくださった読者さん方のためにも、今後はもう少し作品に関する有益な情報や裏話的なモノを呟いていければと思います。思いやす。




　色々なことに挑ちよう戦せんして、読者さんにもっと感謝を還かん元げんしたい気持ちはめっちゃあるのですが、如何いかんせん遅ち筆ひつなもので……。

　なろうとかカクヨムで、春一を異世界転生させて無む双そうさせる短編とか書いたり、誰かのスピンオフとか書きたい気持ちはあるんです。あるんですけど、凪木１匹ぴきでは現状不可。多重影かげ分身の術を覚えるところから。なんなら火の国行って封ふう印いんの書を盗ぬすむところから。ロマン求めないで仕事効率化の勉強しろよって話ですよね。マジで頑がん張ばります。

　仕事効率化もまた、意識しないと絶対に変わらないものだと大人になって痛感しまくりです。中学生時代とまでは言わないけど、10代後半にハウツーを学んでいれば世界もグッと変わってたんだろうなぁと。後こう悔かい先さきに立たたず。

　よくカフェで作業するのですが、勉強する学生さんをチラホラ見かけます。部活帰りっぽい子なんかもいて、純じゆん粋すいにスゲーなぁ思っちゃいます。

　おそろしくスマートな生き方、オレでも感心しちゃうね。

　若い頃からしっかりしてる子は大人になってもしっかりしてるし、若い頃からいい加減な奴やつは大人になってもいい加減なんですよねー。

　20歳になったからパッと変わるとか、社会人になったからスンッと変わるものでもないとは知りつつ生き長らえ、気付いたら20代後半みたいな。

　一いつ生しよう懸けん命めい勉強する学生たちの隣となりで、

「パイ四方固め。ぐへっ。ぐへへへへへっ～～～」

　ってキーボードカタカタしてる場合じゃねぇ。




　ここからは謝辞を。

　担当さん。毎度毎度お手を煩わずらわせて申し訳ないです。もはや先輩と後こう輩はいの関係どころかボスと下したっ端ぱくらいの主従関係になっているので、少しずつ差を埋うめていけるように精進させていただきます。目指せプロシュートの兄貴とペッシの関係。

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさん。今巻でも可愛らしいイラストを描かいていただき、ありがとうございます！　「有栖はどんな感じの子になるかな？」と２巻の段階からワクワクしていたので、３巻で実現してテンション上げ上げです。半はん袖そで制服もありがたや……！　改めて永遠に夏回だったらいいのにと再認識しました。どうせ冬になったら冬服の素晴らしさに気付かされるのですが（笑）。

　数少ない友、花畑よ。口先だけでどうせ俺の作品読んでねーだろと思っててサーセンした。「読んでるわ！」と強めに言われたとき、そら女子にモテるわと思いました。今巻はしっかり献けん本ぽんを送らせていただきます。ブックオフに売れないように、カバー裏に俺の本名と大学時代の学がく籍せき番号を入れておきます。ざまぁ。

　最後は勿もち論ろん、読者様。いやぁ、９ページもあとがきを読んでくださり本当にありがとうございます。お前ら、おひとり様の俺のこと好きすぎだろ。そうやって舌打ちするクセ直したほうがいいですよ。冗じよう談だんですやん。マジでありがとうございました。

　それでは皆さん、４巻でお会いできればと！　それでは！
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